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リニア新幹線　政
府も当事者意識

を持て

東京五輪の経費
招致段階の見積

もり甘かった

在外投票制度
平等な権利確保

が必要
遠山元副大臣起
訴　公明は深刻に

受け止めよ

ＥＶ戦略強化　基
幹産業の競争力

を守りたい

年末の株高　実
体経済映していな

い
外交文書公開

「湾岸外交」検証
の時

投資家に選ばれ
る株式市場に変

わる時だ

遠山元議員を在
宅起訴　法廷で不
正の構図解明を

防衛予算　効率
的に抑止力強化

を図れ
郵便局長会　顧
客情報流用の究

明を

農産物輸出にさら
に弾みを

オミクロンと大学
入試　受験生へ
の配慮欠かせぬ

後発薬の品不足
安定供給へ国が

業界後押しを
巨大地震想定

地道な対策が命
を守る

RCEPの質を高め
地域協力の触媒

に

安倍元首相の捜
査終結　説明責

任果たさぬままか

遠山元議員起訴
コロナ融資待つ人

を裏切った

安倍氏「桜」問題
不起訴でも疑惑

晴れぬ

ＡＩ兵器の脅威
禁止への取り組

み急げ

公明党　クリーン
の看板どこへ

米新大使と連携し
同盟深化を

「黒い雨」の認定
制度　被害者全
員を救済対象に

２０２１回顧・世界
影を落とし続けた

感染症危機

私学の組織統治
改革と自治　両立

必要だ

１０増１０減批判
議長の発言とは

思えぬ

いじめ防止　被害
の訴え軽視するな

コロナ治療薬　迅
速確実に患者に

届けよ

組織先行の「こど
も家庭庁」では困

る

過去最大の防衛
予算　歯止めなき

膨張許されぬ

有識者最終報告
皇位継承を正面
から議論せよ

ＪＲ函館線存廃
知事の調整力が

見えぬ

防衛費過去最大
軍拡競争に加わ

るのか
「黒い雨」審査　新
たな分断、許され

ぬ

競技場という遺産
スポーツ界は「価

値」示せ

公明党は元議員
の犯罪猛省を

コロナの飲み薬承
認　効果上げる体

制の整備を

三菱電機処分
不正を横行させた

歴代経営陣

防衛費過去最大
国会で精査欠か

せない

変異株の拡大
年末年始の警戒

強めて
防衛費拡大　加

速化　理解得られ
るか

山口県副知事辞
職　県は異常な慣

例断ち切れ

デジタル重点計画
は着実に実行に

移せ

東京五輪・パラの
経費　肥大化の
反省が足りない

監視技術の管理
人権弾圧への悪

用どう防ぐか

東京五輪経費
膨張の検証が不

十分だ

皇位継承策　論
点「先送り」すると

は
ソ連崩壊３０年

歯車を逆転させる
な

診療報酬決着　コ
ロナと戦う医療体

制を

金正恩氏は独裁
の弊害直視を

皇位有識者会議
の答申　安定継
承への議論早急

２０２１回顧・日本
閉塞感を破ったス

ポーツの力

道開発予算案
弾力性のある配

分必要

外国人投票否決
多様性熟議の出

発点に
防衛力強化は中
長期的な国家戦

略を礎に

過去最大の予算
案　借金頼みが
岸田カラーか

ソ連崩壊３０年
誤った大国意識
が脅威高める

北京五輪と日本
重層的関係が欠

かせぬ

リニア実現へ早期
の合意を

刑事事件の身柄
拘束　「人質」批
判向き合わねば

データ流通　世界
の成長加速する

ルールに

生乳廃棄の恐れ
回避への努力広

げたい
来年度予算案

漫然と借金を重ね
るな

五輪派遣見送り
首相は正面から

理由語れ

オミクロン型の市
中感染対策は素

早く

北京五輪、高官
派遣せず　対話の
継続は欠かせな

北京冬季五輪
閣僚の派遣見送

りは当然だ

過去最大予算案
財政規律が置き

去りだ

有機給食の普及
「一石四鳥」の効

果あり
オミクロン株　急
拡大に機動的対

応で

来年度予算案
財政の思考停止

許されぬ

外国人の権利考
える教訓に

ソ連崩壊から30年
「大国」ならば融

和の道を

来年度予算案
効果的な支出を
精査したのか

ソ連崩壊３０年
危うい強権政治の

復活

来年度予算案
査定形骸化してな

いか
診療報酬改定　メ
リハリつけた配分

を

「文通費」先送り
国民に使い道を

公開せよ

メリハリも改革も
乏しい予算でいい

のか

オミクロン株、市
中感染　拡大見
据え機動的対応

地震の被害想定
減災対策の強化

につなげたい

オミクロン株　第６
波への対応急務

だ

思いやり予算　増
額に理解得られる

か
東京五輪総括　あ
るべき姿にほど遠

い

変異株の市中感
染　恐れすぎるな

甘くみるな

五輪で「人権」は
避けて通れぬ

在日米軍の駐留
経費　負担増の
説明が不可欠だ

診療報酬改定
看護の現状に見

合う賃上げを

皇位継承策　議
論先送り理解でき

ぬ

東京五輪の経費
全体像も内訳も不

明だ
内閣官房参与

政策遂行に資して
こそ

安定継承の報告
書　皇統を守る法

整備へ進め

ソ連崩壊30年、過
ちを繰り返すつも

りか

コロナと診療報酬
改定　課題解決に

つなげてこそ

変異株市中感染
拡大を抑え込み
「第６波」防げ

香港立法会選挙
民主的とは全く言

えぬ

診療報酬改定
感染症に強い医

療を
米軍駐留経費

同盟強化で変質
注視を

北日本の巨大津
波　早期避難率１

０割を目指せ

駐留費負担増は
国民の理解を

在沖米軍でクラス
ター　政府に水際

の穴塞ぐ責任

文通費見直し　政
治不信を助長す

る先送りだ

住民投票条例
多様性の反映は

必要だ

北京五輪と日本
独自の判断を求

めたい
臨時国会閉会

積み残された課
題　次で

外国人条例を否
決　武蔵野市議
会の判断重い

安定的皇位継承
へ議論重ねよ

北海道・東北沖の
地震　地域に即し

た対策が急務

米軍駐留経費
同盟の対処力を
高める支出に

巨大地震被害
減災対策着実に

推進を

判決コピペか　司
法の権威が問わ

れる
こども家庭庁

「司令塔」が務ま
るのか

人権決議見送り
自公は中国にお

もねるな

危機感が感じられ
ない診療報酬改

定

文通費の改正先
送り　与党の責任

放棄に驚いた

外国人投票否決
対立と混乱招いた

責任は重い

米軍駐留費負担
思いやりにも程が

ある

文書通信費　特
権の温存は許さ

れぬ
香港の選挙　誰
のための投票な

のか

香港の議会選
「民主」を名乗る

資格ない

個人や企業の資
金を市場通じて成

長に

私学のガバナンス
自浄能力を高め

る改革に

香港議会選　民
意の行き先奪った

「中国式」

臨時国会閉幕へ
積み残した課題

は多い

国会きょう閉会
立法府復権への

起点に
基地のコロナ

「水際」の穴　急ぎ
埋めよ

飯塚前代表死去
国は故人の思い

に応えよ

香港議会の中国
化を危惧する

香港の立法会選
挙　「民意」取り繕

う茶番劇だ

薬の過剰摂取
安易な依存は命

にかかわる

大阪のビル火災
安全対策の徹底

点検を

リニア識者報告
多方面の議論深

めたい
各国金融政策

平時への道、見
極めて

憲法改正論議
消極的な立民に

失望した

給付金騒動が露
呈した安易な補正

の弊害

鉄道料金の新制
度　バリアフリー

化に弾みを

宇宙ごみ指針　国
際ルールづくりを

主導せよ

新幹線要対策土
性急な搬入に懸

念残る

金正恩体制１０年
非核化に再度取

り組め

マグロ漁獲枠　更
なる資源の回復を

新生銀ＴＯＢ成立
公的資金返済に

手尽くせ

ビル火災の犠牲
を防ぐために

WTO加盟20年の
中国　世界経済
の分断防ぐ責任

外国人の接種
地域や職場で後

押ししたい

ドイツ新政権　欧
州の結束に指導

力を

接種証明アプリ
効果的に運用さ

れるか
金正恩体制１０年
全拉致被害者を

解放せよ

効果的で抑制の
きいた経済安保

政策を

精神的DV対策
被害者救う仕組

み整備を

衆院憲法審査会
定例開催し論点を

掘り下げよ

憲法論議　改定を
急ぐ必然性ない

マグロ漁獲枠拡
大　魚食文化で資

源を守ろう

マグロ管理をさら
に厳しく

エシカル消費　地
球の課題考える

契機に

私大の運営体制
外部人材に全責
任委ねるのか

コロナ後遺症　社
会復帰への支援

急務
住民投票条例

共生社会を築くた
めに

大阪ビル火災　被
害抑える基本の

確認を

文通費含め政治
資金の透明化に

本腰を

大阪のビル火災
惨事招いた原因

の究明を

大阪ビル火災　な
ぜこれほどの惨

事になった

ヒグマの駆除　関
係機関は信頼構

築を

東海将棋会館
実現へ夢を育て

たい
金正恩１０年　こ
れが思い描いた

国か

オミクロン株拡大
ワクチン追加接種

を急げ

混合接種を生かし
3回目急げ

金正恩体制の10
年　核に固執し孤

立を深めた

米金融緩和縮小
前倒しでインフレ

を抑えたい

米国の金融政策
インフレ抑制は適

切に

大阪でビル火災
全容解明を急ぎ

たい
赤木さん裁判　真
相への道を閉ざ

すな

森友訴訟終結
国民への説明責

任生じる

給付金騒動はデ
ジタル化で終止符

を打て

森友の国賠訴訟
解明封じの卑劣

な幕引き

国交省書き換え
統計軽視の姿勢

が目に余る

神恵内村長選
核ごみ議論する

機会に

森友訴訟幕引き
裁判でも「隠蔽」な

のか

新生銀の買収　Ｓ
ＢＩの責任は重い

トヨタのＥＶ販売
総合力で競争を

勝ち抜け

裁判終結での幕
引きを許すな

国交省の統計不
正　データ軽視の

病根は深い

オプジーボ和解
産学の連携深め

る環境作りを

森友改ざん訴訟
賠償で幕引きはで

きぬ

トヨタＥＶ戦略　試
される巨人の本腰

君が代判決　裁
かれた行政の理

不尽

建設統計の不正
政府の信頼損ね

る行為だ

建設統計のずさ
ん処理を徹底解

明せよ

政治団体と雇用
助成金　議員の

倫理観欠如に驚く

仏領の独立否決
太平洋の安定に
資する結果だ

国交省統計不正
全容解明へ徹底

調査を

香港立法会選挙
政治ショー化への

懸念
統計書き換え　直
ちに真相を究明

せよ

１０万円給付の指
針　政策目的は
脇に置くのか

米金融引き締め
は柔軟・機敏に

高校教科書の改
革　現場軽視では

行き詰まる

米国の竜巻被害
日本も脅威と無縁

ではない

コメ転作交付金
急な厳格化は混

乱招く

国交省統計不正
全容を徹底解明

せよ
首相の答弁　国
会論戦の実をあ

げよ

外国人の住民投
票　武蔵野市議
会は否決せよ

トヨタのEV巻き返
しに期待する

核兵器禁止条約
と日本　岸田首相
が覚悟示す時だ

衆院予算委員会
拙速な給付策が
混乱を招いた

防衛費補正予算
緊急性欠く異例の

膨張

試練の民主主義
まずは足元を固

めよう
政治と雇調金　政
党支部の実態説

明を

家族会新代表
「拉致」への怒りを

新たに

関西スーパー買
収合戦の教訓

HIS子会社の不正
GoToの悪用許さ

れぬ

ＳＢＩ傘下に　新生
銀は公的資金を

返せるか

室蘭ＰＣＢ処理
不安は払拭され

たのか

コロナの後遺症
治療態勢を拡充し

たい
オミクロン株　国
内での拡大に備

えよ

Ｇ７とＡＳＥＡＮ　自
由の海へ連携し

て進め

新生銀の公的資
金返済へ具体策

を示せ

10万円給付を巡
る混乱　理念の欠

如さらけ出した

Ｇ７外相会合　自
由と法秩序維持

へ結束せよ

衆院予算委論戦
目指す社会像見

えたか

日大の再生　大
学自治拡充が必

要だ
民主サミット　理
念の復権へ課題

多く

「文通費」の法改
正　使途公開が
国民の常識だ

対岸の火事でな
い米の竜巻

理事長逮捕の日
大　解体的出直し

が欠かせぬ

独禁法違反疑い
楽天は出店者と
の信頼関係を

特殊詐欺被害
周囲の気付きが

大切だ

１０万円給付迷走
暮らしへの思い足

りぬ
2021/12/13

１０万円相当の給
付　早急に混乱の

収拾を図れ

WTO加盟20年の
中国に透明性が

必要だ

岸田政権の税制
改正　分配も脱炭

素もかすんだ

米主催サミット
民主主義の基盤
強化が急務だ

税制改正大綱　こ
れで分配が進む

のか
民主主義サミット
「最前線」の台湾

を支えよ

G7とASEANの絆
深めよ

広がる身代金ウイ
ルス　社会全体で

危機感共有を

クロマグロ増枠
資源管理で日本

の食を末永く

こども庁　理念実
現への道は遠い

大阪ビル火災　な
ぜ、これほどの被

害に

週のはじめに考え
る　沖縄は植民地

ですか？

三陸沿岸道全通
／被災地の回遊

性高めよう

2021/12/24
大阪ビル放火

「悲劇」の拡大防
ぐ知恵を

米軍駐留経費負
担　言いなりの関

係、改めよ

オミクロン株市中
感染／検査と隔
離で急拡大防げ

2021/12/22
臨時国会閉会

「文通費」の放置
は怠慢だ

核禁条約と日本
米の横やりに屈す

るな

巨大地震の被害
想定／正しく恐れ

十分な備えを

休み

2021/12/12
コロナ禍のがん
積極的に検診を

受けたい

ウクライナ緊迫化
衝突回避へ対話

継続を

週のはじめに考え
る　真夜中を終わ

らせよ

ウィズコロナの飲
食業／利用者の
意識変容に対応

を

ドイツ新政権　欧
州安定の主導継

続を

2021/12/30

回顧２０２１　東京
五輪の開催は誇
りだ　「完全な形」
は次世代に託す

新生銀子会社化
公的資金返済の

道筋示せ

東京五輪経費
綿密な検証欠か

せない

心操る火遊びの
果てに　年のおわ

りに考える

エスカレーターマ
ナー／他人への
思いやりが基本

回顧２０２１　人間
の可能性を信じた

い

2021/12/28
ソ連崩壊30年　強
権支配への回帰

憂える

大阪ビル放火　惨
事、繰り返さぬた

めに

「脱炭素」予算案
／原発「脱依存」

行程明らかに

2021/12/18
スーチー氏有罪
弾圧目的の不当

な判決だ

「こども家庭庁」創
設へ／権利守る
基本法の制定を

2021/12/21
北朝鮮の拉致

解決へ国際連携
を強めよ

文通費の法改正
見送り　使途の公
開、欠かせない

コロナ下の子ども
の食／低所得層
への配慮　公助で

も

2021/12/19
大阪ビル火災　犠
牲者の無念を思う

国交省書き換え
統計の信頼再び

傷つけた

全国紙 ブロック紙

2021/12/16
介護職らの賃上

げ　持続的な財源
の議論を

交通安全基本計
画／死亡事故

一丸で抑え込もう

2021/12/14
「10万円給付」迷
走　なし崩し決着

は許されぬ

防衛費補正予算
案　なし崩し膨
張、許されぬ

１０万円一括給付
も／決断の遅れ
が混乱招いた

2021/12/26
住民投票条例

丁寧な制度設計
が必要だ

オミクロン株　緩
んだ意識、引き締

めを

週のはじめに考え
る　ソ連崩壊３０

年後の閉塞

大雪時の道路対
策／「止める」政
策変更に理解を

ソ連崩壊３０年
露は帝国主義的
野望捨てよ　日米
欧は力の結束強

化を

北京五輪対応
対話の努力も忘

れるな

2021/12/25
政府予算案　補
正と一体で歳出

見直せ

政府予算案　将
来世代の声、聞

かねば

来年度政府予算
案／「成長と分

配」借金が下支え

2021/12/23
オミクロン拡大

年越しへ危機感
の共有を

こども家庭庁
「器」の中身まだ

見えぬ

首相の予算委答
弁　言葉尽くし政

治に信頼を

部落差別の解消
推進法を地域で

生かそう

ＮＰＴ会議と岸田
首相　核保有国
の「怠慢」正せ

2021/12/31
コロナの波の中で
こぼれ落ちた記憶

を紡ぎ直す

日本政治、この1
年　「転換」の実
感、なお乏しい

国のコロナ対策
失敗検証し新年

に生かせ

巨大地震の想定
備え見直す契機と

せよ

「歓喜の歌」とコロ
ナ禍と　大みそか

に考える

老老介護　深まる
孤立／閉ざされた
心に添う支援を

2021/12/29

米国の対中政策
覇権阻む包囲網
の強化を　台湾と
南シナ海の自由

を守れ

オミクロン対策
市中感染の抑止

に総力を

診療報酬改定
感染症に強い体

制築け

阿武隈川の遊漁
解禁／震災前の
にぎわい復活を

香港議会選　民
主派締め出し、茶

番だ

「思いやり予算」
の変質／米軍と

自衛隊　一体化に
懸念

2021/12/20
糸魚川大火５年
／家庭と地域の
防火力向上を

国交省の統計書
き換え　水増しの
全容解明急げ

国交省統計書き
換え／公正さゆが
めた責任は重い

2021/12/27
IR構想の行方　事
業計画に危うさな

いか

2021/12/17
「森友」改ざん訴
訟　真相解明が
遺族の願いだ

「森友」国請求認
める　真相にふた

をするのか

森友文書訴訟終
結／不信感増幅
させる幕引きだ

2021/12/15
税制改正大綱

分配への道筋が
見えない

１０万円給付策
混乱招いた責任

は重い

コロナ下の公共交
通／バスの役割
見直す契機に



税制改正大綱　め
ざす社会像が見

えぬ

札幌五輪　不利な
情報も含め開示を

子ども政策は幼
保一元化と財源

が肝心だ

札幌五輪の招致
計画　住民の支
持得られるのか

税制改正大綱
「分配」の具体化

につながるか

１０万円給付
クーポンは疑問尽

きぬ

図書館トラブル
快適な利用を守る

もの
１８歳裁判員　幅
広い参加に向け

て

税制改正大綱　こ
れで賃金は上が

るのか

民主主義は魅力
を高めてこそ

ウクライナ情勢の
緊迫　露は威嚇に

頼らず対話を

独ショルツ政権
中露への対応が

試金石となる

赤潮ウニ被害　体
系的な産地支援

必要

来年度の税制
公平性を見極め

てこそ
米ロ首脳会談　衝
突回避へ対話重

ねよ

診療報酬改定
感染症に強い医

療確立を

小手先の税制で
は成長も分配もで

きぬ

文書通信費の使
途公開　首相の
及び腰理解でき

コロナと休業　適
切な労災申請を

増やしたい

北京五輪と人権
外交を尽くして解

決を

学術会議と首相
早く正常化を図ら

ねば
１０万円給付　方
法は自治体の判

断に

代表質問　人権
意識の低さに驚い

た

外国人が安心し
て働く環境を

ドイツ新政権の発
足　国際協調で指

導力発揮を

スー・チー有罪
政治生命を奪う不

当な判決だ

道のコロナ指針
先手の対応欠か

せない

動物虐待で逮捕
生けるものへの慈

愛を
スーチー氏　軍政
下の不当な判決

だ

日大の再生　組
織統治の欠如に

猛省を

独ショルツ政権は
欧州結束の要と

なれ

スーチー氏に有
罪判決　司法悪
用の弾圧許され

代表質問　実のあ
る論戦で国会活

性化を

国会代表質問
丁寧な政治には

程遠い

ウクライナ危機
衝突回避へ対話

重ねよ
国会代表質問

論戦を深めるため
には

外交ボイコット　首
相は旗幟を鮮明

にせよ

「10増10減」の実
行を確実に

立憲・泉氏の代表
質問　「立案型」
への期待と不安

ウクライナ緊張
ロシアは侵攻の
代償見定めよ

米ロ首脳会談　ウ
クライナ衝突回避

を

国会論戦始まる
聞く力と提案力を

競え
日米開戦８０年

サダコの鶴が架け
る橋

米ロはウクライナ
緊張緩和へ対話

継続を

日米開戦80年
自己過信の危うさ

教訓に

五輪ボイコット　不
信の払拭は中国

の責任だ

真珠湾攻撃８０年
過ち教訓にした政

治を

五輪と政治　大国
の争いと決別を

立民が政権の座
をめざすなら

米国の北京五輪
対応　亀裂深めな

い知恵が必要

放送外資規制
公平で透明な仕
組みを整えよ

裁判員１８歳から
周知と教育十分

なのか
臨時国会開幕

丁寧な説明　質疑
でこそ

首相の所信表明
発言の実現力が

問われる

中国は人権への
懸念を深刻に受

け止めよ

首相の所信表明
演説　岸田カラー

なぜ出せない

所信表明演説
政策実現へ具体
的な手順示せ

首相所信表明
格差是正へ実行

力示せ

文化芸術基本法
より実効性ある施

策を
総務省不祥事

根幹うやむやにす
るな

ウクライナ情勢
ロシア部隊は国

境を去れ

有罪ありきのスー
チー氏裁判

こども庁の創設
これで理念実現で

きるか

札幌五輪招致
地元の機運をい
かに高めるか

オスプレイ飛来
危険の拡散認め

られぬ

首相所信表明
理念・熱意が見え

ない

地震の情報　混
乱なく届けてこそ

外国人の住民投
票　武蔵野市は
国益損なうな

首相は経済再生
へ取り組みを加速

せよ

マイナカードの普
及　ポイントより不

安解消を

わいせつ保育士
厳格な登録制度
で再犯を防げ

政府賃上げ方針
継続的な財源の

議論を

介護職ら賃上げ
処遇さらに改善し

たい
政治資金　与野
党で透明化に動

け

国勢調査　人口
減に政治の責任

重い

成功させたい初の
上水道連携

民事訴訟の期間
制限　拙速な審理

が懸念される

コロナと雇用　技
能を高める研修

が必要だ

厳しさ続く就活
学生の支援強化

必要だ

核禁条約と日本
独新政権に続く決

断を
愛子さまご成年
祝福と皇室の理

解新たに

民主主義サミット
協調への復元力

示す場に

診療報酬改定
病床逼迫の要因

に目を向けよ

国会あす召集　言
論の府の機能回

復を
首相の賃上げ要
請　官民協調で機

運を高めよ

GoToトラベル　拙
速な再開は許さ

れない

災害の伝承碑
「知らなかった」を

防ぐ一助に

伊方原発再開
安全への懸念が

尽きぬ
来年の春闘　賃
上げ拡大を出発

点に

ＷＴＡの中止決定
中国への気骨あ

る判断だ

医療関連のデジタ
ル規制改革が急

務だ

米軍の燃料タンク
投棄　国に住民軽

視ただす責任

原油増産維持
輸出国と消費国
は対話深めよ

原油高への対応
暮らしを支える視

点で

不明者名の公表
静岡ルールたたき

台に

水際対策　不信
深めた朝令暮改

伊方３号再稼働
脱炭素電力で地

域活力を

グラブは東南ア新
興に範示せ

中村吉右衛門さ
ん逝く　求道と継
承の思い次代に

銀行決算好調
改革加速で経営
基盤の安定を

テニス選手消息
中国は全真相の

説明を

帰国便の混乱
邦人保護の視点

欠いた
米軍タンク投棄

住民軽視を繰り返
すな

独新政権発足へ
中国偏重から転

換を急げ

産油国は需給見
極め消費国と対

話続けよ

3回目のワクチン
接種　新変異株
への対応が必要

オミクロン株　国
内での拡散防ぐ

備えを急げ

米軍タンク投棄
人命軽視の体質

を正せ

預託商法の禁止
抜け穴許さぬ運

用こそ
日大不祥事　信

頼を取り戻すため
に

防衛予算　抑止
力構築に増額必

要だ

米と連携し地域安
定の戦略を

女子テニス選手
の消息　中国は

納得できる説明を

ドコモ行政指導
障害を教訓に信
頼性高めたい

西川次期学長
旭医大再生へ重

い責任

給付の事務経費
国民が納得できる

のか
札幌五輪招致

足を止め市民と熟
議を

民主主義サミット
台湾を守る意義

は大きい

オミクロン型の市
中感染前提に備

えを

国内でもオミクロ
ン株　市中感染へ

の備え万全に

住民投票権　外
国人参加を安易

に考えるな

核合意の再建
米とイラン歩み寄

りを

イラン核交渉　実
利重視で知恵を

絞れ
「黒い雨」救済　今
すぐ被爆者と認め

よ

オミクロン株上陸
検査と隔離の徹

底を急げ

中国はテニス問
題に向き合え

首相の賃上げ要
請　「分配」にどう

つなげるか

ＩＣＰＯ新体制　国
際手配の政治的

悪用は困る

愛知の中３刺殺
凶行の予兆な

かったか

外国人投票条例
多様性反映する

ために
立憲の再出発

国民に選ばれる
実践を

立民代表に泉氏
「共産共闘」決別

できるか

政府は賃上げ介
入より環境整備を

急げ

立憲新代表に泉
氏　再生に欠かせ

ぬ根気強さ

立民代表に泉氏
建設的な政策で
党再生目指せ

立憲代表に泉氏
与党に対抗する

態勢を

立民代表に泉氏
党再生に指導力

尽くせ

ベラルーシ　人命
軽視の暴挙を憂う

わいせつ保育士
再登録許さぬ厳

格運用を

成長へ課題が多
いインド経済

日大理事長の逮
捕　専横許した体

質問われる

ドイツ新政権　メ
ルケル路線どう引

き継ぐか

日大理事長逮捕
深い闇の解明急

がれる

ロシア軍が集結
軍事衝突になりか

ねぬ

新変異株　監視と
封じ込め徹底を

日大理事長逮捕
学内の正常化に

大ナタを

立民新代表は政
権担う力を政策で

示せ

知事が「辺野古」
不承認　首相は

対話にかじ切る時

オミクロン株　流
入阻止へ水際対

策強化せよ

オミクロン株　水
際対策と監視徹

底を

みずほＦＧ処分
経営体質の大改

革こそ
補正予算案　財
政規律を無視す

るな

新変異株対策
入国管理徹底で

国民守れ

金融機関は脱炭
素へ行動を

オミクロン株の広
がり　警戒強化し

迅速に対応を

日大理事長逮捕
大学経営を私物

化していたか

札幌五輪概要案
開催の意義よく見

えぬ

新たな変異株　水
際の警戒を強め

たい

ＤＮＡ捜査　法整
備して信頼つなげ

みずほ首脳の辞
任　機能不全の
悪循環を絶て

「オミクロン型」対
策は機敏かつ冷

静に

宇宙飛行士の門
戸拡大　新時代

担う人材の発掘を

大学ファンド　研
究力回復の切り

札になるか

ベラルーシ越境
移民を政治利用

するな

中国テニス選手
消息不明という深

い闇
介護等の賃金

中長期見据えた
議論を

オミクロン株　警
戒怠らずに水際

対策を

これで最高学府と
いえるのか

いじめ対応の改
善　被害者に寄り

添う体制に

介護施設と病院
面会の再開を安
全に進めたい

女性の自殺増加
非正規への支援

強化を

防衛費補正予算
膨張に歯止めか

けねば
みずほ首脳の辞
任　機能不全の
悪循環を絶て

医療改革を進め
る診療報酬の見

直しを

SBIの新生銀買収
再生の道筋示す

重い責任

保育介護賃上げ
確実に現場へ届く

工夫が要る

みずほ改善命令
現場重視へ刷新

急務だ
オミクロン株　警
戒怠らずに水際

対策を

イラン核合意を軌
道に戻せ

都市対抗野球が
開幕　応援団復
活で熱い球宴に

比大統領選　対
中融和と強権改

める機会だ

三笠の道路陥没
再発防止へ監視

強化を
核合意の再生

米イラン双方が妥
協を

ＩＣＰＯ台湾排除
中国の専横阻止

に連帯を

防衛装備品の補
正計上は十分な

吟味を

みずほ障害で最
終処分　今度こそ
悪弊絶つ刷新に

みずほ行政処分
経営陣刷新で障
害の根を断て

辺野古「不承認」
無理筋の移設は

中止を

無投票回避へ
地方議会の試行

錯誤
辺野古不承認

国の強権が招い
た混迷

辺野古の設計変
更　知事は不承
認を撤回せよ

官民がEVの道筋
示す時だ

職場で「ヘイト文
書」配布　企業の
人権侵害許され

愛知の中３刺殺
事件の背景に何

があったのか

雪まつり再開　感
染対策徹底し慎

重に

高齢運転の事故
免許返納できる社

会に
自民の党改革

小手先でない抜
本策を

露の衛星破壊
宇宙の安全脅か

す暴挙だ

みずほは今度こ
そ組織の病を根

治せよ

立憲民主の代表
選　「左と右」超え

た議論こそ

経済安全保障
米中競争時代の

新たな戦略を

新生銀ＴＯＢ　経
営立て直しが急

務だ

設計変更不承認
「辺野古」見直す

契機に
石油備蓄放出　ご
まかしは続けられ

ぬ

コシヒカリ発言
知事が「分断」を

あおった

政府と沖縄は対
話に努力を

校内で中3刺され
死亡　悲劇に至っ

た経緯解明を

ＦＲＢ議長再任
インフレ抑止にど

う取り組む

日大の背任事件
理事長の説明が

不可欠

弥富の中３刺殺
気付きたかった心

の闇
中国選手「失踪」
うやむやは許され

ない

備蓄石油の放出
産油国との協調も

必要だ

コロナ後の国土像
描く「田園都市国

家」に

日米など石油備
蓄放出　価格安
定への戦略見え

石油備蓄放出
異例の措置で高
騰は収まるか

石油備蓄放出へ
市場の混乱招か

ぬよう

不祥事の議員
「居座り」に厳しい

目を
米自動車関税

「撤廃前提」の答
弁守れ

行動制限緩和
静かな今こそ次の

準備を

新生銀は確かな
成長像示せ

全・元韓国大統領
死去　癒えない民

主化弾圧の傷

テニス選手告発
疑惑を深める中
国の情報隠し

赤潮被害対策
息の長い支援が

大切だ

石油備蓄放出
暮らし支援を最優

先で
豊島からの発信
住民と行政が対

等に

中露機の合同飛
行　日本への露
骨な「挑発」だ

備蓄原油の放出
は市場介入の手

段でない

日本郵政の将来
像　体質改善し堅

実な経営を

ベラルーシ　移民
でＥＵ揺さぶる独

裁政権

文通費見直し　使
い道を公表すべき

だ

子宮頸がん予防
ワクチン不安除か

ねば
ガソリン補助　ほ
かのやり方はない

か

彭帥選手問題
異様な国だと再認

識せよ

柔軟な鉄道料金
で社会貢献を

凍結卵子による
出産　社会全体で

の議論が必要

宇宙飛行士募集
日本人初の月面

着陸に挑め

道営競馬好調
魅力向上へ経営

努力を

日韓関係の改善
文政権任期内に

糸口を

伊方原発　安全・
安心は万全か

彭帥選手問題
異様な国だと再認

識せよ

FRBの政策継続
へ早急に体制固

めを

ベラルーシ国境の
混乱　「難民」を道

具に使う非道

温室ガス取引　途
上国の削減を日

本の技術で

行動制限の緩和
感染状況見極め

慎重に

日大の背任事件
理事長の沈黙許

されぬ
「経済安保」法案

かけ声先行は危う
い

オプジーボ和解
産学連携の抜本

的改善を

中ASEANは地域
安定探れ

在外邦人の投票
ネット方式の本格

検討を

部活の地域委託
実現には課題が

山積している

コメ減産拡大へ
場当たり農政が

目立つ

憲法改正論議
日程ありきは避け

ねば
災害関連死　事

例掘りさげ根絶図
れ

「文通費」法改正
へ　抜本見直しで

国民理解を

3回目接種はリス
クに応じて前倒し

を

子どものワクチン
接種　選択支える

丁寧な議論を

仏の原発回帰
脱炭素が後押しし

た政策転換

子宮頸がん予防
正確な情報提供

第一に

中国の言論統制
残るのは「党の喉

と舌」
朝鮮戦争「終結」
効果を見極めた

論議を

国連「拉致」決議
案　今年も無視決

め込むのか

文通費含む制度
の見直し急げ

イラン新政権と核
交渉　米国と妥協

点探る機会に

在外投票制度
利用広げる手立

てを講じたい

米中の軍備管理
核削減進める態

勢急げ

立憲民主代表選
政権像の議論を

尽くせ

「文通費」法改正
／使途の公開は

欠かせない

2021/12/6
辺野古不承認

政府は計画に固
執するな

中村医師死亡か
ら２年　アフガン支

援、絶やすな

独の核禁止会議
参加／被爆国日
本の不在は異様

だ

2021/12/8 休み

2021/11/24
RCEP発効へ　中
国の振る舞い見

極めよ

イランの核開発
合意破り、米の責

任重い

立憲民主党代表
選／基本政策

正面から議論を

2021/11/27
3回目のワクチン
接種の前倒し検

討したい

「辺野古」不承認
計画見直す契機

にせよ

コロナ行動制限緩
和／不安拭えぬ
自粛からの解放

2021/11/25
文通費見直し　議
員特権にあぐらか

くな

石油備蓄放出
価格抑制、効果

は未知数

ＨＰＶワクチン接
種／丁寧な説明

と環境整備を

2021/11/23
コロナ制限緩和
緊張感保ち混乱

を避けよ

国会議員の文書
通信費　使い道を

ガラス張りに

人権週間　反差
別の「原点」見つ

めて

米軍機タンク投棄
人命軽視、容認で

きない

週のはじめに考え
る　習氏のための

新時代か

女川再稼働「同
意」１年／避難計
画への不安拭え

ず

仙台Ｊ２降格／再
出発へ運営見直

す契機に

2021/12/5
３回目接種　「前
倒し」に柔軟対応

を

不合理な「日米開
戦」の教訓を今に

2021/11/28
非核三原則50年
国是の価値は増

している

中国テニス選手
の消息　情報統
制は疑念深める

週のはじめに考え
る　会えば会うほ

どに

中国の歴史決議
／「習氏１強」長
期化を危ぶむ

みずほ処分　再出
発の道は険しい

2021/11/26
石油備蓄放出

産油国との対話
を続けよ

核兵器禁止条約
と日本　ドイツの
「参加」見習え

政府の石油高騰
対策／法改正の
手間を惜しむな

沖縄県の変更不
承認／「辺野古」
見直しへ対話を

2021/12/2
オミクロン株　流
入を前提に対策

徹底を

日大理事長逮捕
ワンマンなぜ許し

たか

2021/12/4

2021/11/29
政務活動費　透
明化に改善の余

地あり

ベラルーシの難民
問題　人道的視
点で救援急げ

藻場の再生／広
域的な取り組みに

期待

障害者の逸失利
益／「生産性」の
差別　見直しを

2021/12/3
日大理事長逮捕
組織の自浄作用

取り戻せ

３回目接種開始
混乱繰り返さぬ対

応を

米軍機タンク投棄
／原因究明し再
発防止徹底を

オミクロン株の水
際対策　迷走の
背景を検証せよ

軽石大量漂着
海底火山への警

戒さらに

2021/11/22
着床前検査　命
の選別にならぬ

実施を

立憲民主党代表
選　立て直しへ具

体策競え

台湾海峡の緊張
／危機沈静化へ
対話の追求を

2021/11/30
日本郵便調査

問題の矮小化は
許されぬ

オミクロン株　流
入に備え万全対

策を

新変異株で入国
禁止／万全の体
制で警戒に当た

れ

立憲民主新代表
に泉氏／政策見
直しへ党内論議

急げ

2021/12/1

2021/12/11
北京五輪と人権
分断深める祭典

にするな

与党税制大綱　こ
れで賃上げできる

か

与党税制大綱／
「好循環」賃上げ

頼みは危険

立民新代表選出
党再生の好機生

かせたか

立民新代表に泉
氏　政権像、一か

ら練り直せ

2021/12/9

2021/12/7
臨時国会召集

論戦で岸田カラー
明確に

臨時国会召集／
「成長と分配」説

得力不十分

メルケル氏引退
協調導く対話を継

承せよ

クロマグロ漁獲増
枠／資源回復へ

責任果たそう

首相の所信表明
目指す社会まだ

見えぬ

福山で鳥インフル
まん延許さぬ対策

急げ

坂口安吾と憲法９
条　開戦の日に考

える

2021/12/10
来年度予算編成
許されぬ歳出改

革の軽視

スーチー氏に「禁
錮刑」　不当な裁
判、即時解放を

日米開戦80年
「誤り」繰り返さぬ

ために

理事長逮捕の日
大／再生へ　学
内調査が必要だ

五輪外交ボイコッ
ト　人権懸念、中

国は認識を



北京五輪と日本
外交ボイコットの

決断を

TSMCへの公的支
援は丁寧な説明

を

55兆円の経済対
策　規模優先の
空回りを懸念

行動制限緩和
適切な対策で日

常取り戻そう

オスプレイ訓練
住民の不安を直

視せよ
立民代表選の告
示　共産との共闘

是非を語れ

厳格さが要る新規
就農の支援

留学生の受け入
れ　コロナで試さ

れる国際化

立民代表選告示
党勢立て直す具

体策を論じよ

内部通報者保護
組織自浄につな

げたい
立憲代表選　再

生へ知恵を出し合
え

大谷にＭＶＰ　次
代の夢を広げる

偉業だ

コロナとの共存へ
接種証明の活用

を急げ

立憲代表選に4氏
出馬　再生に向け

本気の論戦を

大谷ＭＶＰ　野球
の本場を席巻した

二刀流

政府の経済対策
事業効果の精査

十分か

７選知事の引退
功罪総括して次

代へ

経済対策　今なぜ
過去最大なのか

追加経済対策
政策効果を見極

めたのか

移民の政治利用
は許されぬ

大谷選手が満票
MVP　球史画す常

識破りの挑戦

経済対策５５兆円
効果乏しいバラマ

キでは困る

立憲民主代表選
再建への論議を

尽くせ

経済対策決定
効果は行き渡る

のか
文通費見直し　使
途公開の義務づ

けも

竹島への不法上
陸　文政権は「反

日」を改めよ

これが賢明な経
済対策とは言い

難い

日大の背任事件
理事長は説明し

けじめを

コロナ追加接種
説明と準備尽くし

混乱避けよ

福祉灯油　札幌
市も検討の時機

だ

ＧＰＳ付き保釈
人質司法は改善

するか
旅行支援策　感
染拡大防止を万

全に

ガソリン高の対策
効果見えぬ補助

は再考を

立民は基本政策
を鍛え直せ

フェイスブック内
部告発　社会へ
の責任が問われ

介護費用増大
制度の持続に知

恵を絞りたい

東芝３社分割へ
長期的な成長図

れるか

ワクチン証明　感
染状況見極め活

用を
日本の人権外交
普遍的価値掲げ

るなら

東芝３分割へ　企
業価値は向上す

るのか

ガソリン高対策の
補助金は問題が

多い

内密出産の取り
組み　「現場任

せ」にはできない

企業中間決算
収益改善を成長

につなげよ

核ごみ調査１年
透明性確保が大

前提だ

国産旅客機　展
望を速やかに示

せ
日大背任事件

理事長の説明を
求める

ワクチン追加接種
「第６波」備え本格

開始を

大手行は最高益
を成長の糧に

国会議員の文書
通信費　日割りだ
けでは解決せぬ

水道管の老朽化
対策の先送りは

許されない

１９歳の将棋四冠
「藤井時代」が幕

開けた

文書通信費　一
括支給やめるべ

きだ
米中首脳会談

対抗より協働の道
探れ

米中首脳会談
台湾への脅しに

屈するな

速さと実行力が問
われるデジタル臨

調

緊張下の米中首
脳会談　衝突回
避へ対話の継続

米中首脳会談
衝突回避は威嚇
の自制が先決

米中首脳会談
衝突回避へ対話

深化を

米中首脳会談
衝突回避へ対話

重ねよ
東芝３分割　社会
的価値が問われ

る

最年少の四冠
「藤井世代」の台

頭を望む

オプジーボ和解の
教訓生かせ

東芝の「解体」案
窮余の策で生き

残れるか

学習用端末　トラ
ブル続発は放置

できない

旭医大次期学長
信頼回復へ説明

必要だ

ＧＤＰマイナス　生
活への波及止め

ねば
気候変動会議

新目標への挑戦
に動け

ＣＯＰ２６閉幕　石
炭と原発活用も有

用だ

衝突回避へ米中
首脳は対話を続

けよ

将棋史上初の10
代4冠　胸躍る「藤
井時代」の到来

ＣＯＰ２６閉幕　排
出削減の具体策

が問われる

国内景気　下押し
リスクに警戒を

京都大霊長類研
「事実上の解体」

を憂う
コロナ対策　確実
な実践が問われ

る

ＧＤＰ年率３％減
消費支えて回復を

確かに

鉄鋼の高関税撤
廃は当然だ

COP26の合意
1．5度目標へ世

界が動く時

ＧＤＰマイナス　行
動制限の緩和で

消費戻るか

ＣＯＰ２６閉幕　脱
石炭へ危機感足

りぬ

ＣＯＰ２６合意　化
石のままでよいの

か
2021/11/15

部活動のあり方
地域の実情に応

じ議論を

COP26が課す1.5
度目標の重い宿

題

HPVワクチンの再
開　丁寧な説明と

支援が前提

藤井竜王誕生
四冠達成で「１強」

時代幕開け

フェイスブック　安
全性の軽視許さ

れぬ
ＥＵ国境の危機
移民を政治武器

化するな

経済の回復へ効
果的な政策を

中国共産党の歴
史決議　国際協
調乱す独善は困

東芝３分割計画
経営の迷走に終
止符打てるか

ＪＲ函館線存廃
時間切れ決着避

けたい
１０代の自由研究
驚く成果生み出す

もの

コロナ対策全体像
実効性高め医療

崩壊防げ

企業は先行き不
安に備えつつ稼ぐ

力を

岸田政権のコロナ
対策　油断せず実

効性の確保を

コロナ総合対策
備えを固め再拡
大を抑止せよ

中国の歴史決議
習氏へ権限集中

危うい

鶴舞公園再整備
市民にプラスの民

活で
寂聴さん逝く　貫く
自分　次代への

教え

「歴史決議」採択
個人崇拝強化へ

の道具か

農政は成長戦略
の視点さらに

瀬戸内寂聴さん
逝く　社会の駆け

込み寺として

習氏と歴史決議
際限なき権威強
化を懸念する

コロナと飲食店
安心提供に細心

注意を

新型コロナ対策
後手に回らぬ医

療を
中国６中全会　歴
史を語る権力の

礼賛

関電不起訴　信
頼の回復はまだ

途上だ

東芝は3社分割を
着実に実行し成

長を

18歳以下に10万
円　公正な「分配」

と言えない

新しい資本主義
経済好循環への
道筋が見えぬ

政府コロナ対策
追加接種の説明

丁寧に

寂聴さんを悼む
生涯を貫く反戦と

慈愛
半導体補助金

最善の選択か再
考を

介護職らの賃金
処遇改善へ抜本

的改革を

実効性ある病床
確保を急げ

残り半年の文在
寅政権　日韓間
のトゲ抜く努力を

ワクチン証明　行
動制限の緩和に

生かしたい

１０万円給付　効
果を見極めた政

策か

１８歳以下１０万
円　困窮者に支援

届くのか
第２次岸田内閣
負託に応え政策

実現を

第２次岸田内閣
外交安保もスピー

ド感で

習近平氏への集
権が生むリスクに

警戒を

第２次岸田内閣
実行力と発信力を

内外に示せ

第２次岸田内閣
路線転換の姿を

明確に
関電不起訴　経
営の刷新は進ん

だか

ＡＰＥＣ首脳会議
台湾の存在感を

確立せよ

3回目職域接種の
準備万全に

東証３０分延長
世界の主要市場

と競えるか

高看のパワハラ
被害者の救済が

急務だ
コロナ新指標

国・自治体の連携
密に

１０万円相当の給
付　節度なき「一

律」は避けよ

岸田首相と国家
像　ソフトパワー

大国の道を

コロナ対策費　緊
急とはいえ使い方

が杜撰だ

コロナ新指標　客
観性欠き不安拭

えぬ

労災基準の改定
働く人の救済を柔

軟に

経済対策　メリハ
リつけた支援を

独海軍艦艇の寄
港　対中懸念を共

有し連携を

買収に揺れる新
生銀　迷走抜け出

す具体策必要

ヤングケアラー
周囲が悩みに気

づける体制を

韓国大統領選
対日関係改善の

論戦を

リニア工事事故
ＪＲは安全貫く覚

悟を
コロナ禍と支援

民間の連携をさら
に

人権担当補佐官
名前だけに終わら

せるな

入国規制の緩和
は踏み込みが足

りない

岸田首相と広島
核廃絶のビジョン

必要だ

入国制限緩和
感染再拡大への

警戒を怠るな

新しい資本主義
格差是正には力

不足だ

ＲＣＥＰ発効へ　中
国に「利用」され

ぬよう
原油価格高騰

当面の安定と長
い目と

コロナワクチン
再燃防止へ着実

な接種を

多様な経営情報
の基準統一を

軽石の漂着被害
国は支援と監視

の強化を

追加増産見送り
原油価格高騰は

弊害が大きい

旭川医大学長選
透明性が刷新の

鍵握る

会計検査院報告
粗雑すぎたコロナ

予算
新政権と教育　現
場の声聞き格差

正せ

中国核弾頭の増
強　核抑止の態
勢は大丈夫か

18歳以下への一
律10万円給付は

やめよ

岸田政権の対中
政策　不信感拭う

対話の努力を

コロナの後遺症
専門外来と相談
窓口が必要だ

コロナワクチン
途上国支援の遅

れ深刻

コロナと留学生
学ぶ意欲を生かし

たい
原子力規制委

自らを律し信頼確
保を

東証の時間延長
魅力高める不断

の改革を

韓国は負の遺産
を引き継ぐな

福島復興と東電
の責任　原発依

存では果たせない

リニア建設工事
難所に向け安全
対策の強化を

火山防災　予測
体制の拡充必要

だ

核の先制不使用
日本は米国の後

押しを
鳥インフル　官民
挙げて防疫対策

急げ

国のコロナ対策が
あまりにもずさん

だ

侮辱罪の厳罰化
拙速な議論は禍

根を残す

北京冬季五輪
人権に配慮した大

会になるか

温暖化と日本　脱
石炭への転換急

務だ
米が量的緩和縮
小　リスク見極め

正常化図れ

エンタメ再生にIT
活用を

「新しい資本主
義」　看板に恥じ
ない具体策を

働く女性の自殺
不安に寄り添う環

境を整えよ

マイナ保険証　安
心して使える環境

を
米緩和縮小　注

意深く軟着陸果た
せ

日興に強制調査
市場歪める不正

許されぬ

脱炭素の移行期
こそ石油市場に目

配りを

「政治とカネ」の問
題　未解明のまま

では済まぬ

米金融緩和縮小
物価動向見極め
慎重に進めよ

米国の金融政策
量的緩和縮小は

慎重に

コロナ禍と祭り
次代へつなげる

工夫を
コロナ対策　企業
へ「丸投げ」改め

て

ＣＯＰ２６首脳会合
中露はあまりに身

勝手だ

地銀は顧客目線
で新分野に

秋の読書週間
出合いが開く未知

への扉

韓国大統領選
政治の刷新を断

行できるか

着床前検査容認
国主導で丁寧な

議論を

働く女性の自殺
苦境見逃さぬ支

援こそ
日中の世論　隣
国への視座、冷

静に

ＲＣＥＰ発効へ　対
中リスクにも目向

けよ

COP26は首脳演
説バネに一致点

探れ

米国の量的緩和
縮小　危機対応
の出口一歩ずつ

ＲＣＥＰ発効へ　健
全な成長を日本

が主導せよ

ＲＣＥＰ発効へ　農
業への影響見極

めよ

水道管の老朽化
安心安全の水守

るため
立憲再出発　枝
野氏頼み脱し地

力を

世界津波の日
「避難」のみが人

命を守る

メタに問いたい革
新と責任

COP26の首相演
説　脱炭素で後退

許されない

熱海の土石流
捜査で責任の所

在を明確に

クロマグロ管理
納得できる増枠配

分を

新たな経済対策
「暮らし優先」を明

確に
京王線事件　想
定尽くして安全図

れ

ＣＯＰ２６首脳会合
中露はあまりに身

勝手だ

米量的緩和の縮
小は経済見極め

慎重に

物価上昇と世界
経済　暮らし痛め

ぬ対策が急務

ＣＯＰ２６　新興国
に排出削減をどう

促す

飲食店制限解除
感染防止意識緩

めずに

ＣＯＰ２６　最後に
して最大の希望

女性議員減　均
等法形骸化は許

せぬ

改憲勢力の躍進
国民から改正項

目を募れ

流通業は逆風乗
り越え成長を

北京五輪まで3カ
月　「選手第一」を

尊ぶ大会に

軽石大量漂着
早期撤去で被害
の拡大を防げ

岸田首相初外遊
緊張緩和へ対話

重視を

枝野代表辞任へ
参院選へ態勢立

て直せ

文化の日　若い芽
育つ土壌を耕そう

岸田政権は外交・
安保に本腰を入

れよ

立憲の枝野代表
辞任　出直しは厳

しい総括から

枝野代表辞任へ
政策軽視の共闘
が惨敗招いた

列車内の凶行
安全対策検討が

急務だ
枝野代表辞任へ
政権政党目指し

脱皮図れ

上場企業は迅速
な情報開示を

新政権と社会保
障　次世代の不
安拭う改革を

京王線刺傷放火
乗客の避難手順

を再点検せよ

枝野代表辞任
野党共闘検証し

再建を
軽石の漂着　被
害の拡大に備え

よ

京王線乗客刺傷
避難経路確保の

再確認を

金融機関は中国
リスクの念入りな

点検を

絶対安定多数と
首相　寛容な政治

で国会再生を

岸田首相会見
聞く力の真価問わ

れる

電車内また凶行
防犯対策超えた

議論を
立憲民主大敗

体制と戦略　練り
直しを

立民・共産の敗北
理念なき「共闘」

の結末だ

鉄道車内の安全
確保を急げ

相次ぐ電車内襲
撃　安全対策の
検討急がれる

道内衆院選結果
重みを増す与党

の責任

中部の衆院選
野党共闘競り負

け多く
改革なき分配を国
民は支持しない
政権は民意踏ま
え課題を前に進

2021/11/20
大谷選手MVP

世界が驚き認め
た二刀流

経済対策　「規模
ありき」では困る

大谷選手満票の
ＭＶＰ／受賞を糧
にさらなる飛躍を

カープ今季終了
悔しさを飛躍のば

ねに

2021/11/13
中国の歴史決議
習氏への権力集

中危ぶむ

関電元経営陣ら
不起訴　これで幕

引き許されぬ

ケア労働者の賃
上げ／不当な格
差　是正を急ごう

2021/11/7

衆院選で自民過
半数　首相は謙
虚な政権運営を

自民の議席減
民意の重みを受

け止めよ

岸田政権、継続
へ　真価問われる

「丁寧な政治」

岸田首相の続投
安定勢力で成果
を挙げよ　対中抑
止に本腰を入れ

2021/11/1

2021/11/4
コロナ禍と政権

慢心せず公約の
実現急げ

女性議員減少
平等もたらす変革

急げ

人気集める古着
／楽しく利用　環

境にも貢献

愛と平和と「紙鍵
盤」と　憲法公布

と文化の日

石油高騰　家計を
圧迫／「悪い円

安」警戒が必要だ

憲法公布７５年
学術・研究　取り

巻く危うさ

衆院選で自民議
席減　政治への
信頼回復を急げ

自民単独過半数
緊張感持ち政権
の安定を図れ

岸田政権再始動
着実に成果上げ

負託に応えよ

岸田政権勝利
真の評価はこれ

からだ

民意の覚醒が変
化促す　政権継続

も厳しい審判

衆院選　自民議
席減／おごりを捨

て政権運営を

2021/11/2
野党共闘の低迷
民意くみ取る足腰

鍛えよ

野党共闘不発
目指す政権の姿、

見えぬ

村井宮城県政５
期目へ／「聞く力」
見つめ直す４年に

2021/11/3
西日本文化賞

未来開くヒントが
そこに

2021/11/12

立民・枝野代表が
辞任／再生へ

厳しく敗因検証を

2021/11/10
新幹線放火未遂
最善の安全対策

を目指せ

世界津波の日
巨大地震への備

え着実に

ＣＯＰ２６　排出ゼ
ロ実現へ結束を

コロナ新指標　医
療逼迫招かぬよう

に

不在者投票一部
無効／被災者の
一票無駄にする

な

首相は指導力発
揮し難題に取り組

め

2021/11/6
電車内の凶行

死角なくす地道な
対策を

京王線刺傷　安
全確保へ対策を

急げ

岸田内閣発足１カ
月／政権の安定
経済対策が鍵

2021/11/5

2021/11/9
コロナ会計検査

ずさんさ改め質を
高めよ

軽石の大量漂着
被害救済と拡大

防止を

資金洗浄対策の
遅れ／「世界基

準」達成に工夫を

低水準の投票率
あらゆる対策を継

続的に

ＲＣＥＰ発効へ　経
済てこに協調強め

よ

週のはじめに考え
る　「捨てない」と

いう選択

女性の政治参加
進まず／制度と環
境の整備が急務

だ

徴用工問題　外
交で「待った」かけ

よ

2021/11/8
不登校・自殺最多
子どもの変化を見

逃すな

労災認定基準の
見直し　過労死ゼ

ロへの弾みに

テレワークの行方
／地方創生の成

否占う試金石

2021/11/11
第2次岸田内閣
丁寧さ忘れず独

自色示せ

第２次岸田内閣
独自策ぶれずに

進めよ

民主主義再生し
てこそ　第２次岸

田内閣発足

第２次岸田内閣
発足／すでにお
ぼろげな「独自

色」

2021/11/14
今冬の電力需給
安定供給への備

え万全に

中国の「歴史決
議」　習氏独裁の

野望、危うい

週のはじめに考え
る　「自分は大丈

夫」の心理

2021/11/18
米中首脳会談

衝突回避へ対話
を重ねよ

子どもに１０万円
「一時金」で済む

問題か

新たなコロナ対策
／医療の拡充
裏付けに不安

学校での避難所
開設／関係者が
事前に話し合いを

コロナ下の留学
受け入れに知恵

絞って

休み

立憲民主代表選
国民の視線で再

生論じよ

米中首脳会談
軍事的衝突、対

話で防げ

経済対策きょう決
定／目的と効果
丁寧な議論を

2021/11/17
気候変動会議

「1・5度」実現へ道
筋示せ

ＣＯＰ２６閉幕　脱
石炭への覚悟見

えぬ

ＣＯＰ２６閉幕／目
標達成へ　責任

果たそう

コロナ新対策　実
効性重視で積み

重ねを

湯崎広島知事４
選　目配りの利い

た県政を

コロナ会計検査院
報告／目に余る
無駄と不透明さ

第2次岸田内閣が
発足　自立と実行

力が問われる

子ども現金給付
ばらまき批判は免

れない

コロナ対策の無駄
遣い　際立つずさ

んさ、検証を

５～１１歳ワクチン
接種／有効性と
安全性十分確認

を

2021/11/19

2021/11/21
新たな経済対策
規模を追わず質

を高めよ

大谷選手ＭＶＰ
常識覆す二刀流

の快進撃

週のはじめに考え
る　痛み知る人を

代弁者に

文書通信交通滞
在費／制度の改
正　早急に進めよ

核ごみ調査１年
計画への不信感

直視を

2021/11/16



冬の電力逼迫
安定電源の確保

が急務だ

きょう投票　難題
見据えて確かな

選択を

きょう総選挙　１票
から未来が始まる

東アジアサミット
米国の「復帰」を

歓迎する

遺産の寄付　安
心して託せる態勢

が前提だ

中国経済の減速
混乱招かぬ政策

運営を

気候変動会議
取り組み強化へ

合意を

プロ野球「下克
上」　球界の活性

化につなげよ

若い世代の1票で
政治に長期的な

視野を

視点・総選挙　沈
む科学立国　実利
最優先から転換
を＝論説委員・永

途上国の債務
透明性高め膨張

を食い止めよ

ＣＯＰ２６開幕へ
気候危機回避へ

結束を

衆院選　対ロ外交
失敗を認めて出

直せ

岸田首相ＣＯＰへ
新たな技術で存

在感示せ

米欧は景気の回
復を確実に

台湾半導体大手
の誘致　巨額支
援の説明が必要

ガソリン高騰　産
業や家計への打

撃が心配だ

保釈中にＧＰＳ
人権上の懸念が

拭えぬ

衆院選　家族の
形　多様さ認める

社会に

国連機関　台湾
排除の異様を許

すな

日本はいつまで
「鎖国」を続ける

のか

視点・総選挙　選
択的夫婦別姓

候補の賛否見極
めよう＝論説委

コロナ対策　具体
的な効果は見込

めるのか

２０２１衆院選　北
方領土問題　解
決への積極性見

えぬ

少ない女性候補
与党の本気が見

えない

多文化共生　「隠
れた争点」にも着

目を

坪井直さん死去
核廃絶への信念

忘れぬ

土石流に強制捜
査　放置した行政

の責任重い

H2Oは早く成長戦
略示せ

被団協の坪井さ
ん死去　「核なき
世界」を諦めない

台湾の防衛　明
確な決意が対中

抑止になる

２０２１衆院選　農
林水産政策　将
来展望示した戦

略を

坪井直さん死去
核廃絶をあきらめ

ない

坪井直さん死去
決して諦めない

「核廃絶」

衆院選　憲法　議
論の土台立て直

しを

核のごみと町長
選　エネ政策を深

める起点に

「1.5度目標」へ決
意と行動迫る

COP26

視点・総選挙　孤
独・孤立対策　危
機感を緩めず着

実に＝論説委員・

成長戦略　経済
再生への展望が

ほしい

２０２１衆院選
ジェンダー平等

政治の本気度問
われる

寿都町長選　無
関心ではいられな

い

衆院選　沖縄の
基地　「我が事」と

受けとめて

衆院選と社会保
障　制度改革の
全体像を語れ

国民審査投票に
意思込めよう

最高裁の国民審
査　司法への評
価示す機会だ

欧州のガス高騰
安定供給の道筋

どう付けるか

坪井直さん死去
遺志継ぎ核廃絶

を急げ

辺野古の是非　ど
ちらが合理的なの

か

ＧＰＳ付き保釈
「人質司法」解消

の道に

眞子さまご結婚
静かに見守りお幸

せ願う

子どもの未来をひ
らく真の政策を競

え

視点・総選挙　福
島の10年　「対

話」を仕切り直す
時＝論説委員・永

眞子さま結婚　２
人の門出をお祝

いしたい

寿都町長選　反
対の声も受け止

めよ

最高裁国民審査
裁判官に自分の

評価を

皇室の「公と私」
眞子さん結婚で考

える

衆院選と憲法改
正　真正面から論

ずるときだ

NTTの再編を成
長の糧に

ミャンマー情勢と
日本　ASEANの

努力支援を

活字文化の日
学校図書館を魅

力あるものに

２０２１衆院選　憲
法論議　改定より

順守の徹底を

敵基地攻撃能力
現実的な選択肢

なのか

補選１勝１敗　首
相、前哨戦で痛手

バイデン氏の発
言　日本も台湾防

衛に協力を

働き手の能力生
かす環境づくりを

競え

参院補選1勝1敗
自民党の苦戦は

続くのか

脱炭素と電力　再
生エネの弱点どう

克服する

２０２１衆院選　東
アジア外交　対話
通じて緊張緩和を

物価高騰　暮らし
に影響避けねば

衆院選　核禁条
約　被爆国の針

路を示せ

阿蘇山噴火　観
測と研究が防災

の要だ

気候リスクの開示
もっと広く

視点・総選挙　保
守本流争い　守る
べきは民主政治
だ＝論説委員・与

ファスト映画　利
用者の意識も問

われている

赤潮被害拡大
公的支援の法整

備必要

周辺国外交　対
話基調に安定図

れ

憲法論議深めて
私権制限のあり

方示せ

視点・総選挙　本
土と沖縄　思考停
止から脱する時＝
論説委員・西田進

参院２補選　初陣
の首相に手痛い１

敗だ

エネルギー政策
脱炭素へ具体策
議論を　２０２１衆

院選

中台関係の緊張
危険すぎる中国

の挑発

冬控え燃料逼迫
の備え万全に

飲食店の時短解
除　怠れぬ「第6
波」への警戒

求人サイト　適切
なルール作りを進

めたい

労災基準見直し
実態に即し認定

柔軟に

入国管理政策
議論の先送りでき

ない
社会への責任問
われる巨大IT企

業

緊張続く台湾海峡
圧力ではなく対話

の道を

選管の作業　ミス
防止へ１票の重

み自覚を

２０２１衆院選　地
方政策　分権論
議どこへ行った

「Go To」補助は必
要か

日本の選択　加
速する人口減少
「見て見ぬふり」

保釈中にＧＰＳ
被告の逃走防止

策を徹底せよ

栗山監督退任へ
選手育成に情熱

注いだ
衆院選　対南北
朝鮮　再起動へ

政治が動け

飲食店の時短解
除　節度ある美酒

との再会を

新陳代謝促す構
造改革の具体案

を競え

熱海の土石流災
害　なぜ市は動か

なかったか

中国経済減速
強権的な手法が

招いたのか

２０２１衆院選　政
治とカネ　腐敗根
絶へ徹底論議を

脱炭素への道筋
再エネ増強の具

体策を

ドコモ障害　インフ
ラ担う自覚を

北のミサイル発射
安保理の沈黙は

大失態だ

コロナ対策緩和は
油断なく

日本の選択　増え
ない女性候補　各
党の本気度が疑

第６波への備え
医療従事者の確

保を最優先に

タリバン支配　深
まる窮状放置でき

ぬ

中部の日本酒
「次の時代」へ進

化を
衆院選　福島の

復興　向き合い方
が試金石

エネ・環境政策は
責任と成長の両

立競え

日本の選択　野
党候補の一本化
「政権の形」もっと

台湾半導体工場
日本進出を産業
再興に生かせ

２０２１衆院選　新
型コロナ対策　徹
底検証し備え万

国軍トップ排除
干渉選んだＡＳＥ

ＡＮ
ミャンマー　地域
で孤立を選ぶの

か

保釈中GPSは慎
重な運用を

アフガンの人道危
機　国際社会は
支援最優先で

熱海の土石流
盛り土の危険見
過ごした行政

熱海土石流　行
政の不作為見逃

せぬ

選択的夫婦別姓
実現望む声を託し

たい
熱海の土石流　な
ぜ命を守れなかっ

た

ドコモ通信障害
インフラ担う自覚

を持て

「貯蓄から投資
へ」の流れをもっ

と太く

日本の選択　子ど
も政策　希望持て
る社会像提示を

北ＳＬＢＭ発射
政府は危機管理

を再点検せよ

２０２１衆院選　格
差是正と分配　実
現の道筋示すべ

熱海の土石流
命を守れなかった

行政
衆院選　外交・安
保　平和主義軸に

戦略を

北方領土上陸
露「特区」阻む制

裁講じよ

重み増す生物多
様性の保全

コロナ下の検診控
え　進行がんの増

加が心配だ

マイナカード　保
険証利用をどう増

やすか

寿都町長選告示
核ごみ巡る論戦

充実を

社会保障政策
負担の分配も語ら

ねば

コロナ新方針　細
部を固め空白埋

めよ

安全保障を国民
的な議論につな

げよ

日本の選択　「脱
炭素」への戦略
原発の位置付け

が焦点だ

衆院選公示　将
来への責任感が

問われる

新生銀とＳＢＩ　公
的資金返済の道

筋を

選挙戦始まる　有
権者の声を届け

たい

衆院選　経済対
策　財政規律も忘

れずに

IMF・世銀は信頼
の回復を

変わる転勤制度
働き方を問い直す

一歩に

ドコモ通信障害
幅広い影響を重く

受け止めよ

２０２１衆院選　道
内も論戦始動　地
域の課題掘り下

分配と格差是正
実現への道筋を

訴えて
不登校最多　学

校の魅力を取り戻
そう

高齢化に耐える
社会保障改革案

を示せ

きょう公示　政権
継続の是非を問う

衆院選討論会
もっと論戦を盛り

上げよ

国軍トップの排除
は当然だ

国際課税強化
格差是正の扉は

開いた

保育園バス　悲劇
繰り返さぬために

国際法人課税
税逃れ封じる意義

大きい

与野党は具体策
競い選択肢示す

論戦を

野党共闘　幅広い
支持が得られる

のか

ミャンマー情勢
弾圧やめて内戦

回避を
アフガン支援　命
の危機の救済を

急げ

「従軍慰安婦」記
述　是正阻む河野

談話撤回を

黄信号灯った中
国経済の減速

ミャンマー情勢
無関心は軍統治

の容認になる

ヤングケアラー
早期発見の仕組

み必要
コロナ再拡大対策
国は病床増へ責

任果たせ

コロナ対策、感染
下火の今こそ議

論を

コロナと不登校
つながり守る対策

が急務

アフガン情勢　人
道危機回避へ国

連が動け

コロナ下の子供
救いの手差し伸

べたい
サイバー攻撃　国
際連携で中露の

抑止を

子供の自殺予防
は官民協働で

新聞週間に考え
る　信頼される努

力を今後も

小型電動航空機
次世代の移動手

段となるか

新聞週間　時代
見据え考える糧に

衆院選　成長と分
配　具体策を競い

合え

日鉄がトヨタ提訴
中国調達に「死

角」ないか

TSMC進出で日本
の産業基盤の強

化を

国際課税ルール
歴史的合意を円
滑に実行せよ

２０２１衆院選　安
全保障政策　専
守防衛に徹し議

市長選の新機軸
公営討論会という

試み
台風の教訓　情
報伝達の複線化

を

Ｇ２０とＣＯＰ２６
岸田首相は出席

の決断を

子宮頸がん接種
へ環境整えよ

不登校過去最多
コロナの影響考慮

した支援を

原油価格高騰
生活への打撃最

小限に

トヨタ労組候補
有権者不在の不

戦敗だ
世銀の中国優遇
不当な介入許さ

ぬ運営を

日鉄のトヨタ提訴
が問う産業ピラ

ミッド
衆院の解散　政
権の性格も判断

材料だ

インドは保護主義
脱し成長を

子どものＳＯＳ
官民で受け皿増

やそう

金融課税見送り
所得再分配の具

体化急げ

大盤振る舞いを
競う経済論戦でい

いのか

日本の選択　立
憲民主党の公約
分配の先の社会

像見えぬ

きょう衆院解散
与野党は説得力
ある政策示せ

飲食店時短解除
再拡大への警戒

が肝心

アフガン情勢　対
テロ軸に積極支

援を

連合新体制　存
在意義を示せる

か

生方氏の拉致発
言　立民は党とし

てけじめを

安全で廉価な
「水」を守ろう

顔認識技術と防
犯　立ち止まって

まず議論を

ＪＲ変電所火災
乗客の混乱防ぐ
備えが大切だ

学術会議問題
放置せず直ちに

任命を

三菱電機不正　う
みは全て出し切

れ
最低法人税率

国際協調へ大き
な一歩

米国の対中交渉
身勝手許す妥協

は禁物だ

「連合」初の女性
会長　多様な働き

手守る組織に

高齢ドライバー
多角的な事故防

止策を

高齢ドライバー
多角的な事故防

止策を

原油価格高騰
物価への波及に

警戒を

2021/10/26
エネルギー政策
原発の将来像、

明確に示せ

顔認証の技術
法整備の穴早くふ

さげ

’２１衆院選　外
交・安全保障／国
と地域安定へ議

論足りぬ

31日投開票　1票
の重みが増して

いる

原油の高騰　生
活への影響、最

小限に

衆院選、私はこう
託す　論説委員の

「視点」

’２１衆院選　宮城
の海洋異変／水
産業の復興に政

治の光を

2021/10/29

’２１衆院選　コメ
農業／米価だけ
が争点ではない

衆院選とコロナ
医療の脆さ招か
ぬ備えを　ロック

ダウン論議も不十
分だ

衆院選　社会保
障の将来　新たな
一体改革の議論

を

2021/10/30

＜'２１衆院選＞農
業政策　担い手育

成、待ったなし

’２１衆院選　子ど
も・教育／政策実
現の覚悟が問わ

れる

2021/10/28
米中対立と日本
「抑止力」だけで

よいのか

安否不明者の公
表／広域災害へ

国のかじ取り明ら
かにする衆院選

週のはじめに考え
る　通貨の未来を

見据えて

コロナ下の街路環
境／歩道の有効
活用を考えよう

侮辱罪厳罰化
広範な検討欠い

たまま

2021/10/15
衆院解散　「民主
主義の危機」脱却

を

衆院解散　政策
煮詰めて、信を問

え

民主主義再生の
ために　衆院解
散、３１日総選挙

へ

衆院解散、総選
挙へ／国力回復
へ責任ある政策

を

衆院解散、総選
挙へ　ゆがんだ政

治正す契機に

衆院解散　政権
の安定選ぶか転

換図るか

日本の選択　新
型コロナ対策　危
機に強い社会へ

論戦を

４年ぶり衆院選へ
民意に託された政

治の再生

2021/10/13
初の代表質問

政権側こそ具体
パンドラ文書　税
逃れ包囲網 強

＜'２１衆院選＞コ
ロナ対策　医療強
化へ具体策示せ

衆院選きょう公示
／有権者の聞く力

も試される

衆院選きょう公示
コロナ危機脱する

針路を

きょう公示　政策
実現の確かな道

筋論じよ

日本の選択　衆
院選きょう公示

投票こそが政治を
変える

衆院選きょう公示
「１強」が生んだ弊

害正す時
2021/10/19

2021/10/24
少子化対策　財
源と優先順位の

議論を

2021/10/20
衆院選公示　1票
は決して無力でな

い

2021/10/14
アフガン元留学生
迎え入れる支援

策整えよ

教員の残業代
制度の見直し急

がれる

宮城県知事選きょ
う告示／一票の

重み　高める努力
を

2021/10/16
脱「地方創生」

集権回帰では行
き詰まる

新聞週間　民主
主義の土台、強

固に

コロナとの闘い
危機克服の道筋

論じ合え

2021/10/18
「連合」新会長

労働運動の裾野
を広げよ

＜'２１衆院選＞核
なき世界　被爆地
の訴え、どう形に

官僚たちの「熱」
よ再び　衆院選の

公示を前に

急増するギグワー
カー／保護策の
整備が不可欠だ

日本の選択　転
換期の外交　「対
抗も共生も」が争

点だ

2021/10/17
アベノミクス　論戦
で9年間を総括せ

よ

財務事務次官の
寄稿／財政責任
軽視は許されぬ

日本の選択　暮ら
しと経済政策　分
配実現の道筋を

明確に

＜'２１衆院選＞経
済政策　「分配」
の財源が見えぬ

衆院選スタート
未来託せる１票ど

こへ

’２１衆院選　コロ
ナ医療対策／命
を救う体制　構築

はまだだ

衆院選公示　国
民を守り抜くのは
誰か　「台湾危

機」への備えを語
れ

2021/10/21
少ない女性候補
工夫も努力もまだ

足りぬ

不登校過去最多
背景もっと深掘り

せよ

’２１衆院選　格差
是正／富裕層へ
の増税　不可避だ

2021/10/22
「分配」の財源

赤字国債頼みは
無責任だ

＜'２１衆院選＞安
全保障　専守防
衛の理念を貫け

２１衆院選　ひとり
親対策／声なき

声にも耳を傾けて

衆院選と経済　分
配だけでは展望

開けぬ　確かな成
長への具体策を

示せ

2021/10/27
眞子さんの結婚
新たな皇族像の

模索は続く

＜'２１衆院選＞社
会保障　将来見
据え改革案示せ

’２１衆院選　再生
エネ拡大／地域
共生の視点が欠

かせない

2021/10/23
核軍縮外交　前
に進める戦略競

い合え

＜'２１衆院選＞子
ども政策　希望あ
る未来へ議論を

’２１衆院選　原子
力政策／現実を
直視し解決策提

示を

＜'２１衆院選＞エ
ネルギー政策　脱
炭素への具体策

示せ

週のはじめに考え
る　科学の声を

「聞く力」は

’２１衆院選　「トラ
ベル」再開／広く
長く効果生む仕組

みに

エネルギー公約
安定供給の議論
尽くせ　足元の高
騰にも警戒怠るな

衆院選　原発政
策　１０年前を思

いだそう

広島知事選きょう
告示　関心呼び起

こす論戦を

’２１衆院選　震災
復興／災害法制
の整備を急ごう

2021/10/25
沖縄基地問題

「聞く力」の真偽
問われる

＜'２１衆院選＞地
方再生　一極集
中の是正策競え

2021/10/31
九州と国政　投票
で地域課題動か

そう

衆院選きょう投票
望む未来、１票で

示そう

週のはじめに考え
る　見くびられぬ

ために

衆院選きょう投票
／各党公約　実
効性見極めよう

日本の選択　衆
院選きょう投票

さあ、選挙にGoTo
だ

衆院選　悩むあな
た　気負わず出か

けよう



無国籍の子　実
態つかみ支援に

動け

いじめ自殺１０年
根絶につながる

法改正を

日本の選択　自
民党が公約発表
早くもかすむ岸田

国際課税合意
不公平是正への

第一歩

国際課税合意
不公平是正への

第一歩

いじめ自殺１０年
悲劇繰り返さぬ現

場に
首都圏の地震
対策の穴次々

見直しを

代表質問　安保
環境悪化に切り

込め

テレワーク機に転
勤制度を見直そう

日本の選択　国
会代表質問　新
内閣の「顔見せ」

国会代表質問
負の遺産に頬か

むりか

国会代表質問
負の遺産に頬か

むりか

平和賞に２記者
真実求め強権と

闘った
国会代表質問

「違い」見えぬ首
相答弁

ＪＲ東の運行混乱
安全確保へ施設

総点検を

タイ大洪水の教訓
を生かせ

大都市圏の地震
混乱抑える備え

の点検を

来年の雪まつり
開催可否の説明

十分に

来年の雪まつり
開催可否の説明

十分に

各党代表質問
分配政策の議論

尽くせ
2021/10/11

スポーツの秋　子
供の体力に関心

払おう

企業決算の四半
期開示の制度は

堅持を

大津いじめ１０年
防止の取り組み

一層強化を

震度５強の揺れ
首都直下の備え

万全に
ノーベル平和賞
強権体制跋扈へ

の警鐘だ

野党は政策の選
択肢を明確に

雇用保険　財源
不足に備え負担も

論じよ

道議会の定数
制度の抜本改革

必要だ
ノーベル平和賞
民主主義守る報

道の力

首相の所信表明
中国問題を正面

から語れ

世界の法人課税
改革へ意義ある

合意だ

岸田首相の所信
表明　転換への
踏み込み足りぬ

東京震度５強　首
都直下型にどう備

えるか

岸田首相所信
路線転換の道筋

見えぬ

豚熱３年　終息は
まだ見えないが

初の所信表明
信頼と共感　遠い

道のり

首都圏で震度５強
「命守る備え」徹

底しよう

真実伝える責任
示した平和賞

反権力記者に平
和賞　圧政下「報
道の自由」貫く

所信表明演説
成長と分配の具
体策が肝心だ

ノーベル平和賞
報道の危機への

警鐘だ

民主主義の再生
首相の覚悟が見

えない
顔認識データ　明
確なルール作り急

げ

中国の台湾威嚇
異常な軍用機進

入やめよ

首相はビジョンの
中身にもっと踏み

こめ

高速道路料金の
あり方　場当たり
的な議論の限界

日大理事逮捕　マ
ンモス校の不正を

解明せよ

連合に女性会長
組織の力　弱者

のために

年金通知誤送付
制度への信頼が

揺らぐ
トヨタ不正車検

順法意識を失った
のか

日大理事を逮捕
大学は説明責任

を果たせ

帰宅困難者への
備えを万全に

日大理事らを逮
捕　不透明なカネ

徹底解明を

ネット通販　シニ
ア層の被害防止

が急務だ

三菱電機報告書
不正根絶へ全容

解明を

連合新会長　弱
者に寄り添う組織

に

台湾海峡　危うい
挑発を憂慮する

拉致問題担当相
兼務は軽視の予

断与える

女性の活躍促す
根本的な改革に

向き合え

真鍋さんに物理
学賞　温暖化研
究導いた好奇心

中国の対米外交
歩み寄りと挑発は

両立しない

赤潮大規模被害
水産業守る手だ

て必要

顔認証システム
乱用防止へ法整

備急げ
教員の働き方　司
法の警告受け止

めよ

連合新体制発足
「原発ゼロ」を認

めるのか

大学の私物化は
許されない

露下院選で与党
勝利　専制支配
の行く末憂える

上場公開価格
適切な算定で新
興企業支援に

「恒大」経営危機
中国は不安解消

を急げ

香港民主派壊滅
消え去る「天安

門」追悼
二刀流の一年

野球を愛し、愛さ
れて

大谷の二刀流
大きな足跡歴史

に刻んだ

透明性高く競争力
向上に資する

M&Aを

衆院選31日投票
「国会軽視」も争

点になる

ノーベル賞　温暖
化研究の先駆者

に栄誉

ノーベル賞　温暖
化解明の貢献大

だ

二刀流大谷選手
大輪咲かせた野

球少年
真鍋さん受賞　温

暖化の危機感
新たに

真鍋氏に物理学
賞　快挙を次代に

つなげたい

連合は雇用の変
化へ対応急げ

教員の「残業」巡
る判決　給与制度
の見直しが急務

トヨタ不正車検
制度の信頼が揺

らぎかねない

大谷翔平選手
米国を席巻した二

刀流

真鍋氏物理学賞
未来探る研究支

えたい
温暖化理論への
ノーベル賞は画期
経済回復阻む資
源高に警戒を

３歳男児死亡　行
政の対応、検証

急げ

尖閣の標柱設置
政府の不許可は

間違いだ

米軍汚染水の処
分　肩代わりでは

解決できぬ

元挺身隊訴訟
文氏は在任中の

解決を図れ

沖縄で汚水放出
不信極まる米軍

の横暴
経済財政白書

政策の誤りこそ分
析を

コロナ新薬　活用
へ迅速な体制整

備を

ドイツ政治の行方
「メルケル後」が

問われる

ＬＮＧ高騰　電力
不足回避へ万全

の対策を

性犯罪の要件
被害実態踏まえ

改正を
トヨタ車検不正

安全揺るがす背
信行為だ

有害な誤情報の
拡散を民主導で

防ごう

デジタル庁の接待
処分　早くも公正

さが疑われた

病院の情報管理
サイバー攻撃へ
の意識高めよ

東電対テロ不備
企業体質の刷新

必要だ
岸田氏の分配重
視　格差埋める効

果見極めよ

コメ中心の農業か
ら転換を

米国主導のアジ
ア安保　長期的視
点の外交戦略を

偽版画事件逮捕
「本物」保証する
仕組み必要だ

みずほ改善命令
基幹システムの

検証を

滋賀県警　冤罪
の上塗り検証せよ

眞子さまご結婚
慶事の異例ずくめ

残念だ

マイナ保険証対
応は医療機関の

責務だ

自民幹事長に甘
利氏　改革に逆行

する党人事だ

自民新執行部
岸田カラーは発揮

できるか

眞子さま結婚へ
皇族減少の対策

急務だ

性犯罪への処罰
被害実態に沿う改

正を
自民役員人事　こ
れが「再生」の姿

か

制限の緩和実験
ウィズコロナの姿

を示せ

三菱電機はウミを
出し切れ

眞子さまご結婚発
表　門出を静かに

見守りたい

三菱電機不正
「品質に問題なし」

は過信だ

ドイツ連立交渉
国際協調の路線

継承を

地域づくり協組
地方創生の切り

札に
白鵬の引退　問
われる相撲界の

将来

南北通信「再開」
北の戦術にだまさ

れるな

内外経済の回復
鈍化へ目配りを十

分に

同和地区名公開
は違法　許されな
い差別の助長だ

「極超音速」発射
北ミサイルの多様

化は脅威だ

中台ＴＰＰ申請
混乱招かぬ対処

が必要

北ミサイル　挑発
やめ対話に応じよ

デジタル庁　接待
の実態を明らかに

ミャンマー情勢
民主派支援に行

動起こせ

結婚機に皇室の
あり方議論を

横綱・白鵬の引退
苦境続く大相撲を

支えた

白鵬引退　比類な
き強さで土俵を支

えた

ＪＲに巨額支援
抜本解決からは

程遠い

原発避難者訴訟
積み重なる「国の

責任」
岸田氏は成長と

分配のバランスを
リニア現地会談
丁寧な説明を忘

持続性が問われ
るローカル鉄道

岸田氏新総裁に
結局「永田町の論

理」か
宣言全面解除

「６波」への備え着
実に

緊急事態宣言解
除　日常取り戻す

重要局面だ

緊急事態全面解
除　第６波への備

え確実に

緊急宣言を解除
「第６波」に備えね

ば
部落地名裁判

差別許さぬ意思
共有を

資産売却命令
韓国司法の暴挙

を許すな

緊急事態全面解
除　道内緩和も慎

重対応を

白鵬が引退へ
角界支えた孤高

の横綱
御嶽噴火７年　火
山知る人材の育

成を

横綱白鵬が引退
へ　角界は重大
危機と捉えよ

宣言解除後も最
悪を想定し対策怠

るな

縮まらぬ男女格
差　議論足りな
かった総裁選

ドイツ総選挙　欧
州を先導する安

定政権作れ

旭川市長選　道
北の広域連携に

力を

部落差別の拡散
ネットに自主ルー

ルを
送還違憲判決

断罪された入管
の「闇」

華為副会長が帰
国　中国の人質
外交を許すな

現金化回避が韓
国の責務だ

大阪の3歳児虐待
死　なぜ命救えな

かったのか

大阪３歳虐待死
目を覆いたくなる

痛ましさだ

白鵬の引退　屋
台骨を支えた大

横綱

日米豪印が連携
中国との協力も大

切だ
河井陣営資金　こ
れで幕引き許され

ぬ

メルケル氏の理
念引き継ぐ新政

権を

労災認定基準の
見直し　過労死な

くす努力さらに

がん手術の減少
コロナ治療との両

立が必要だ

自民党総裁選　エ
ネルギー政策　脱
原発へ具体策論

米軍の汚水処理
地位協定改定が

必要だ
香港の自由　「愛
国」装う弾圧やめ

よ

育てたい女性の
理工系人材

中台のTPP加入
申請　対立持ち込

まない知恵を

高校生の就職
主体的に仕事を
選べる環境に

ゲノム編集食品
情報開示徹底欠

かせぬ

入管に違憲判決
非人道性が断罪

された
首相最後の外遊
近隣外交　重い課

題残す

最低保障年金
財源明示して議

論深めよ

年金改革は負担
と給付の全体像を

示せ

自民総裁選と外
交政策　難局打
開の姿勢が見え

日米豪印会談
民主主義国の連

携を深めたい

日米豪印会合
対中緊張高めぬ

連携を
米国とアジア　力
の対抗より共存探

れ

クアッド首脳会合
地域の繁栄へ中

軸となれ

高卒初任給を引
き上げよう

中国不動産大手
の危機　世界市
場への波及防止

町田の小６自殺
端末をいじめの温

床にするな

地方政策　具体
策の提示が必要
だ　自民党総裁選

メルケル引退へ
協調築く外交、継

承を

大阪３歳児殺害
救えたはずの命を

失った

日米豪印を軸に
中国抑止の重層

的連携を

裁判封じた送還
「違憲」　人権無

視した入管を糾弾

台湾ＴＰＰ申請
ルールに沿って検

討したい

自民党総裁選
政治とカネ　腐敗
正す意思あるの

御嶽山噴火７年
火山の安全へ模

索続く

総裁選と防災　市
民を守る政策競え

台湾ＴＰＰ申請
日本は全面的な

後押しを

東電は覚悟を
持って緩み正せ

みずほシステムの
管理　国に安定運

用の重い責任

自民党総裁選
国民の安心を取り

戻す論戦に

入管に違憲判決
見過ごせぬ人権

侵害だ

中台ＴＰＰ申請
理念は共有できる

のか
総裁選と原発　現
実踏まえた政策

論を

TPPの中台申請、
原則重視で議論

を

五輪・パラの文化
事業　一過性にし

ない振興策を

ＥＵの新戦略　対
中関係の修正に

動き出した

自民党総裁選
外交・安全保障

対話と協調　議論

アフガン難民　民
主化担い手見放

すな
ロシア下院選　進
む民主主義の形

骸化

ネット中傷を根絶
するために

脱炭素と原発の
今後　総裁選は
議論深める契機

不動産経営危機
世界の市場に混

乱を広げるな

東京の小６自殺
情報教育充実が

急務だ

衆院選先送り　任
期満了後の身勝

手さ
中国ＴＰＰ申請

ルール順守の見
極めを

バイデン氏演説
対中包囲網を機

能させよ

恥ずべきみずほ
のシステム「公的

管理」

自民の「政治とカ
ネ」　党改革は疑

惑の解明から

みずほシステム
国の関与強化で

安定させよ

侮辱罪の厳罰化
言論空間守る歯

止めを

恒大経営危機
国際連携で事態

収拾を
コロナと総裁選
「失政」の核心を

論ぜよ

みずほに改善命
令　経営陣は責
任の明確化を

米量的緩和の縮
小は手堅く

バイデン氏の国
連演説　「新冷戦
にしない」実行を

バイデン外交　戦
略の進め方に問

題はないか

ロシア下院選　公
正に民意反映した

か

島根原発「適合」
無事避難できるの

か
アフガン誤爆　犠
牲防ぐ歯止め考

えよ

侮辱罪の厳罰化
ネットの悪意を淘

汰せよ

「官邸1強」の政治
ゆがみを直視し正

す時だ

自民党総裁選
経済再生と脱炭

素にどう導く

自民党総裁選　ア
ベノミクス　行き詰
まり認め転換を

ロシア下院選　社
会の閉塞感が深

まる2021/9/22
コロナと地価　勝
ち組福岡も油断で

中国のＴＰＰ加入
申請　覚悟あるか

ＷＥリーグの挑戦
／ジェンダー平等

入国規制の段階
的な緩和を

2021/9/25
中台TPP申請　厳
格なルールで結

束守れ

東京小６いじめ自
殺　デジタル化ま

ず教育を

ワクチン３回目接
種／判断材料と
議論が不十分だ

2021/9/23
米英豪安保協力
地域の緊張、増

幅させるな

米英豪の新安保
核拡散の恐れ拭

えない

労災認定の基準
改正／不断の見

直しで過労死防げ

2021/9/27
教員免許更新制
なぜ挫折したか検

証せよ

日米豪印の首脳
会談　中国との対

話も模索を

衆院・小選挙区制
２５年／政治の劣
化　自民は直視を

コロナ対策　第６
波の到来に備え
よ　ロックダウン
法制化も急務だ

2021/9/28
地方議員の確保
多様な人材の進

出可能に

メルケル後のドイ
ツ　協調重視の政

治継続を

中台のＴＰＰ加盟
申請／「ルール重
視」の対応貫け

2021/9/26
衆院選の野党共
闘　「敵失」頼みで

は託せない

ワクチン３回目接
種　効果や安全
性、見極めて

週のはじめに考え
る　選挙さえまっ

とうなら

総裁選と核燃サイ
クル／見直しへ勇

気ある議論を

2021/9/24

エネルギー政策
脱「脱原発」で脱
炭素を　安定電源
で国益守る新総

裁に

学校の情報端末
いじめと無縁の運

用築け

河井夫妻の買収
原資　解明は自
民党の責任だ

活況の自民党総
裁選／忖度を排し

た投票行動を

2021/9/29

2021/9/30
新総裁に岸田氏
自民党の刷新に

は程遠い

自民新総裁に岸
田氏　政権不信、

拭い去れるか

自民党新総裁に
岸田氏／対話重
視の姿勢　貫ける

か

自民党新総裁に
岸田氏　ゆがんだ
政治正すべきだ

岸田自民新総裁
政策を肉付けし安

定政権築け

自民新総裁に岸
田氏　「安倍・菅」
路線から脱却を

岸田政権誕生へ
国民を守り抜く首
相たれ　信頼獲得
へ政策遂行が重

要だ

自民新総裁に岸
田氏　国民の信を

取り戻せるか

コロナ規制解除
緩みなく次の波に

備えよ

「緊急事態」全面
解除へ　次なる波
へ、備え怠るな

「緊急事態」全面
解除／医療不安
積み残したままだ

緊急事態解除
課題を総点検し対

策強化せよ

緊急事態の全面
解除　制限緩和
の戦略を明確に

国民の声に耳を
傾ける岸田政権

に

2021/10/2
入管に違憲判決
人権軽視の病根

断ち切れ

入管対応に違憲
判決　人権顧み
ぬ体質改めよ

大津中２自殺から
１０年／いじめ防
止　役割再認識を

2021/10/3
ふるさと納税　寄
付文化を育てる

制度に

自民新執行部発
足　党刷新へ覚

悟問われる

メルケル政治の
決算は　週のはじ

めに考える

性犯罪規定見直
し／被害者の声
法改正に生かせ

東電の不祥事
見えぬ経営陣の

危機感

2021/10/6
ネット中傷防止
刑罰に偏らぬ総

合対策を

真鍋氏に物理学
賞　温暖化警鐘
の意義大きい

若年層の大麻汚
染／正確な情報

を基に啓発を

2021/10/1
みずほ銀トラブル
金融庁の力量も

問われる

日鉄呉の高炉休
止　雇用確保さら

に加速を

デジタル庁接待問
題／信頼回復へ

「けじめ」示せ

2021/10/4
被災不明者氏名
公表し迅速救助

につなげ

デジタル相の接待
問題　自らの処分

なぜしない

廉恥欠く政治の末
路　安倍・菅政権

を振り返る

カーシェア協会１
０年／被災地発
支援のモデルに

新政権は日本再
生への道筋を示

せ

表／広域災害へ
足並みそろえよ

かにする衆院選
に

ノーベル平和賞
圧政追及する報

道の価値

2021/10/5
岸田新政権発足
「聞く力」の真価

問われる

岸田内閣発足
独自のカラー示せ

るか

民主主義再生こ
そ急務　岸田内閣

が発足

岸田内閣発足／
日本再生へ問わ

れる指導力

岸田新政権発足
危機克服の展望

問われる

岸田内閣発足
難問山積に総力

で立ち向かえ

岸田新内閣が発
足　政策を転換で

きる布陣か

岸田新内閣　実
行力こそ問われて
いる　総裁選の約
束を明文化せよ

岸田新内閣が発
足　実行問われる

「寛容な政治」

2021/10/8
コロナと新政権
検証なき対策で

は危うい

トヨタの車検不正
安全への姿勢疑

われる

大谷選手の大活
躍／コロナ禍に夢

と希望与えた

2021/10/9
新首相所信表明
有権者の判断材

料足りぬ

岸田首相の所信
表明　課題解決
へ具体策欠く

岸田首相が所信
表明／「成長」へ
の具体策見えぬ

2021/10/7
ノーベル物理学
賞　温暖化対策
急がせる快挙

連合初の女性会
長　格差解消の

先頭に立て

「パンドラ文書」報
道／税逃れ対策

さらに強化を

2021/10/10
トヨタ車検不正
法令、安全最優

先で襟正せ

滋賀県警の無罪
否定　冤罪招いた

体質改めよ

ロバートはいない
から　週のはじめ

に考える

内閣基本方針に
「震災」／復興へ
の本気度　注視し

たい

日本の選択　4年
ぶりの総選挙　分
断をどう乗り越え

るか

学術会議問題
任命して関係再

構築を

休み

2021/10/12

2021/10/13 政権側こそ具体
策を示せ

　
逃れ包囲網、強

化急げ

日大背任事件　カ
ネの流れ徹底解

明を

台風１９号から２
年／水害多発

減災文化定着を



中国発の株安
重なる「転機」に

注意を

「恒大」の経営悪
化　中国は危機
の連鎖を阻め

日銀の気候変動
対策支援　本来

の使命と両立する

ロシア下院選
プーチン支配の道

具と化した

基準地価二極化
地方創生戦略が

必要だ

再審無罪を否定
西山さんを苦しめ

るな

高輪築堤　教訓
生かし制度再考を

露の歴史宣伝
日本政府は厳しく

抗議を

中国恒大を巡る
不透明感の払拭

が急務だ

アベノミクスと総
裁選　総括抜きで

は議論進まぬ

習近平政権　「共
同富裕」は何を目

指すのか

子どもへの接種
正確な情報提供

第一に

児童虐待２０万超
「見守る目」を幾

重にも
自民党総裁選

外交の知恵を競
い合え

アップル課金変更
利用者本位で改

善進めよ

コロナ後にらむ地
価に注意を

投票率アップ運動
若者の関心高め

るために

コロナと妊婦　母
子の命守る医療

体制を築け

アップル手数料
さらなる改善欠か

せぬ

パワハラ自殺　定
義広げた二審判

決
自民党総裁選

財源論議から逃
げるな

敬老の日　意欲を
後押しする社会に

省力型コンビニで
社会問題の解決

を

コロナ対策とリー
ダー　危機対応の

まずさ反省を

サイバー捜査　部
隊創設で国際連

携の強化を
南北国連３０年
共存認め合う一

歩から

中国のＴＰＰ申請
交渉できる状況に

はない

新興企業を強くす
る海外マネー

中国のTPP加入
申請　自由化の
理念共有は遠い

敬老の日　体動
かす機会を増やし

たい
総裁選討論会

安全保障論を掘り
下げよ

「株主利益が第
一」はどこまで変

わったか

自民総裁選の討
論会　危機感が
伝わらなかった

総裁選討論会
危機乗り越える戦

略を示せ

自民党総裁選
政治姿勢　ゆがみ
正す議論乏しい

最年少の３冠
「知識」に最短距

離はない

宿泊拒否には明
確な基準を

町田小6いじめ自
殺　端末利用の
再点検が急務

給油所の減少
地域の衰退を招

きかねない

みずほ障害頻発
根本原因の究明

急務だ
満州事変９０年
歴史を複眼視す

る重み

衆院選につなが
る政策の肉付け

をさらに

自民党総裁選が
告示　脱「安倍・
菅」が問われる

自民総裁選告示
国家観に基づき

政策を論じよ

ＪＲ無人駅廃止
切り捨て加速が心

配だ

杉本美術館閉館
あまりに惜しい幕

引き
総裁選告示　「負
の遺産」にけじめ

を

「45歳定年」が問
う学び直し

アフガンの協力者
退避　日本の本
気度が試される

中国ＴＰＰ申請
加盟承認への
ハードルは高い

自民党総裁選
論戦スタート　コロ
ナ対策検証足り

自民党総裁選
安倍・菅政治の総

括から
町田小６自殺　端
末の使い方　再確

認を

立民の政策　政
権目指す覚悟は

見えぬ

コロナ後をにらん
だ議論深める総

裁選に

北朝鮮の軍備強
化　高まる脅威に

国際圧力を

侮辱罪の厳罰化
ネット中傷防ぐ有

効な制度に

自民党総裁選　１
７日告示　安倍・
菅政治の総括を

習氏の共同富裕
格差是正が強権

的だ
グリーンＧＤＰ　経
済のゆがみ　見直

そう

米英豪安保枠組
み　対中抑止強
化を歓迎する

中国のTPP申請
は本気か

性犯罪の厳罰化
議論　被害見過ご

さぬ仕組みに

次世代原子炉
脱炭素につなが
る技術育てよ

慰安婦記述変更
国の「圧力」が疑

われる

雇用調整助成金
財源の確保を最

優先で
原発事故避難

地域の将来の全
体像を

小６女児の自殺
ＳＮＳ教育を総点

検せよ

競争妨げるアプリ
課金の慣行を改

めよ

在沖米軍の汚染
水放出　同盟の

信頼を損なう横暴

北弾道ミサイル
対話の道を閉ざ
す愚かな挑発

防衛費概算要求
際限なき膨張歯

止めを

開かれぬ国会
耐えがたい政治

空白だ
タリバン支配　人
道支援が試金石

だ

北の弾道ミサイル
挑発阻止へ圧力

の強化を

米英豪の新協力
で地域安定を

アップルの課金
ルール　公正な取
引へ改善さらに

穀物価格高騰
家計や企業への
影響が心配だ

五輪のコスト　開
示と検証が欠か

せぬ

地域の防災力
「消防団」は欠か

せない
入管内の死　遺
族に誠実に向き

合え

ワクチン完了５割
接種証明の実用

化を急げ

北の新たな脅威
に備えと国際協調

を急げ

医療的ケア児の
新法　社会で支え

るきっかけに

海上保安庁　尖
閣諸島を守る体

制強化せよ

行動制限緩和
感染見極め判断

慎重に

最年少三冠　好
敵手と育つ藤井

将棋
自民党総裁選

安倍氏忖度　世
論と乖離

タリバン１カ月　中
露に主導権を与

える

追加接種に向け
万全の準備を

北朝鮮の巡航ミ
サイル　挑発では
事態打開できぬ

将棋最年少三冠
「藤井時代」到来

を予感させる

新立憲民主１年
目指す政権の姿

明示を

アフガンと日本
対米追随の総括

を急げ

野党共闘　国民に
確かな選択肢を

北の巡航ミサイル
近隣の脅威に警

戒怠るな

TOBを新生銀の
新たな成長の起

点に

総裁選に3氏出馬
表明　そんたく抜

きの政策論を

北巡航ミサイル
新たな脅威への

対応を急げ

北朝鮮ミサイル
挑発やめ非核化

進めよ

三重県の新知事
多様な声に耳傾

けよ
北朝鮮の挑発

対米対話しか道
はない

ＮＹ劇場街の再開
希望のモデルを

日本でも

民事裁判IT化は
国民目線で

福島の避難指示
解除　不安拭う将

来像が必要だ

買いたたき防止
下請けの価格転

嫁を適正に

核ごみ対話の場
透明かつ公正な

運営を

北朝鮮ミサイル
国際協調で対話

に導け
2021/9/13

文化財の匠　日
本の宝を確実に

次代へ

接種証明と医療
充実で暮らしの回

復を

緊急事態延長へ
道内感染抑止

正念場だ
資金洗浄対策

甘さ残さず不備を
改めよ

米中は衝突回避
へ対話続けよ

介護職員不足
待遇改善へ抜本

策必要
菅首相の会見

退陣の説明　半
端なまま

勝ち馬探しの総裁
選で人心は得ら

れるか

「退陣会見」避け
た首相　国民に説
明しない無責任

自民党総裁選
国の針路示し政
策を競い合え

不漁と温暖化　魚
食文化を守るに

は
「接種後」の社会
制限緩和の前提

精査を

日大強制捜査が
問う統治不全

ワクチンへの異物
混入　信頼守る情

報開示が必要

文化財の修理
匠の技守り次世

代へ伝えよう

野党政策協定
政権の具体像知

りたい
３度目の延長　医
療再構築を最優

先で

日大強制捜査　マ
ンモス大学の闇を

暴け

コロナの行動制限
緩和　第5波の収

束が最優先だ

緊急事態延長
警戒緩めず医療
の拡充を急げ

菅首相退陣会見
コロナ対策反省乏

しい

北方領土に特区
ロシア支配強まる

だけ
９・１１と日本　「参
戦」の検証が必要

だ

緊急宣言延長
対策徹底し制限

の緩和を

タリバンが暫定政
権　恐怖政治回
帰は許されぬ

中小の事業承継
大切な技術や雇
用を守れるか

食料自給率最低
安全保障上も瀬

戸際だ

緊急事態宣言を
延長　医療の確

保を最優先
タリバン暫定政権
恐怖政治を再現

するのか

「緊急事態」見直
しを経済再開の一

歩に

立憲の公約第1弾
埋没しない政策の

発信を

アフガン新政権
タリバンの行動が

試される

野党共通政策
具体化への道筋

明示を
燃料価格の高騰
脱炭素の移行戦

略を描け

流通業は脱プラ
の加速を

防衛予算の概算
要求　なし崩しの

増額許されぬ

資金洗浄対策
日本を抜け穴にし

てはならぬ

タリバン新政権
国内の安定には

程遠い
秋元議員実刑　カ
ジノの是非　再考

の時

秋元被告に実刑
これも「他山の石」

なのか

株価3万円の期待
に政治と企業は

応えよ

秋元議員に実刑
判決　根深い政治

腐敗への断罪

ＩＲ汚職に実刑　司
法ゆがめる不正

を断罪した

秋元議員実刑　Ｉ
Ｒの闇に厳しい判

断

ＩＲ汚職実刑　利
権の構図を断罪し

た
「慰安婦」３０年

被害者の救済が
原点だ

英空母群の来港
協力の深化で中

国抑止を

まだ喜べぬ待機
児童の減少

コロナと新学期
感染防止と学び

の両立を

保育所とコロナ
現場を支えて休園

減らしたい

日本の科学力
衰退回避へ政策

転換を

香港長官選　容
赦ない民主派排

除だ
処理水の放出

地元の信頼がな
ければ

北方領土に特区
国際社会と連携し

圧力を

デジタル駆使した
株主総会の可能

性探れ

コロナ下の首相交
代　対策の空白
は許されない

防衛費概算要求
対中抑止力の強
化が不可欠だ

プーチン氏演説
「四島免税」認め

られぬ

予算概算要求
野放図な財政止

めねば
全国知事会　課
題解決に現場の

力を

首相とオリパラ
開催にこそ意義は

あった

政治不信広げる
IR汚職判決

続くみずほのトラ
ブル　再発防ぐ覚

悟はあるのか

アップルの課金
ルール改善で取
引先の理解を

被災者の氏名
配慮の上で公表

が原則

政策活動費　資
金透明化へ法規

制を
全国学力調査

格差広げぬ取り
組みを

東南アジアの新
興ネット企業から

学べ

東京パラ閉幕　逆
境に立ち向かう勇

気くれた

胆振東部地震３
年　被災者へ目

配り丁寧に

飛騨川バス事故
塔が伝えてきた記

憶
パラ大会閉幕　将
来に何をどう残す

か

信頼関係損なう
「四島特区」化

待機児童　受け皿
整備の手を緩め

ずに

胆振東部地震３
年　多様な電源生

かしたい

東京パラ閉幕
「共感」未来への

遺産に
コロナ制限緩和
行動指針示し準

備進めよ

自民党の新総裁
選び　「安倍・菅政

治」の検証から

コロナ仮設病床
医療界挙げて整

備に取り組め

パラきょう閉幕
共生への歩み速

めたい
全国学力テスト

今こそ「心捉える」
授業を

東京都の第5波対
応　小池知事は
責任の自覚を

難民選手団　困
難な境遇への理

解深めたい

国際通貨体制
安定へ絶えざる

協調を
コロナとの闘いに
有効な診療報酬

に
ワクチンへの信頼

守る調査を
防衛概算要求

費用対効果　検
証十分か

池袋暴走に実刑
判決を高齢事故

減の機に

コロナと児童虐待
家庭孤立させない

体制を

米アフガン撤収
残された教訓をど

う生かすか

全国学力テスト
格差招かぬ取り

組みを

無謀な夏フェス
不協和音でなく調

和を
ＤＨＣ側の敗訴

人権意識の欠如
を問う

概算要求最大
効果の高い歳出

見極めよ

過去最大の予算
要求　コロナ下こ
そ精査が必要

教員免許更新制
廃止後も指導力
向上に努めよ

揺れる日ハム
ファンの思いを大

切に

池袋暴走事故
悲劇繰り返さぬた

めに
コロナ下の首相

国会より延命策優
先か

デジタル庁発足
縦割り排し遅れ取

り戻せ

多くの反省点を残
したアフガン退避

作戦

総裁選と菅首相
「個利個略」は通

用しない

デジタル庁　改革
を円滑に進める司

令塔に

予算概算要求
歳出抑える意志

見えぬ

期間限定裁判
権利が妨げられ

ないか
予算概算要求

政策の大胆な見
直しを

防災週間　コロナ
との複合に備えよ

多面的な高齢運
転者対策を

コロナと「防災の
日」　避難の選択

肢を広げたい

防災の日　危機に
強い社会を目指

そう

日テレ差別検証
民族の歴史直視

が必要

防衛費増額要求
際限なき膨張止

めねば
デジタル庁は社会
を変える大志を追

え

国会論議応じぬ
首相　国民置き去

りの無責任さ

概算要求最大
歳出増だけでは
安心得られぬ

米アフガン撤退
希望者出国　責

任果たせ

処理水放出計画
地元との信頼構

築が先だ
2021/9/3

アフガン混迷　国
際社会は関与続

けよ

子どもの感染者
増加／学びの場
確保へ手を尽くせ

危機下で指導力
発揮できる体制を

2021/9/1
知事会に新会長
コロナ対策に分権

防衛費概算要求
専守防衛の原点

「海と共に生きる」
決意　　防災の日

防災の日に考え
る／避難情報の

アフガン撤収完了
無残な終幕は米

の汚点だ　日本政
米国のアフガン撤
退　この「敗北」か

2021/9/4
菅首相退陣へ

国民がノーを突き
付けた

政権投げ出し無
責任だ　菅首相辞

任へ

国民と向き合わぬ
末に　菅首相が辞

意表明

菅首相退陣／政
権投げ出し　不信

深める

菅首相が退陣へ
危機対応誤り不

信極めた

菅首相退陣へ　コ
ロナ克服に強力な

体制作れ

菅首相が辞意表
明　独善と楽観が

招いた末路

首相退陣へ　長
期担うリーダーを
選べ　菅内閣はコ
ロナに専念せよ

菅首相１年で退陣
へ　対コロナ　国
民の信失った末

に

2021/9/2
米アフガン撤退
治安と貧困の対

策を急げ

児童虐待過去最
多　潜在リスクに

目向けよ

介護現場の人材
不足／大幅な処
遇改善が必要だ

2021/9/8
元副大臣に実刑
政治とカネ、総裁

選で語れ

秋元衆院議員に
実刑　ＩＲ事業は

白紙に戻せ

過去最大の概算
要求／コロナ対策
大胆な見直しを

2021/9/10
コロナ出口戦略
前のめりでは混

乱を招く

休み

食料自給率、過
去最低　政策に危

機感見えない

コロナ行動制限緩
和／「緊急事態」
と整合性取れぬ

秩序なきテロの時
代をどう生きる

2021/9/6
東京パラの遺産
共生社会の機運

高めよう

介護職員不足
抜本的な待遇改

善図れ

五輪のレガシー／
まちづくりにどう生

かすか

パラリンピックが
閉幕　壁なき社会

につなげたい

東京パラ閉幕　可
能性示した選手に
拍手を　開催は間
違っていなかった

2021/9/5
児童虐待20万件
児相と自治体、連

携さらに

東京パラリンピッ
ク閉幕　五輪の在
り方、問い直す

週のはじめに考え
る　雑草に学ぶ

「弱さの力」

コロナ下の災害支
援／地元の対応

力を高めたい

社会変える好機と
なるパラ選手の活

躍

保健所の苦境
目詰まり見つけ支

援を

2021/9/7
コロナ制限緩和

ワクチンの限界見
据えて

知事会長に鳥取
知事　コロナ対
策、地方の声を

コロナ感染急拡大
／生活必需品の
備蓄再確認を

2021/9/9
台風シーズン本

番　その脅威は増
大している

過去最大の概算
要求　安易な膨
張、容認できぬ

新聞の存在理由
を問う　桐生悠々

を偲んで

秋元議員に実刑
判決／カジノの是

非　問い直そう

９・１１後の世界
傷ついた自由の

理念、再生を

2021/9/16
進むワクチン接種
楽観せずに底上

げを図れ

在沖縄米軍の汚
水排出　地元軽
視、容認できない

コメ概算金大幅下
落／農家支援策

検討を急ごう

2021/9/14
続く緊急事態　デ
ルタ株から子ども

守れ

野党共闘　埋没
せず政策示せる

か

自給率３７％過去
最低／生産力の
衰え　放置できぬ

2021/9/12
デジタル庁発足
安心の上に利便

性高めよ

「行動制限緩和」
方針　緊急事態
下では無理だ

週のはじめに考え
る　非寛容を打ち

払いたい

教員免許更新制
廃止へ／主体的
に学べる制度設

計を

同時テロ２０年
日米欧で安定した

秩序支えよ

同時多発テロ20
年　「不朽の自
由」はるか遠く

在沖米軍基地
不信深める汚染

水放出

2021/9/17
北朝鮮のミサイル
挑発を自制し対

話に臨め

北朝鮮ミサイル
自らを追い込む愚

行だ

自民総裁選きょう
告示／リーダーの
資質　見極めたい

2021/9/15
布川事件の教訓
冤罪防ぐさらなる

改革を

障害児手当　支
給実態の格差なく

せ

ネット中傷の厳罰
化／乱用防ぐ歯
止めが必要だ

2021/9/11
米同時テロ20年
軍事偏重では平

和築けぬ

米中枢同時テロ２
０年　暴力の応
酬、加速させた

池袋暴走に実刑
判決／高齢事故
多角的な対策を

米中枢同時テロ２
０年　中東の安定

へ国際協調を

９・１１から２０年
テロ根絶へ気を緩
めるな　米国は対
中シフトを強めよ

2021/9/18

自民総裁選告示
「日本の舵取り」
力量競え　コロナ
禍克服への具体

論を

自民総裁選告示
まず安倍、菅政権

の総括だ

自民総裁選告示
１強政治ただす論

戦を

コロナ自宅療養／
災害時の避難対

策を急げ

2021/9/22
　

ち組福岡も油断で
きぬ

申請　覚悟あるか
見極め必要

／ジェンダ 平等
推進に期待

的な緩和を

2021/9/20
敬老の日　コロナ
下の孤立を防ごう

雇用調整助成金
財源確保の議論

を急げ

「９０歳のテナー」
は願う　敬老の日

に考える

野党の共通政策
合意／実現への
道筋　示す論戦を

核ごみ処分場調
査　問題が多すぎ

賛成できぬ

2021/9/19
高齢者の運転

何歳までハンドル
握るか

侮辱罪の厳罰化
方針　ネット中傷

ない社会に

週のはじめに考え
る　安保法の来し

方行く末

岩泉　台風１０号
５年／防災減災
地域力の結集を

島根原発　避難
への不安、直視を

2021/9/21
自動車の新戦略
蓄電池開発に総

力結集を

性犯罪の処罰拡
大　被害者の声、

反映させよ

米ロ「戦略的対
話」／不毛な核軍
拡から転換図れ



賢い支出で防衛
力強化を

米国のアフガン撤
収　混乱放置した

責任は重い

全国学力テスト
コロナの長期的影

響が心配だ

国会召集拒否
政局優先の論戦

逃れだ

デジタル庁　国民
の信頼を第一に

米「コロナ」報告書
中国は情報隠しを

やめよ

米軍撤収後もアフ
ガン安定へ関与

続けよ

デジタル庁あす発
足　安心の確保
へ課題は多い

児童虐待最多
親子の孤立防ぐ

態勢づくりを

在外邦人の保護
情報収集し迅速

対応を

「習思想」の学習
危険な独裁への

足音
自衛隊機派遣

情報開示し徹底
検証を

ワクチンに異物
事実の解明と開

示を急げ

水膨れの財政出
動では困る

高輪築堤が史跡
へ　課題を残した

「一部保存」

処理水海洋放出
風評被害対策に

全力を尽くせ

福島処理水対策
「風評」前提でい

いのか

アフガン情勢　テ
ロの抑止へ協力

探れ
コロナと災害　「未
治療死」を防ぐに

は

国連機関トップ
戦略強化しさらに

輩出を

危機対応を重視し
た国土計画を進

めよ

ドルショックから50
年　危機再発防ぐ

国際協調を

日英共同訓練
空母が秩序維持

の決意示した

高速道路の料金
見直しは地方に

配慮を

工藤会判決　市
民襲撃に厳しい判

断
介護職員不足

将来見据えた対
策を

妊婦のコロナ感染
早急に安全網を

確立せよ

木材高騰が促す
林業の活性化

障害者の大学受
験　学ぶ意欲を後

押ししたい

太陽光発電　新た
な適地をどう見つ

けるか

ラムサール５０年
湿地の価値を次

世代に

デジタル庁　問題
残る見切り発車だ

言論統制法案
韓国はどこへ向

かうのか

効率化を急ぎ介
護保険の膨張を

抑えよ

アフガンからの退
避　初動の遅れ
が難航招いた

ワクチン証明書
欧州の活用例を

参考にしたい

皇位継承策　抜
本的議論の先送

りだ
処理水の風評対

策　「補償範囲」に
懸念が残る

自動運転は安全
向上を第一に

韓国のメディア法
改正案　言論統
制につながる恐

コメ先物廃止　価
格形成の透明化

が遠のいた

デジタル庁　国民
の信頼得る組織

に

みずほ障害　メガ
バンクの名が泣く

新学期とコロナ
学びの環境を全

力で守れ

米量的緩和の縮
小は慎重かつ丁

寧に

アフガンで爆破テ
ロ　恐れていた事

態が現実に

アフガンでテロ
退避の混乱を突

いた蛮行だ

アフガンでテロ
拙速な米撤退は

無責任

カジノの推進　民
意無視せず撤回

を
カブールのテロ

力の空白に乗じた
蛮行

カブール空港テロ
撤収期限の延長

が必要だ

転換期迎えた後
発薬促進策

工藤会トップに死
刑判決　市民襲
撃への厳しい糾

子供の感染者増
新学期迎え学校
の警戒強化を

公務員と心の病
命と健康を守る職

場に

奥能登芸術祭
地域変えるアート

の力
自民党総裁選

菅政権１年の総
括から

金メダル１号　鈴
木の快挙に拍手

を送る

感染対策を徹底し
学びを止めるな

自民党の総裁選
首相の資質問い

直す場に

自民党総裁選
活発な論戦で信
頼回復を図れ

自民党総裁選
危機克服へ徹底

論戦を

大震災犠牲者
歴史直視して追

悼文を
コロナと子ども

学びの継続へ力
集めて

自民党総裁選
「土俵際」の危機

感を持て

アフガン破壊する
卑劣なテロ

福島の処理水放
出計画　見切り発
車は許されない

工藤会死刑判決
組織犯罪の抑止

効果は大きい

広域長雨の教訓
ソフト面の対策重

要だ

自民党総裁選
党利党略の日程

設定だ
アフガン混迷　地
元民の救出に全

力を

工藤会総裁に死
刑　国民常識に
沿った判断だ

開かれた自民総
裁選で政権不信

に応えよ

緊急事態21都道
府県に　小出しの
対応続けるのか

緊急事態再拡大
医療の整備と拡

充が先決だ

緊急事態宣言拡
大　小出し対策で

は防げぬ

アフガンの失敗
米は信頼回復に

尽くせ
工藤会判決　市

民への刃　許さぬ
決意

宣言下の病床確
保　医療界は積
極的な対応を

過保護にならぬ中
小支援に

緊迫するアフガン
情勢　安全な退避

に各国連携を

アフガンの混迷
タリバンの変化を

どう導くか

緊急事態宣言拡
大　全道で危機感

の共有を

中部に宣言拡大
デルタ株に強く警

戒を
韓国の法改正

言論圧迫は許さ
れぬ

米軍と連携しアフ
ガン退避に全力

尽くせ

東京パラ開幕　共
生社会考える契

機にしよう

四島に免税制度
日ロ関係損なうだ

けだ

学術会議問題
任命拒否文書開

示せよ
自衛隊機派遣

外国人救援の重
い責任

若者の「コロナ空
白」支援を

中国の核戦略
説得力を欠く「最

小限の抑止」

子供の感染拡大
対策徹底し学び

確保を

学校の感染対策
学びの機会奪わ

ぬよう
横浜市長選　足
元からの首相不

信

５歳児の教育　子
供らしい体験のな

かで

新型コロナの臨時
医療施設の整備

を急げ

横浜市長選の敗
北　地元が示した

首相不信任

横浜市長選　政
権不信が与党の

惨敗招いた

横浜市長選　政
権不信示した結

果だ

マレーシア　新首
相待つコロナ危機

東京パラ大会　安
全対策に万全期

して

横浜市長選　信
頼回復は容易で

はない

みずほの障害連
発にあきれる

感染第5波と新学
期　家庭の不安
減らす対策を

農水産物輸出
ニーズ捉えて拡大

加速したい

パラきょう開幕
共生の理念深め

る機に

横浜市長選　菅
政権への厳しい

審判
カナダ人に「有罪」
中国は人質外交

をやめよ

パラ大会を共生
社会への大きな

一歩に

香港の変容　国
際金融都市の土

台が崩れる

公文書管理　記
録検証できる体制

を

東京パラ開幕へ
命と健康を最優先

に
地域連携薬局

生活支える機能
の発揮を

マレーシアは政情
安定を急げ

防災情報　きめ細
かい発信で信頼

向上を

コメの需給調整
減産だけでは懸

念残る

死刑廃止論　世
界の潮流を見据

えて
コロナ「第５波」

医療崩壊の教訓
を生かせ

日本主導で自由
貿易圏広げる努

力を

外相中東歴訪
地域安定へ日本
の役割果たせ

ヘイト法５年　差
別根絶へ対策さら

に
日本遺産　魅力
向上に評価欠か

せぬ

企業は好決算に
安住するな

成年後見制度
利用促進し安心
につなげたい

ベラルーシ独裁
弾圧やめ民主的

選挙を

数学の難問　その
先に新しい世界が

コロナ感染者　悪
意から守り抜く覚

悟を

「人権」は企業の
競争力に直結す

る問題だ

みずほシステム
障害の再発をなく

せるのか

宣言基準見直し
政治的意図排す

べきだ

道の駅の進化
地域の「顔」を前

面に
コロナ病床確保
国が課題克服の

道筋を

クリミア会議　「領
土」で国際連帯を

示せ

経験ない大雨に
備え固めよ

被災者の氏名
公表を原則に

ルール作り急げ

盛り土の崩落　人
災の疑い徹底解

明を

感染妊婦の医療
専用病床の確保

を急げ
タリバン会見　人
権の懸念なお拭

えぬ

靖国神社参拝
首相は内政干渉

を退けよ

医療崩壊の危機
臨時病床の確保

に総力を

中国論文世界一
日本の研究体制

を立て直せ

緊急事態要請
対応の遅れは許

されぬ

タリバン「承認」
中国は行動を見

極めよ
沖縄の米軍　県
民脅かす事件の

続発

教員免許更新制
教育再生の流れ

止めるな

ふるさと納税過去
最高　膨張に歯止

めをかけねば

アンモニア発電
脱炭素の新たな

主役となるか

旭川の中２死亡
真相究明尽くすべ

きだ

コロナとＧＤＰ　格
差の広がりが心

配だ
児童虐待と保護

当事者の声くむ体
制を

パラ大会無観客
「学校連携」に手

を挙げて

東京パラ無観客
選手の安全対策

には万全を

ＧＤＰ微増　リスク
見極め下支えを

障害者への虐待
防止徹底へ法改

正急げ
コロナと経済　苦
境克服へ支援手

厚く

高速道路の料金
機能強化に資す

る制度に

労災認定見直し
実態即した基準で

働き手守れ

並行在来線存廃
年内決着は急ぎ

すぎだ

コロナ対応　国会
開かぬ政権の怠

慢
緊急事態拡大

国会開き、覚悟を
示せ

緊急事態宣言を
再延長　「目先の
対応」は無責任だ

緊急事態拡大
国は医療確保へ

万策を講じよ

緊急事態再拡大
首相対応は常に

後手だ

続く豪雨災害　も
う想定外は通じな

い
大学２年生　対策
急ぎ「危機」回避

を

パラの学校観戦
現場の判断任せ

では困る

ＧＤＰ微増　景気
の下支えをどう図

るか

パラ原則無観客
より慎重な感染対

策を

緊急宣言を拡大
止まらぬ対策の

迷走
閣僚靖国参拝

首相に歴史観は
あるか

アフガン首都陥落
バイデン政権の

責任重い

緊急事態の連発
より医療体制の拡

充を

タリバン復権　ア
フガンを見捨てて

はならぬ

タリバン「復権」
米の投げ出し　責

任重い

タリバンの復権
対話の門戸を閉

ざすな
アフガンと米国

「最長の戦争」何
だった

ＧＤＰプラス　下押
し回避へ対策尽く

せ

車の電動化に柔
軟に備えよ

広域豪雨被害
早めの避難行動

を心がけたい

戦没者追悼　責
任と反省なぜ触

れぬ

変異株の拡大
最大限の警戒を

せねば
2021/8/16

アフガンの混乱回
避へ最大限の圧

力を
巧みな政策で経

済を支えよ
水道「民営化」

懸念の解消しっか
りと

中国の北朝鮮擁
護　平和を脅かす

対米共闘だ

コロナ感染拡大
仮設病床整え自
宅療養減らせ

週休３日制　働く
側の視点で議論

を
公文書電子化

「記録を残す」を
根本に

「災害級」の大雨
弱者の視点で早

期避難を

無差別襲撃事件
社会への敵意どう

立ち向かう

東証時間延長
世界を見据えた

改革に
コロナ宿泊療養
危機克服に強化

を図れ

パラ大会の観客
小中高生に「遺

産」託そう

地球温暖化の報
告書　国際協力を

深める契機に

ＡＳＥＡＮ　地盤沈
下に歯止めかけ

る時だ

空襲被害者　救
済法制定　一刻も

早く

ベラルーシ弾圧
ロシアの責任は

重い

ふるさと納税　「官
製通販」見直しを

入院できない患者
診療所が役割を

発揮せよ

コロナ禍の生活支
援　長引く困窮に

急ぎ対応を

入管収容者死亡
再発防止へ意識

改革を図れ

ビザなし中止へ
領土交渉の停滞

避けよ

コロナ経済対策
効果を見極め重

点的に
温暖化報告書

行動すれば希望
はある

入管調査報告書
意識改革行い法

改正急げ

商業施設起点の
感染拡大を食い

止めよ

経費膨張した東
京五輪　国民に経
緯明かすべきだ

温暖化報告書
異常気象の脅威

が増している

入管収容者死亡
人権軽視の冷遇

根絶を

変わる「北戴河」
習氏に直言でき

ぬ時代

広域避難　「逃げ
る先」の確保急げ

アフガン情勢　タ
リバンの復権は悪

夢だ

東芝は信頼回復
と長期戦略を

国の半導体産業
支援　民間の力
引き出す戦略を

クロマグロ漁　資
源の回復を着実

に進めたい

コロナワクチン
途上国への支援

急務だ

ＩＰＣＣ報告書　温
暖化は人が防ぐし

か
入管の報告書

人権意識を問い
直せ

ウィシュマさん死
亡　命を軽んじる

入管の非道

車の電動化目標
主要国の規制に
戦略的対応を

温暖化の新予測
危機への対応

猶予ない

核禁止と日本　条
約の批准こそ民

意だ

アフガン首都陥落
人道の危機、監

視強めよ

「緊急事態」またも
延長／命を守り抜
く覚悟が見えぬ

法制と行政組織こ
そ改革の本丸だ

緊急宣言の拡大
対策の逐次投入
は危うい　抗体療
法の拠点整備を

急げ

2021/8/15
終戦の日　戦争
は「無残で無意

味」だ

西日本の記録的
大雨　最大級の
警戒続けよう

過去と未来への
想像力　終戦の

日に考える

終戦から７６年／
教訓学び　次代に

つなげたい

終戦から７６年
歴史の絶え間な

い検証を

終戦の日　平和
堅持へ情勢の変

化直視を

終戦の日に　再び
の敗戦を絶対に

回避せよ　乾正人
論説委員長

戦後７６年の夏
問われ続ける主

権者の覚悟

休み

2021/8/17
異例の長期大雨
救護を急ぎ、警戒

さらに

終戦から７６年
過ちを繰り返さぬ

行動を

不妊治療休暇／
取得しやすい環

境整備を

アフガン民主化の
崩壊　米国の過
信が招いた敗北

感染拡大と九州
「第5波」克服の瀬

戸際だ

温暖化報告書
実態直視し対策

強化を

主食用米７００万
トン割れ／米価対
策より需要喚起を

より良き通貨秩序
へ一層の努力を

コスト減と政策強
化の二兎を追え

2021/8/19
タリバンの復権
圧政の再来を食

い止めよ

コロナ緊急宣言拡
大　公助どこに

行ったのか

タリバンが首都制
圧／「テロの温
床」復活許すな

問う’21夏　コロナ
と暮らし　脱・格差
社会へ急ぐ時だ

2021/8/25
3児死亡事故15年
飲酒の害に支配

されるな

みずほシステム障
害　社会支える自

覚あるか

財政健全化目標
／成長率の見通

し甘く空疎だ

問う’21夏　デジタ
ルの未来　目指す
社会描くことから

パラ大会開幕　な
いものを嘆くので
はなくあるものを
活かすことを学ぶ

2021/8/23
東京パラ開幕へ
感染拡大防ぎ魅

力伝えて

スリランカ人死亡
報告書　入管の

人権軽視、深刻だ

日銀の脱炭素資
金制度／自制的
な運用を求めたい

入管死亡報告書
「共生」の理念、

名ばかりか

2021/8/14
多様な性と競技
五輪起点にルー

ル作りを

中国地方に大雨
警戒怠らず命を守

ろう

焦土に響く「歓喜
の歌」　終戦の日

を前に

雫石事故５０年／
記憶と教訓　伝え

続けたい

問う　’21夏　コロ
ナの危機管理

「根拠なき楽観」
排さねば

敗戦の教訓は今
の日本にも通じる

2021/8/20
コロナ対策　国会
を開き与野党で

競え

広島土砂災害７
年　教訓胸に備え

怠るまい

外国人技能実習
制度／不幸な事
件防ぐ国の関与

を

マイナンバー持ち
腐れは許されぬ

2021/8/18
コロナ医療危機

立て直しにあらゆ
る手を

2021/8/13

2021/8/11
イラン新政権　核
合意の再建が最

議員歳費の返還
国民目線で法改

ＳＮＳでの選手中
傷／根絶の機運

政治主導の成熟
へ省庁も立て直

ＩＰＣＣ報告書　中
国に排出減を説

得せよ　気象変動

2021/8/12

問う’21夏　宣言
下の終戦の日

人命を最優先す
る社会に

敦賀原発データ
「改ざん」　運転資
格、原電にあるか

東京パラあす開
幕／多様性と共
生　意義実感を

パラリンピックあ
す開幕　共生社会
の姿映す大会に

コロナと科学者
強靱な社会づくり

の対話を

2021/8/26
工藤会死刑判決
暴力団対策にも

ろ刃の剣

工藤会トップに死
刑判決　暴力追

放、加速させねば

宮城県に「緊急事
態」／総力挙げて
医療崩壊阻止を

パラ原則無観客
安心安全と言える

のか

衆院任期残り２ヵ
月／解散戦略より

施策を考えよ

問う’21夏　パン
デミック危機　結

束して分断に歯止
めを

2021/8/24
横浜市長選大敗
地元も逆風、首相

は直視を

横浜市長選、自
民敗北　政権へ
の不信感鮮明に

横浜市長選と菅
首相／政権批判
重く受け止めよ

2021/8/21

2021/8/22
電力カルテル　九
電は自ら疑惑に

答えよ

イラン新政権　核
合意再建に向き

合え

週のはじめに考え
る　道具でなく人

間として

不振続くサンマ漁
／構造改革への
支援が急務だ

問う’21夏　コロナ
禍と女性　困難強
いる社会変える時

大雨の被害　生
活支援をきめ細

かく

緊急事態宣言
九州一体で災害

級対策を

2021/8/27

2021/8/28
【緊迫のアフガン】
安全退避に全力

を尽くせ

自民党総裁選
政権への不信どう

判断

妊婦へのワクチン
／優先接種　自
治体は加速を

コロナと子ども
感染防ぎ「学びの

保障」を

緊急宣言に広島
追加　「救える命」

守る体制を

「緊急事態」指標
見直し／ピークア
ウトが大前提だ

2021/8/30
大学入試改革

失敗の検証が欠
かせない

デジタル庁　国民
の信頼を得られる

か

災害住宅の収入
超過／家賃減免
制度の創設検討

を

2021/8/29
自民党総裁選

「菅路線」を問い
直す場に

布川事件と刑事
司法　違法捜査
の責任免れぬ

「当たり前」を疑い
続ける　週のはじ

めに考える

核燃料サイクル延
命／論理倒錯

「本意」はどこに

原発審査中断
原電に任せられる

のか

2021/8/31
IPCC報告書　温
暖化防止は人類

の責務

「処理水」沖合放
出案　強行は将
来に禍根残す

ＩＰＣＣ温暖化報告
書／対策強化へ

警告生かそう

2021/9/1 コロナ対策に分権
理念を

専守防衛の原点
に戻れ

決意　　防災の日
に考える

る／避難情報の
確認と活用を

の汚点だ　日本政
府は協力者救出

を急げ

退　この「敗北」か
ら何を学ぶか



コロナ下の首相
菅氏に任せて大

丈夫か

東京五輪のSDGs
徹底検証し教訓を

今後に

国家公務員離れ
総合的見地で働
き方改革せよ

自民党総裁選
内向き論理排す

べきだ

収容女性の死亡
入管の閉鎖性問

い直せ
原爆と菅首相　核
禁条約を無視す

るな

中国の記者いじ
め　信頼を失う愚

行をやめよ

混戦の横浜市長
選　カジノへの逆

風映す構図

東電再建計画
利益確保に欠か
せぬ信頼回復

観光再開の道筋
感染対策の認証

整備を

五輪選手中傷
言葉の暴力許さ

れない
皇族数の確保

国民の理解が欠
かせぬ

電源別コスト試算
混乱を招く公表は

問題だ

益川敏英さん死
去　「科学と平和」

問い続けた

クロスボウ規制
不法所持を許さな

い制度に

繰越金３０兆円
予算規模優先の

弊害だ

皇位継承策　議
論の先送りをせず

に
電波の有効活用
でデジタル化の加

速を
農政の混迷映す

コメ先物廃止
東アジア外相会
議　中国の弾圧
はデマでない

脱炭素化の行動
計画　危機感の
共有が不可欠だ

ドイツの大洪水
「脱炭素」への傾

斜を強めるか

イラン政権交代
核合意の再建へ

協議を
議員事務所捜索
公明は説明責任

を果たせ

ベラルーシ選手の
亡命　独裁が汚し

た五輪の理念

介護人材不足
働きやすい職場

作りを急げ

民間宇宙旅行
安全ルールの整

備必要
イラン新政権　孤
立避け、緊張緩和

を

蔓防措置の追加
全国への適用を

決断せよ

経済回復に水差
す資源価格上昇

に警戒を

歯止めかからぬ
第5波　政治の責
任放棄許されぬ

コロナ「第５波」
宿泊療養の体制

を拡充せよ

感染１００万人突
破　全国的な危機

対応急務

園児熱中症死
悲しい教訓とせね

ば
五輪閉幕へ　問
題放置せず検証

急げ

五輪選手が亡命
ベラルーシ強権に

圧力を

イラン大統領は対
話閉ざすな

産業遺産で「遺
憾」決議　負の面
認め誠実な対応

林業基本計画
収益力を高めて

森を守りたい

核のごみ交付金
配分の手法に疑

問残る

公立中学の挑戦
不登校生受け入

れ発進
原爆の日　覚悟
持ち独自の道を

進め

投資家揺るがす
中国の企業統制

に警戒を

原爆忌　平和を希
求する思い世界

に
太田氏が新委員
に　時代先読みＩ

ＯＣに風を

混乱生む入国時
の陰性証明

五輪ＳＮＳ中傷
毅然とした対応で

選手を守れ
高速道の料金　つ
ぎはぎを直し公平

に

人口動態調査
一極集中の是正

は急務だ

日本全体で被爆
の悲劇を発信した

い

入院制限めぐる
混乱　実態踏まえ

仕切り直しを

米ＧＤＰ好調　リス
クに目を配り安定

成長に

辺野古のサンゴ
国の移植強行は

不当だ

米ロの戦略対話
核軍拡の流れをと

めよ
馬毛島の基地

地元の懸念に向
き合え

入院基準の転換
今まで何をしてい

たのか

総力あげて特殊
詐欺の撲滅を

五輪でのSNS中
傷　選手守る仕組

みが必要だ

園児熱中症死
送迎バスでは点

呼の徹底を

サンマ漁低水準
地域産業の崩壊

が心配

入院の制限　救え
る命守れるのか

熱海の土石流
「国土を測る」を着

実に

五輪のおもてなし
最後まで熱戦を支

えたい

コロナ自宅療養、
患者放置は絶対

避けよ

コロナの入院制限
患者切り捨てにな

らぬか

コロナ自宅療養
症状の急変に対

応できるのか

コロナ入院制限
医療政策破綻に

等しい

介護職員の不足
待遇改善を抜本

的に
入院方針転換

「自宅急変」に備
え急げ

コロナの新治療薬
在宅患者向けに

も工夫を

学生が成長する
インターンを

熱海土石流から1
カ月　盛り土の規

制強化が急務

ミャンマー情勢
国際社会は軍の

増長を許すな

機能不全の政府
危機打開へ国会

召集を

五輪と福島　「復
興」掛け声だけで

は
「桜」不起訴不当
安倍氏は喚問で

説明を

「記述式」断念
教育内容の改革

が必要だ

五輪で見えた新
潮流と解決すべき

課題

ミャンマー政変か
ら半年　国際社会
が圧力強める時

政府の財政試算
楽観的予測では

健全化遠のく

道議会政活費
見直しに腰が重

すぎる

五輪と平和　戦場
にも思いはせたい

ミャンマー　暫定
政府はまやかしだ

クーデター半年
国軍の暴走を放

置するな

見せかけでない
ESG投信に

国境炭素税と日
本　公平なルール

作り主導を

アフガン情勢　タ
リバンの復権を許

すのか

東電の再建計画
原発頼みから脱

却急務

益川さんを悼む
平和訴え続けた

科学者

「人新世」　地球
の限界を考える

雇用調整助成金
安全網の財源確

保を急げ

国会も感染急拡
大に即した議論加

速を

コロナと財政見通
し　危機隠す見せ

かけの改善

大学入試改革
現場の声軽視が

失敗を招いた

ミャンマー政変
国軍統治に正当

性ない

笠松競馬不祥事
再生は猛省あって

こそ

防災とダム　課題
や危うさ忘れるな

サイバー防衛　自
衛のため攻撃力

保有を

米比同盟で力の
空白を避けよ

子宮移植の容認
倫理・医療面で問

題多い

中国のＩＴ企業　共
産党統治の道具

と化すのか

道の津波想定
着実な備えが欠

かせぬ

教育改革　近道も
特効薬もない

金メダル最多　量
産の背景冷静な

分析を

危うさをはらむ米
巨大ITの好決算

東京五輪の前半
戦　無観客でも伝

わった健闘

子供とコロナ　大
人が注意して感

染を防ごう

「桜」不起訴不当
安倍氏は改めて

説明を
熱中症とコロナ
万全の警戒で医

療を守れ

子ども目線の教
員研修制度に

東証の市場再編
経営の質を高め

る契機に

「桜」不起訴不当
検察は再捜査に

全力を尽くせ

教員免許更新制
廃止に併せ検証

必要だ
宣言地域拡大

根拠なき楽観と決
別を

緊急事態拡大
宣言下の悪平等

に陥るな

ミャンマーの暴力
の連鎖を食い止

めよ

全国に広がる第5
波　楽観改め対策

立て直しを

緊急事態拡大
緩みは五輪のせ

いではない

緊急事態拡大
首相の楽観　危

機招いた

「桜」不起訴不当
不信を拭う再捜査

を
コメ先物上場　不
透明な議論を改

めよ

五輪の難しさ　選
手の奮闘に敬意

を払う

東電再建は信頼
回復に全力を

安倍氏の不起訴
「不当」　捜査徹
底が検察の責任

三菱電機新体制
閉鎖的な風土を
改められるか

道内まん延防止
地域またぐ移動抑

制を

緊急宣言を拡大
危機感共有へ力

尽くせ
商業捕鯨３年　官
依存からの脱却

を

北方領土上陸
対露制裁の発動

が必要だ

緊急事態宣言、
実効性が何より大

切だ

米中の外交高官
協議　対話積み
重ね緊張緩和を

国家安保局　政
府一体で危機に

対処せよ

原発６０年超運転
安全性軽視の無

理筋だ

遅れる飲食支援
地域の灯守り抜き

たい
温室ガス削減　具
体策示して協力

促せ

コロナと五輪　選
手の活躍を家で

観よう

米経済の安定に
万全尽くせ

世界遺産に縄文
遺跡群　自然との
共生知る機会に

全国高校総体
困難乗り越えた成

果の発揮を

官製談合事件
開発局は不正の

根絶を

真夏の五輪　拝
金主義を見直さね

ば
感染者の急増

社会で危機感の
共有を

上告断念　救済
の枠組み作りを急

げ

確かな情報で現
役・若年層への接

種促せ

五輪さなかの第5
波　首相の楽観
姿勢を危ぶむ

コロナ急拡大　局
面を見極め対策

切り替えよ

黒い雨上告断念
区別ない被爆者

救済を

ユネスコ決議
「遺憾」解消する

説明を
日ロ経済活動　甘
い交渉が招いた

帰結

コロナ感染急拡大
基本を見直し抑止

を図れ

海賊版封じ込め
は総力戦で

元立憲の本多議
員辞職　不信広げ
た執行部の迷走

カルテル容疑　電
力自由化の趣旨

に反する

財政再建目標
空疎な試算は終

わりに

コロナ急拡大　対
策を練り直さねば

世界自然遺産
保護の責務　国

は自覚を

皇位の有識者会
議　男系男子復
帰の具体化を

製造業は品質管
理体制の再点検

を急げ

原発維持の基本
計画　現実直視し

発想の転換を

択捉島特区構想
露支配の既成事
実化は許せぬ

ロ首相択捉訪問
信頼醸成に全く資

さぬ

レジ袋有料１年
使い捨て文化を

捨てる
「黒い雨」救済　根
本から改め対応

急げ

卓球の金メダル
お家芸の復活を

喜びたい

五輪を女性の力
伸ばす契機に

露首相の択捉島
訪問　揺さぶりで
は交渉動かぬ

「黒い雨」訴訟　上
告見送りを救済の

第一歩に

縄文世界遺産
保存と発信、バラ

ンスを

ワクチン証明書
接種しない人に配

慮を
東電再建計画

原発頼みに未来
はない

バイデン政権半
年　対中包囲へ
東南ア重視を

政府はより現実的
な財政見通しを示

せ

「黒い雨」上告断
念　幅広く被害救

済する道を

中国と南太平洋
島嶼国の拠点化
に警戒が要る

序盤の東京五輪
浮かんだ課題に

対応を

臨時国会　五輪
中も開き議論せよ

産業革命遺産
約束守り、展示改

めよ

高温ガス炉再稼
働　失われた１０

年を取り戻せ

NPT体制の軽視
は許されぬ

臨時国会応じぬ
与党　こんな時こ

そ徹底審議を

民間宇宙旅行　も
う夢物語の時代で

はない

マルチ漁業促進
資源争奪の危惧

拭えぬ

黒い雨上告せず
直ちに救済の手

続きを
政治家の世襲

政党は制限の検
討を

ワクチン証明書
渡航に限らず活

用を図れ

政府は感染急拡
大への危機意識

高めよ

やまゆり園事件5
年　隣人として暮

らす社会に

五輪日本好発進
険しい道のりを示

す選手の涙

相模原殺傷５年
記憶風化させず

共生へ

東栄町リコール
地域医療の行く末

は
財政再建目標

虚構の議論を改
めよ

日本勢の躍進
五輪開催がくれた

感動だ

対ロ交渉は真意
見極め毅然と

米国で広がる投
票制限　民主主
義の精神に反す

ビジネスと人権
供給網の点検を
国が支援せよ

日銀の脱炭素策
中立性保てる仕

組みに

相模原事件５年
どう防げたか模索

続く
京アニ事件２年
迅速手続きで真

相究明を

開会式演出者の
解任　五輪の理
念踏みにじった

ガソリン車禁止
ＥＵ新規制へ対応

急務
五輪競技本格化
偉大な敗者に拍

手を送る

ワクチン接種の証
明書　差別生まぬ

慎重な議論を

キューバの混乱
国際社会の支援

必要だ
子宮移植　課題

解決　透明性もっ
て

コロナ後の観光は
「脱・薄利多売」目

指せ

東京五輪開幕
苦境でも輝く選手

に声援を

エネルギー計画
脱炭素の覚悟が

見えぬ
日銀と気候　果た
すべき役割　熟考

を

日本も民間主導
の宇宙開発を

週休３日制　働き
手が不利にならぬ

ように

キューバの混乱
国際社会の支援

必要だ
取締役会を多様

で専門性豊かなも
のに

開会式演出者の
解任　五輪の理
念踏みにじった

日韓は対話継続
で道を開け

ワクチン接種の証
明書　差別生まぬ

慎重な議論を
３０年電源構成

原発維持は理解
できぬ

かすんだ「復興五
輪」　被災地の思

いを忘れずに

エネルギー計画
「数字合わせ」で

終わらせるな

まん延防止要請
国は自治体任せ

改めよ

2021/8/9
長崎原爆の日

最後の被爆地、
決意新たに

東京五輪閉幕
選手たちは頑張っ

たが

大会から学ぶべ
きこと　東京五輪

が閉会

東京五輪閉幕／
残した課題はあま

りに多い

コロナ下の五輪閉
幕　強行開催のひ

ずみ直視を

東京五輪閉幕
輝き放った選手を

称えたい

東京五輪が閉幕
古い体質を改める

契機に

東京五輪閉幕
全ての選手が真

の勝者だ　聖火守
れたことを誇りた

い

衆院任期残り３カ
月／社会の矛盾
目を凝らしたい

1票の格差是正
地方の声を切り

捨てるな

2021/7/22
宅地と土砂崩れ
盛り土の底に危

防衛白書　台湾
「有事」防ぐ努力

私たちにできるこ
と　海の日に考え

ワクチン接種証明
／功罪に目向け

東京での開催を
五輪再生の出発

エネルギー計画
案　安定供給果た
せるのか　原発の

異例の五輪開幕
東京は歴史に何

を残すか

男性の育児休業
／取得しやすい

環境づくりを

東京五輪開幕へ
コロナ禍に希望と

力届けたい

現役世代からの
医療費召し上げ

は限界だ

アフガン混迷　米
中ロの協調が必

要だ

東京五輪開幕へ
コロナ禍に希望と

力届けたい
2021/7/23

東京五輪開幕
明日につながる

熱戦望む　歴史的
大会へ悪い流れ

を断て

五輪きょう開会式
分断と不信、漂流

する祭典

2021/7/29
コロナ急拡大　危
機感高め対策練

り直せ

ワクチンパスポー
ト　慎重な運用を

求めたい

ポストコロナの観
光／知恵を絞って

戦略を練ろう

2021/7/27
脱炭素社会へ

「再エネ倍増」の
道筋示せ

日銀と気候変動
対策　透明性と妥

当性、確保を

コロナ下の東京五
輪　大会の意義
問い直す場に

五輪きょう開幕
負のレガシー残す

まい

「民」はどこへ行っ
た　五輪開幕に考

える

対立と分断を憂え
る　東京五輪きょ

う開会

ながらスマホの危
険／周囲を気遣
い　わが身も守れ

2021/7/25
医療的ケア児　新
法を支援広げる

契機に

経産官僚の給付
金詐欺　国民の

信頼、地に落ちた

危機に乗るな、風
に乗れ　週のはじ

めに考える

2021/7/31
感染拡大と五輪

真価問われる「安
全安心」

国内感染者１万
人超　新たな対策

打てぬのか

日本の成長予測
悪化／立て直し

へ　原因分析急げ

コロナ感染者過去
最多／危機感共
有し対策徹底を

2021/7/24

東京五輪開会式
世界を変える大会
に育て　選手に静
かな声援を送ろう

エネルギー基本
計画　「再生」拡
充、まだ足りぬ

政治家の寄付
選挙の公正を汚

す犯罪だ

災害時の不明者
名簿　公表の基

準づくり急げ

次期エネルギー
計画案／脱炭素
社会への覚悟迫

る

2021/7/26

2021/7/28
「黒い雨」上告断
念　被爆者救済

幅広く、早く

東京五輪きょう開
幕／新たな大会
の姿、示せるか

コロナ下で五輪開
幕　人間の尊厳を

大会の礎に

新手のヤミ金融横
行／新たな被害
者　出さぬ対策を

世界遺産登録
沖縄・奄美の自然

を未来へ

警察庁のサイ
バー局創設　国際
連携強め攻撃防

げ

８・６と首相　核廃
絶へ覚悟あるの

か

コロナ追加経済対
策／即効性を最
も重視すべきだ

2021/8/5
コロナ入院制限
自宅療養で命守

れるのか

教員免許更新制
廃止とセットで検

証を

コロナ入院方針転
換／制度設計と
説明が必要だ

2021/8/3
緊急事態拡大

長期戦の覚悟を
示す時だ

2021/8/4
安倍氏検審議決
国民の疑念を受

け止めよ

ミャンマー軍政半
年　国際社会の

圧力足りぬ

地球温暖化対策
計画／実効性欠く

「省エネ」頼り

2021/8/1
ミャンマー情勢

「軍政容認せず」
を行動で

国の予算と財政
規律　コロナ対
策、精査怠るな

東京五輪閉幕
混迷の祭典　再
生めざす機に

週のはじめに考え
る　半年前に戻っ

てほしい

宮城の震災伝承
施設／被災地つ

なぎ記憶の継承を

「黒い雨」国が上
告断念　原告以
外の救済も急げ

防衛白書「台湾」
明記／平和への
知恵が問われる

東証の市場再編
企業価値高める

契機に

仙台市長に郡氏
再選／市民第一
の姿勢　貫けるか

2021/8/7
概算要求基準

補正の抜け穴放
置するな

2021/8/6
広島原爆の日

日本が核廃絶導
く覚悟を

ヒロシマ７６年　核
抑止の神話、打ち

破れ

被爆地にともる
「聖火」　原爆忌に

考える

広島原爆の日／
核廃絶の訴え　届

け世界へ

原爆投下から７６
年　廃絶求める世

論に応えよ

広島・長崎「原爆
の日」　核の恐ろ
しさ共有する時

被爆７６年の世界
核廃絶へ日本が

先頭に立て

2021/8/8
五輪と多様性　選
手の言動受け止

めよう

コロナ入院制限
制度設計、甘すぎ

ないか

週のはじめに考え
る　なぜ日記を書

くの？

夏に多い水難事
故／危険を避け
命守る対策を

「コロナ禍の五輪」
を改革につなげよ

外来生物　実効あ
る規制の強化を

2021/7/30

五輪折り返し　安
全・安心を見直し

て

2021/8/2
総裁任期2カ月

菅氏は自分の言
葉で語れ

皇位継承の方策
抜本策の議論避

けるな

2021/8/10
東京五輪閉幕

「原点回帰」へ課
題検証を

長崎原爆の日
「非核の傘」を広

げねば

カーボンプライシ
ング／対応遅れ

た日本　決断急げ

温暖化の実態直
視し対策に全力を

2021/8/11
　

合意の再建が最
優先だ

国民目線で法改
正急げ

傷／根絶の機運
社会で醸成を

へ省庁も立て直
せ

　

得せよ　気象変動
学に多様性の適

用を



日韓会談見送り
対話の流れ強め

打開を

コロナと熱中症
感染対策との両

立が必要

中国を一斉非難
悪質さが際立つ
サイバー攻撃

新横綱照ノ富士
努力重ねた復活

鮮やか

通学路事故　子ど
もの命、守る責任

照ノ富士横綱へ
角界はもっと危機

感持て

エネ戦略を数字
合わせで終わら

せるな

五輪楽曲担当者
が辞任　組織委

の人権意識を疑う

コロナ再拡大
「第５波」への具
体策打ち出せ

日韓会談見送り
両首脳あまりに無

責任

日韓会談見送り
意思疎通を途切

らすな
小山田氏辞任

五輪理念ますま
す遠く

文氏の訪日断念
首脳会談のときで

はない

地銀の将来像を
問い直したい

文大統領の来日
見送り　対話の努
力続けるべきだ

五輪外交　ともに
困難を乗り越えた

い

五輪作曲者辞任
組織委の人権感

覚疑う

開会直前の五輪
迷走生んだ無責

任体質
海外の日本人

帰国支援の態勢
強化を

ワクチン不足　接
種スピードを落と

すな

バイデン氏の米
再建は始まったば

かりだ

五輪「バブル方
式」に穴　主催者
の危機意識足り

日銀の脱炭素策
効果的な側面支

援となるか

幌延深地層研
追加掘削容認で

きない

米アフガン撤退
後始末が残され

ている

コロナ第５波　命
を救う準備を急げ

五輪観客問題
選手の声に耳を

傾けたい

五輪の辞任劇が
問う人権感覚

電動キックスケー
ター　安全最優先

のルール必要

英のコロナ規制
全面解除に懸念

は拭えない

米政権交代半年
中ロとの対話にも

力を

コロナと税収増
格差の是正へ配

分を
国家安保局　幅
広い知見の結集

を

ユネスコと軍艦島
史実歪める決議

の撤回を

急速なEV傾斜に
日本車は対応で

きるか

慢性的な電力需
給逼迫　再生エネ
軸に安定化策を

中露の強権統治
国連を自己正当

化に使うとは

ＪＲ制動不能　点
検規定不備が問

題だ

米国の投票制限
民主主義の土台

を崩す
ゆがむ米選挙　民
主主義の足元を

正せ

最低賃金引き上
げ　中小企業の底

上げも促せ

米はアジアの信
頼回復を急げ

宇宙旅行時代の
幕開け　新たな価
値観生まれるか

ワクチン接種　要
介護者への目配

りを十分に

東証の市場再編
対日投資増える

改革に

土砂災害の備え
測量データ活用し

たい
ナチス同一視禁
止　ロシアは歴史

を歪めるな

環境や社会に優
しい金融の制度

つくろう

皇位継承の議論
いつまで先送りす

るのか

最低賃金アップ
雇用維持との両

立が前提だ

南シナ海の対立
中国は国際法順

守せよ
梅雨明けの猛暑

「命を守る」意識で
対策を

介護人材の確保・
定着を急げ

臨床研究と企業
マネー　透明性確
保の努力さらに

オウム死刑３年
理不尽なテロ許さ

ぬ社会を

ヒグマ被害多発
危機意識共有し

対策を
政府予算編成

補正の乱用に歯
止めを

「黒い雨」高裁判
決　救済へ国は
上告の断念を

先端技術の健全
な発展促す国際

連携を

ワクチン接種巡る
混乱　態勢立て直

しは国の責任

ワクチン不足　国
と自治体で情報

共有を図れ

臨時国会要求
首相は逃げずに

応じよ

金沢城の鼠多門
史跡復元のお手

本に
熱海の土石流

人災の疑い究明
求める

五輪の感染対策
ルール順守を徹

底させよ

信頼損なう電力カ
ルテル容疑

国境越えるデータ
利用者本位の
ルール必要

道路や橋の管理
ＳＮＳ活用がもた

らす効率化

ワクチン接種　国
は確実な供給計

画を

コロナ規制撤廃
英国の試みは大

丈夫か

最低賃金上げ　政
府も役割を果たせ

酒取引停止の撤
回　不信高めた手

法に猛省を

日銀は気候対策
と本来の使命の

両立を

「黒い雨」原告再
び勝訴　上告せず
国は被害救済を

コロナ対策混乱
国は現場の実態

に目を向けよ

最低賃金引き上
げ　格差解消へ流

れ継続を

酒類提供問題
深刻な政権の機

能不全
五輪まで１週間

バブルの穴　尽き
ぬ懸念

防衛白書と台湾
中国の反発は脅

威の証だ

「黒い雨」判決が
促す早期救済

米中対立下の防
衛白書　抑止と対
話が戦略の両輪

中国と北朝鮮　連
携強化は非核化

に逆行する

防衛白書　対中
懸念　外交も尽く

せ

最低賃金　コロナ
禍にこそ増額を

酒類提供対策
迷走は政府全体

に責任

南シナ海裁定５年
中国の法の無視

を許すな

EUの気候変動対
策が問う日本の

決意

酒取引停止要請
の撤回　機能不
全が暴走を招い

来年度予算編成
効果的な使い道

を精査せよ

コロナ対策迷走
政権の機能不全

顕著だ

防衛白書　コロナ
の分析が足りぬ

「黒い雨」判決　た
だちに救済の決

断を

熱海の行方不明
者　実名発表の
効用を見直せ

中国は民間重視
で就職拡大を

米大リーグで大谷
旋風　二刀流の
進化が楽しみだ

熱中症予防　急
激な気温の上昇

に警戒を

ヤジ排除２年　道
警の説明　無理

がある

「黒い雨」判決　上
告せず国は救済

急げ
死刑廃止３０年
世界の歩み見て

自問を

大谷翔平の活躍
日本人の可能性

を広げた

生産性を上げね
ば最低賃金上げ

も続かぬ

教員免許の更新
制廃止　押し付け
た政治の責任だ

防衛白書　中国
の脅威が現実化

してきた

概算要求基準
財政危機、直視す

べきだ

「優等生」の苦境
協調して変異株

対応を

防衛白書　対中、
懸念のその先は

日韓首脳会談
反日を改めねば

無意味だ

感染封じ五輪の
安全な運営を

中国の南シナ海
進出　独善的行
動が緊張高める

東証市場再編
魅力的銘柄揃う

「プライム」に

ウポポイ１年　理
解深める発信さら

に

ＮＨＫ議事録　番
組介入は明らか

だ
最低法人税率

歴史的成果へ正
念場だ

福島の五輪無観
客　「同調圧力」に

屈したのか

防衛白書の危機
意識を丁寧に説

明せよ

宣言下の酒類提
供規制　脅しで協
力は得られない

国際課税ルール
利害の対立を克

服できるか

西村担当相発言
責任転嫁の強圧

姿勢だ

香港・台湾の危機
中国の不当な圧

力だ
ＮＨＫ経営委　視
聴者への背信明

らか

田んぼダム　豪雨
多発の時代に出

番だ

技術談合にメス入
れた欧州委

大学入試改革の
頓挫　政府は「現
場軽視」猛省を

ＥＵの対露外交
対話通じた信頼
醸成も重要だ

表現の不自由展
卑劣な脅し許され

ない

西村大臣発言
露呈した政権の

傲慢さ
2021/7/12

無観客五輪　中
高生観覧の拡大

検討を

取引先を通じた飲
食店への圧力を

やめよ

最低賃金の引き
上げ　コロナ不況

下こそ必要だ

ミサイル防衛　能
力向上へ総合的

に取り組め

衆参の選挙制度
抜本的な改革が

急務だ
１００人一律不起
訴　説明に納得は

できるのか

尊重したい着床
前診断基準

国家安保局長の
交代　戦略とバラ

ンスの外交を

災害・生活情報
「言葉の壁」越え
た発信強化を

河井夫妻事件
受領側不問納得

できぬ
「不自由」展　暴
力に屈することな

く

米軍アフガン撤収
タリバン攻勢に歯

止めを

次世代電池は10
年後の競争にら

み備えを

NHKの議事録開
示　経営委の番
組介入は明白

東京五輪無観客
テレビ観戦でエー

ルを送ろう

道内まん延解除
五輪の無観客は

当然だ

買い物難民対策
広がる「新」移動

販売
無観客五輪　専

門知、軽視の果て
に

酒類提供の禁止
「鞭」ばかりでは

持たない

南シナ海で法治
の確立急げ

コロナと来年度予
算　歯止めなき膨

張が心配だ

原油価格上昇
世界経済の停滞

招かぬように

政府の成長戦略
経済安保偏重は

危うい

五輪無観客に　混
乱招いた遅い決

断
炭素に「値段」　政
府の関与が不可

欠だ

無観客に油断せ
ず感染対策の徹

底を

緊急事態宣言
規制強化は丁寧

な説明が要る

４度目の宣言　対
策の迷走が目に

余る
４度目の宣言　矛
盾する「発信」に

懸念

信頼失う選挙買
収の不起訴

通学路の安全
危険箇所の点検

と対策を急げ

表現の不自由展
抗議の暴走許さ

れない

日ロ関係　ご都合
主義は通らない

大和堆で露が演
習　許しがたい軍

事的挑発だ

緊急事態宣言は
最大限の効果引

き出せ

土石流災害と盛り
土　危険箇所の
洗い出し急務

コロナワクチン
国は円滑な供給
に全力挙げよ

飲食店時短命令
支援充実が実効

性の鍵

公選法で不起訴
「厳正公平」でなく

ては
河井夫妻事件

受領者不問とは
いかぬ

土石流被害　盛り
土の安全対策を

急げ

産油国が負う価
格安定の責任

河井事件で100人
不起訴　納得でき
ない検察の判断

１００人不起訴
検察の判断は理

解に苦しむ

国際法人税改革
課題解決し最終

合意を

熱海の土石流
盛り土の点検 徹

底を
国立大交付金

深まる矛盾に目
向けよ

外相のバルト歴訪
「脱中国」の流れ

後押しを

成長促進と財政
規律を両立できる

予算に

障害者差別の解
消　法改正を共生

への一歩に

韓国政治　若者
の支持はどこに向

かうか

迫る東京五輪　無
観客を目指すべ

きだ

ワクチンと弱者
誰も取り残されぬ

よう
ワクチン供給　在
庫精査し混乱解

消を

国際法人税改革
ＩＴ企業の税逃れ

封じよ

携帯会社は顧客
利益の重視を

災害時の不明者
名簿　公表へ統
一基準が必要だ

熱海の土石流
盛り土との関連を

解明せよ

米アフガン撤退
身勝手な前倒し

危うい

国際課税合意
格差の是正につ

なげよ
東京都議選　菅
政権への厳しい

審判

自民の「敗北」
為すべきことの徹

底図れ

中国は不透明な
ネット企業規制を

避けよ

都議選で自民振
るわず　政権不信
の民意示された

勝者なき都議選
有権者の批判どう

受け止める

都議選自民不振
政権は批判受け

止めよ

東京都議選　政
権不信と向き合え

熱海の土石流
危険地域の再点

検を

中国の宇宙軍拡
日米協力で脅威

を抑えよ

病院は今こそ働き
方改革を

変わる企業のあり
方　社会的責任
果たす統治に

巨大ＩＴ調査　基本
ソフトの寡占も監

視せよ

空港民営化赤字
自立経営の道筋

明確に

障害者アート　支
援体制息長く手厚

く

リニア建設　中断
し説明と再検証を

熱海市の土石流
「気象の凶暴化」

に警戒を

いざというときに
機能する国と自治

体に

熱海の土石流災
害　避難指示なぜ

出なかった

東京都議選　政
治への不安と不

満が表れた

イラン核合意　再
建へ歩み寄り不

可欠

イージス代替艦
計画を白紙に戻さ

ねば
殺人ＡＩ兵器　実
効ある規制が急

務だ

英軍艦の黒海航
行　国際秩序の
擁護を見習え

土石流の原因究
明し再発防げ

デジタル課税大枠
合意　不公平是
正へ各国連携を

大麻「使用罪」
若者の乱用に歯
止めかけたい

医療的ケア児　地
域で支え合う体制

を

熱海で土石流　各
自が避難行動考

えて
感染再拡大　ワク
チンの戦略的配

分を

政権は都議選の
民意を重く受け止

めよ

ワクチンの供給体
制　国が調整し混

乱の収拾を

熱海で土石流　被
災者の捜索に全

力を尽くせ

豪雨災害　最大
限の警戒が必要

だ
藤井棋聖の快挙
「考える」姿勢に

学びたい

東証の新市場が
問う経営の質

遺産の寄付と社
会貢献　志生かす
環境を整えたい

日銀短観改善
力強い回復とはま

だ言えない

景況感の改善
先行きは楽観視

できぬ
プラごみ削減　レ
ジ袋の「次」へ加

速を

西日本豪雨３年
「命を守る行動」

の徹底を

ワクチンを加速し
つつ行動制限の

継続を

五輪・パラの学校
観戦　子供の安
全優先し中止を

三菱電機不正
新たな経営体制
で膿出し切れ

泊原発審査　再
稼働への課題尽

きぬ

「三六災害」６０年
大惨事を語り継い

で

芸術と行政　自由
の芽、力で摘むな

三菱電機の不正
辞任を機に膿を出

し切れ

性懲りもない三菱
電機の不正

不妊治療の保険
適用　丁寧な議論

が欠かせない

オンライン診療
医師との信頼築き

活用したい

三菱電機の不正
企業統治　欠如

明らかだ

続く人口減少　社
会の構造を変え

ねば
三菱電機不正

「またか」では済ま
ない

登下校の安全
児童守る対策の

徹底図れ

法人課税の最終
合意へまだ課題

が残る

感染再拡大と五
輪　速やかに無観

客の決定を

経産官僚逮捕
倫理観欠如、早

急に正せ

児童５人死傷　危
険な通学路洗い

出せ
中国共産党　誰
のための統治な

のか

中国共産党に祝
電　二階氏は恥を

知らぬのか

「車優先」脱し子
どもを守ろう

三菱電機で不正
35年　無責任な経

営にあきれる

児童死傷事故
通学路の安全対

策急務

島サミット　環境
問題の縮図として

2021/7/14
防衛白書　中台
情勢の見極め冷

静に

大学入試改革
頓挫の原因を検

証せよ

ワクチン接種減速
／不安解消へ国

の努力足りぬ

2021/7/17
臨時国会の召集
迷走政権の監視

が必要だ

老朽原発の寿命
延長策　安全軽

視、無責任すぎる

仙台市長選あす
告示／山積する

課題　活発な論戦
を

2021/7/20
経産官僚の詐欺
背景にある組織

のひずみ

熱中症対策　マス
ク着用、臨機応変

に

鳥獣被害対策／
動物と農山漁村

の共存を

2021/7/15

2021/7/18
五輪の感染対策
選手包む「バブ

ル」に懸念

最低賃金引き上
げ　中小企業の支

援に力を

「愛される中国」
の正体　週のはじ

めに考える

最低賃金２８円
アップ／政権主導
の決定　禍根残す

教員の免許　更
新制やめ現場大

切に

2021/7/19

文化芸術活動へ
の助成／創作の

自由度　狭めぬ運
用を

相次ぐ方針撤回
政府の強権に国

民の怒り

「黒い雨」原告再
び勝訴　国は一刻

も早い救済を

東北で進む地銀
再編／地域経済
再生　けん引役に

2021/7/16
「黒い雨」原告勝
訴　国は再び救
済を迫られた

バッハ氏の広島
訪問　核廃絶誓う

気あるのか

国際課税強化
巨大IT企業を網

の中に

ＮＨＫ経営委　放
送法守らぬ者は

去れ

西村氏「圧力発
言」撤回／混乱収
束　人心一新して

こそ

中国共産党100年
問われる政治の

改革開放

ワクチン接種の混
乱　調整急ぎ、置

き去り防げ

米ロの雪解けを
待つ

ＦＩＲＥムーブメント
／高まる関心　労

働環境反映か
2021/7/4

７月の豪雨　警戒
と対策を強めたい

2021/7/7

宣言下で五輪開
催へ　感染爆発
防ぐ対策見えぬ

コロナ緊急事態
五輪「無観客」は
大失態だ　宣言は
４回目を最後とせ

よ

2021/7/10

2021/7/11
西村氏の発言

信頼が失われる
ばかり

冤罪被害の救済
国は再審制度の

改革急げ

熱海土石流と盛り
土　もはや人災で

はないか

力を与える灯守り
たい　週のはじめ

に考える

被買収１００人不
起訴／検察の判
断　不公平過ぎる

1都3県無観客
「安心な五輪」に

は程遠い

「無観客」五輪
開催意義、正面

から語れ

被買収１００人不
起訴／検察の判
断　不公平過ぎる

コロナ下の賃金
所得増と成長の

好循環を

2021/7/8

東京都議選　自
民党に政権不信

の逆風

西日本豪雨３年
教訓と備え、心に

刻もう

東京都議選と各
政党／民意と捉
えて衆院選に臨

め

現金受領１００人
不起訴　犯罪なぜ

見過ごすのか

五輪５者協議再
開催へ／全て無
観客が現実的対

応だ

2021/7/5
減り続ける人口
地域が持続でき

る戦略を

熱海で土石流　救
助と被害把握を急

げ

刑事手続きのＩＴ
化／国民の権利

主眼に議論を

2021/7/9
東京に緊急事態
地方への波及食

い止めよ

「核兵器」司法判
断２５年　国際法
違反、今や明白だ

都に４度目「緊急
事態」／名ばかり
にしてはならない

緊急事態宣言下
の五輪　「安心安
全」の状況にない

河井事件と検察
納得できぬ受領

側不起訴

骨太の方針　財
政の裏付け見通

せず

熱海の土石流災
害／自助力高め
早めの避難を

2021/7/6

休み

2021/7/13
飲食店への要請
「脅し」では反発

招くだけ

国際課税ルール
合意てこに不均衡

正せ

西村経済再生相
の発言／締め付
け　もはや逆効果

だ

2021/7/3
三菱電機の不正
顧客と社会への

裏切りだ

復興事業で脱税
構造的不正、全

容解明を

石炭火力の輸出
／支援終了を機
に全廃目指せ

2021/7/2

中国共産党１００
年　強国路線拡
大には無理があ

る

職域接種の迷走
思惑先行、見通し

甘過ぎる

三菱電機検査不
正　信頼揺るがす

裏切りだ

米中対立と経済
安保／豪韓と連

携　板挟み回避を

2021/7/22 盛り土の底に危
険の萌芽

　
「有事」防ぐ努力

を
と　海の日に考え

る
／功罪に目向け
慎重な運用を

五輪再生の出発
点に

　
せるのか　原発の
新増設から逃げ

るな

2021/7/21
日韓の首脳外交
関係改善への意

思を示せ

開会式の作曲担
当辞任　五輪理

念、なぜ分からぬ

被災地で五輪競
技開始／「復興」
の理念　諦めず発

信を



経済の回復へ油
断は禁物だ

中国共産党は世
界との溝埋める努

力を

コロナ治療薬　迅
速な確保に向け

準備を急げ

デルタ株初確認
感染抑止へ水際

万全に

中国の原発事故
責任ある情報開

示を
大学入試改革

失敗の反省を受
け継げ

経済の回復へ油
断は禁物だ

経産官僚逮捕
目を覆うほどの倫

理感欠如だ

中国共産党１００
年　強権に頼らず

民主化を

三菱電機不正
安全性軽視が甚

だしい
経産官僚逮捕

納税者への裏切
りだ

投稿判事を訴追
品位欠く発信許さ

れない

生産性向上へ裁
量労働制を広げ

よう

通学路の死亡事
故　リスク減らす

交通対策を

株主総会　ネット
も活用し対話を深

めよ

農水省鶏卵汚職
吉川被告が自ら

説明を

五輪の水際対策
「安全安心」に募

る不安
基地騒音判決

地域の声を受け
止めよ

種苗法違反事件
新品種守り海外

流出防げ

課題解決へG20
は接点探れ

NHK異例の役員
人事　政治の関
与なかったのか

北極海の利用
国際ルールの確

立が急務だ

寿都対話の場
民意集約の会で

はない

西尾市式ＰＦＩ　理
解得られる解決

策を
鶏卵汚職　生産
者偏重ゆがむ農

政

経産官僚の詐欺
信頼失墜させた

罪は重い

企業は多様な株
主と建設的な対

話進めよ

ヘイトスピーチ法5
年　差別なくす努

力をさらに

五輪の感染対策
これで安全に開催

できるのか

職場接種の休止
再開見通し示す

べきだ

ミャンマー選手
日本は難民認定

せよ
原発の再稼働

地域の将来像、
議論を

経産官僚の詐欺
信頼失墜させた

罪は重い

問われる大学共
通試験の機能

経産省キャリアの
逮捕　国民欺いた

モラルの欠如

ネットの危険　子
供を守るのが社

会の責務だ

東芝株主総会
企業統治の改革

が急務

経産官僚の逮捕
劣化の度が過ぎ

ないか
石炭火力輸出

撤退し、国内も削
減を

子供の接種　感
染予防に学校の

活用を

コロナ後にらみ流
通は海外事業拡

大を

職場でのワクチン
接種　混乱収め格

差生まぬよう

先端技術の競争
米欧連携で中国
の支配を防げ

老朽原発再稼働
既成事実化は許

せない

イラン大統領選
革命理念が揺れ

ている
東芝の蹉跌　「敗
北」の根源直視せ

よ

石炭火力の見直
し　高性能技術を

棄てるのか

制度揺るがす経
産官僚の犯罪

文化芸術への助
成　表現萎縮させ

ない運用を

医療的ケア児　親
の離職なくす支援

急ぎたい

企業のパワハラ
経営者は根絶へ

行動を

老朽原発再稼働
寿命にはあらがえ

ない
みずほ障害の調
査　「人災」の経
営責任は重い

エネルギー政策
の議論を停滞させ

るな

東京五輪の水際
対策　「バブル方
式」欠陥が露呈

衆院選区割り　人
口変動踏まえ適

切に見直せ

骨太方針　問題
先送り見過ごせぬ

国勢調査　人口
減に耐え得る社

会を

大きな転機迎えた
米独禁政策

イラン大統領に強
硬派　核合意の
維持が最優先だ

放送外資規制
違反を許さぬ厳格

な審査に

大学共通テスト
改善へ検証欠か

せない

都議選告示　くら
し一変、重い一票

東芝の株主総会
経営の混乱を食

い止めよ

個人と企業のお
金を経済活性化

に生かせ

東京都議選が告
示　コロナと五輪

が問われる

東芝株主総会
企業統治への不

信が極まった

リンゴ日報廃刊
言論の封殺認め

られぬ

巨大イカ像　自治
力が問われてい

る
職域接種　状況
の変化　十分説

明を

国軍トップの訪露
「血の弾圧」に加

担するな

防災情報の発信
は効果的に

東芝議長の再任
否決　統治の不
全が混乱招いた

東京都議選告示
コロナと五輪以外

でも論戦を

サイバー捜査　権
限の明確化が必

要だ

東京都議選告示
コロナ・五輪、政

策競え

最低賃金　引き上
げの歩み回復を

蘋果日報「休刊」
香港を死なせてい

いのか

東芝は経営立て
直しと責任追及を

進めよ

りんご日報の廃刊
許されぬ香港の

言論封殺

美浜原発再稼働
安定供給に４０年

超運転も必要

夫婦別姓認めず
時代にそぐわぬ

判断だ

リンゴ日報廃刊
言論の自由死な

せるな
女性の政治参加
ハラスメント防が

ねば

職場接種　態勢
立て直し普及を急

げ

人口減少が迫る
改革を早く

立花隆さん死去
調査報道の道開

いた巨人

香港紙の廃刊
言論封殺は度を

越している

東京都議選告示
「小池政治」問う

論戦を

夫婦別姓認めず
足踏みはいつま

で続く
赤木ファイル　佐
川氏は真相を語

る時

夫婦同姓は合憲
家族制度の原則

を守った

サイバー対策の
中核担う直轄組

織に

夫婦同姓合憲
最高裁は議論を
国会に委ねた

赤木ファイル　改
ざん経緯再調査

せよ

岡口判事の訴追
つぶやく自由はど

こに
同姓は「合憲」

国会が背負う重い
責任

美浜３号機再稼
働　４０年超原発
の期待は高い

不透明な中国の
原発情報公開

沖縄慰霊の日
国と県は基地負
担減へ対話を

寿都町長選　核ご
み論議深める場

に

赤木ファイル　司
法の場で真相究

明を
沖縄慰霊の日　７
６年なお続く傷の

痛み

「赤木ファイル」
国は真摯な対応

に努めよ

夫婦別姓の議論
を国会に促す最

高裁決定

「赤木ファイル」の
開示　良心踏みに

じった異様さ

コロナと女性　働
き方の課題が表

面化した

沖縄慰霊の日
国の不条理許さ

れない
４０年超原発　教
訓を忘れず廃炉

に

沖縄慰霊の日
史実に沿った平

和伝承を

土地規制のルー
ルを明確に

きょう沖縄慰霊の
日　歴史見つめて

痛み共有を

赤木ファイル　現
場の抗議無視し

改ざん強要

五輪の観客上限
命と健康優先し再

考を
五輪の観客　科

学置き去りの独善
だ

東京五輪に観客
政府は国民に理

解求めよ

最低賃金は根拠
を明確に語れる

改定を

五輪の「有観客」
方針　安全軽視
の無責任な判断

五輪１万人収容
観客の直行直帰

を徹底したい

米国の金融政策
「出口」へ細心の

注意を

静岡県知事４選
リニア膠着打開の

道は
イラン核合意　現
政権で再生の妥

結を

イラン大統領選
強権陣営の動き

に警戒を

常軌を逸した香港
の言論弾圧

東芝株主総会へ
の介入　経産省
の調査が欠かせ

イラン大統領選
反米強硬路線で
は安定保てぬ

日本製紙撤退
釧路だけの問題

でない

五輪観客上限　な
し崩しの拡大許せ

ぬ

ＳＢＩ子会社　見逃
されたずさん経営

東芝の株主対策
経済安保を考える

機会に

五輪開催に向け
て万全の感染対

策を

骨太方針と国民
生活　不安に応え

る展望を欠く

ミャンマー情勢
不介入は軍統治

の追認になる

道議会答弁調整
廃止に踏み切る

べきだ

イスラエル連立
和平機運を醸成し

たい
土地規制法　恣
意的運用に歯止

めを

生活困窮者の増
加　再起支える適

切な施策を

イランは核合意の
対話続けよ

デジタル教科書
「学びの質」高め

る活用を

納税の電子化
工夫の余地はま

だあるはずだ

土地規制法成立
恣意的運用認め

られぬ

河井被告に実刑
巨額資金の闇も

解明を
新大西洋憲章

米英と協調し「民
主」守れ

米FRBは市場との
対話に万全を尽く

せ

バイデン・プーチ
ン会談　実効性あ
る核軍縮が必要

米国の金融政策
緩和規模の縮小

を慎重に探れ

道のコロナ対策
緩和への不安尽

きない
骨太方針　コロナ
克服の確信持て

ぬ

LGBT法案の歩み
止めるな

みずほ銀の障害
報告書　顧客軽

視を改められるか

育児休業法改正
男女が共に子育

てする社会に

米ロ首脳会談　対
話重ね核軍縮推

進を
元法相に実刑　不
信の払拭　遠い道

のり

米露首脳会談
プーチン氏の増長

を阻め

官民の賢い投資
でコロナ後の成長

探れ

河井元法相に実
刑判決　買収の
全容なお未解明

骨太方針決定
目標の羅列では

意味がない

大戸川ダム　流域
治水の先達として

香港の新聞　真
実伝える決意を尊

ぶ

河井元法相に実
刑　党の無責任
体質も猛省を

経産省の居直り
は許されない

土地利用規制法
の成立　恣意的
運用防ぐ仕組み

河井元法相実刑
類を見ない買収
工作を断じた

五輪への提言
尊重して対策に生

かせ
五輪開催に専門
家提言を最大限

生かせ

緊急事態解除
感染再拡大の前

例繰り返すな

緊急事態解除へ
同じ轍踏む恐れ

がある

米ロ首脳会談　世
界の安全に責任

持て

元法相への実刑
判決の重み

米露首脳会談
関係改善への小

さな一歩だ

旭医大学長辞意
真相を究明し再出

発を

緊急宣言を解除
感染再拡大は防

がねば
カルテ開示判決
国際基準踏まえ

改善を

「緊急事態」後の
制限緩和は段階

的に

通常国会が閉会
首相の独善変わ

らぬまま

通常国会閉幕
難局克服への議

論が足りない

ワクチン接種　官
と民の力を合わせ

て
延長せず閉会　国
会軽視の根深い

体質

米ロは世界の安
定に責任を

向き合わぬ日韓
首脳　事態打開
の意思が見えぬ

認知症の新薬
実用化へ効果を

見極めたい

土地規制法成立
白紙委任はできな

い

イスラエル　分断
修復の道、模索を

中国の原発事故
習政権は詳細を

公表せよ

国会は閉会中審
査で懸案の議論

深めよ

イスラエル新政権
地域の安定取り

戻す機に

東芝役員退任
混乱の収拾は容

易ではない

公務員定年延長
優遇批判招かぬ

対応を

国会きょう閉会
国民が見えている

のか
経産省と東芝　説
明責任を軽視す

るな

線状降水帯の情
報　早めの避難で

命を守ろう

NATOは民主陣営
の防壁だ

日本芸術院に新
ジャンル　多様な
文化支える改革を

イスラエル政権
「寄り合い所帯」
は機能するか

旭川医大学長
疑惑への説明が

必要だ

ＮＨＫ経営委　議
事録公開に応じよ

Ｇ７サミット　信頼
回復へ宣言実行

を

大規模接種の能
力を最大限生か

す工夫を

G7の対中国政策
世界の分断招か

ぬように

Ｇ７首脳宣言　民
主主義諸国の結

束を示した

Ｇ７の中国政策
結束を対話につな

げよ

協調路線のＧ７
地球規模の課題

克服を
改正瀬戸内法

豊かな海へ運用
慎重に

日韓は地域安定
へ対話探れ

プラごみ削減の新
法　使い捨てから

循環経済へ

危険なバス停　優
先度に応じて迅速

な移設を

石綿給付金法
企業の救済参加

が鍵だ

東芝総会と政府
関与の有無説明

せねば
2021/6/14

アルツハイマー病
新治療薬の審査

を迅速に

G7の再生を世界
の安定につなげよ

骨太方針と感染
症対策　コロナの
教訓が見えない

Ｇ７サミット　多国
間協調の再生を

主導せよ

東芝調査報告書
「政府の介入」解

明急げ
パワハラ防止　企
業は社会的責任

果たせ

存在感あるイスラ
エル政権に

法人税率でG7合
意　不毛な減税競

争終える時

インドのコロナ
新たな感染爆発

を防ぐ教訓に

男性版産休新設
職場で取得促す

努力を
東芝と株主　経産
省は関与の説明

を

蔓延防止措置解
除　緩みへのサイ

ンとするな

渡航用ワクチン証
明書の発行へ準

備急げ

法人税率でG7合
意　不毛な減税競

争終える時

改正国民投票法
憲法論議に本腰

を入れる時だ

改正国民投票法
改憲論議急ぐ大

義ない

改正国民投票法
問題点が置き去り

だ

国民投票法　ＣＭ
規制、議論深めよ

経済安全保障
対中リスクの備え

強めよ

中小企業もサイ
バー防衛を

会期末迫る国会
首相に強く延長を

求める

東芝調査報告書
総会に国の介入

はあったのか

学校の防犯対策
訓練重ね備えを

万全に

コロナと鵜飼　伝
統の灯を守るため

に
ワクチン格差　是
正は先進国の責

務だ

出生率１．３４　政
治の責任で対策

を急げ

東芝と経産省は
統治改革の信頼

を損ねた

男性の育休制度
拡充　取りやすい

職場増やそう

職場でワクチン
打ち手の確保に

知恵を絞れ

ＪＲ赤字最悪　経
営に危機感ある

のか

出生数最少に　生
活不安を解消せ

ねば

半導体の新戦略
日本の強み生か

し再興を

2021/6/23

2021/6/27
骨太方針　肝心な
ことが抜けている

島根原発２号機
「合格」　住民の
不安に目向けよ

羹（あつもの）に
懲りて羹を吹く

週のはじめに考え
る

岩手競馬薬物問
題／原因究明さ
れず　残る疑問

五輪感染対策
「穴」次々　健康ど

う守る

2021/6/25

2021/6/26

赤木ファイル　な
ぜ再調査を拒む

のか

「骨太の方針」決
定／公平性重視
の経済社会を

医療的ケア児　支
援を社会の「責

務」に

2021/6/22
五輪まで1カ月

国民の強い不安
直視せよ

老朽原発の再稼
働／原則４０年
なし崩しに懸念

2021/6/21

2021/6/24
赤木ファイル開示
第三者の再調査

を求める

沖縄慰霊の日
悲惨な歴史、共有

したい

「赤木ファイル」開
示／森友問題

再調査に生かせ

夫婦別姓再び認
めず　時代に背を

向けた最高裁

「女性政治参
画」法改正　追
い風生かし障壁

崩せ

ワクチン接種と差
別／打たない自

由　認める社会に

沖縄慰霊の日
歴史知らねば寄り

添えぬ

夫婦同姓「合憲」
国会の議論、待っ

たなし

政府の孤独・孤立
対策／地方移住
支援の新たな柱

に

五輪まで１カ月
誇れる大会にでき

るか

菜の花さんの問
い掛け　沖縄慰霊

の日に

五輪開幕まで１ヵ
月／有観客対応
国民に発信を

米ロの核軍縮　首
脳合意を土台に

進めよ

香港紙の廃刊
言論封じた中国

の「暴政」

2021/7/1

中国共産党百年
長期独裁体制を
警戒せよ　今も続
く人権弾圧を許す

な

熊本豪雨1年
「治水の限界」知

り備えを

最低賃金の改定
議論　引き上げの

環境、整えよ

若手キャリアの逮
捕／経産省　倫
理崩壊が深刻だ

中国共産党の100
年　分断を招く大

国では困る

2021/6/30
五輪開催、もっと

説明を

半導体戦略　競
争と連携、したた

かに

宮城産生カキ出
荷延長／本格運
用へ衛生対策徹

底を

安倍氏と原子力
政策／「転向」の
訳　国民に説明を

レジ袋有料化１年
脱プラへ抜本策を

探れ

2021/6/29
土地利用規制法
私権制限の歯止

め必要だ

2021/6/28
脱炭素社会　風

土に合う施策で実
現を

出生数最少　生
活不安、まず解消

せよ

ファスト映画／コ
ロナ禍に便乗　一

掃図れ

2021/6/15
G7サミット　多国
間協調を実践で

示せ

Ｇ７サミット　対中
国、足並みそろう

か

Ｇ７「対中」首脳宣
言／地域の緊張
高めぬ努力を

Ｇ７サミット　中国
抑止へ行動の時
だ　民主主義陣営

の結束示した

2021/6/16
東芝の株主総会
国の不当介入な

かったか

東芝、株主への
圧力　政官との癒

着、解明せよ

再拡大懸念下の
解除　五輪リス

ク、首相は直視を
2021/6/18

緊急宣言の解除
五輪開催に協力
を求めよ　ワクチ
ン迅速化がカギを

握る

コロナ禍の中の五
輪　国民の安全
確保が大前提

2021/6/20
米ロ首脳会談　大
国の誇り掲げるな

ら

宣言解除と東京
五輪　無観客での

開催を求める

緊急事態解除へ
再拡大防止へ緩

みは禁物

米露首脳会談
対話続け核軍縮

進めよ

「緊急事態」解除
へ／足元の状況
は不安だらけだ

プラごみ対策に新
法／総量削減へ

道筋を探ろう

2021/6/17
通常国会閉幕

懸案は山積、政
権は逃げた

通常国会閉会
議論封じは許され

ない

処理水の意見聴
取／福島県民の
声をすくい取れ

通常国会閉幕
言論の府劣化に

歯止めを

2021/6/19
五輪のリスク　専
門家の警告を尊

重せよ

河井元法相に実
刑判決　カネも
らった罪も問え

土地利用規制法
／恣意的な運用

許されない

元法相に実刑
安倍氏は任命責

任果たせ

五輪観客「１万
人」　リスクをもっ

と顧みよ

都議会を討論の
広場に　週のはじ

めに考える

大学発ベンチャー
／東北の「知」で

産業起こしを

ヘイト解消法５年
根絶への行動強

めねば

仙台・時短営業解
除／感染防止

基本に立ち戻ろう

国会会期末　延
長しコロナに対応

せよ

認知症の新薬
効果と課題を見極

めよ

流れる水は腐らな
い　週のはじめに

考える

司法改革２０年
未完の歩み　つな

ぐ使命

2021/6/11
介護施設の感染
「弱者」救済へ対

男性の育休　職
場の風土から変

五輪開催と感染リ
スク／具体的軽

　

雲仙・普賢岳噴火
３０年／教訓を生
かし火山に備えを

休み

2021/6/12

2021/6/13

改正国民投票法
公平公正な民意

の反映を

人権決議の見送
り　時が止まった
国会なのか　中国
におもねる姿勢改

めよ



骨太方針原案
負担の論議　本

格化を

Ｇ７サミット　中国
抑止へ今こそ結

束を

子ども庁は幼保
一元化前提に

豪雨と防災情報
避難行動に役立

つ運用を

農業の環境戦略
有機栽培で脱炭

素の後押しを

ウイグル族弾圧
中国は調査受け

入れを

パワハラ自殺　再
発防止に力尽くせ

党首討論　首相
の言葉が響かな

い

党首討論　ワクチ
ン邁進が最優先

だ

ワクチンの職場接
種を着実に進め

たい

党首討論と五輪
開催の意義を語

れぬ首相

党首討論　五輪
開催へ情熱と具

体策語れ

党首討論　やはり
肩透かしだった

職場でワクチン
不公平が生じない

よう
日韓歴史問題

外交解決の責任
果たせ

高齢者２割負担
医療体制を抜本

改革せよ

中国に秩序ある
宇宙開発促せ

G7サミットと世界
格差是正への責

任は重い

池田小事件２０年
学校の安全を再

確認したい

ワクチン接種　混
乱回避へ対策丁

寧に

党首討論　疑問に
答えぬ不誠実

天安門と香港　力
ずくで歴史は消せ

ぬ

「徴用工」賠償却
下　文政権の責
任で解決急げ

国民の疑問に応
える党首討論へ

改革を

トヨタのパワハラ
自殺　企業の意
識改革で根絶を

日韓世論調査
文氏は改善望む

声に耳傾けよ

稚内の漁船拿捕
海の安全へ日ロ

協議を

元徴用工訴訟
外交解決しか道

はない
米軍ヘリ事故　動
かぬ政府　深まる

不信

国際法人税改革
適正負担求める

合意図れ

定着させたい男性
の育休取得

池田小事件から
20年　安全な学校

問い続けたい

菅原氏略式起訴
政治不信を深め
た責任は重い

徴用工請求却下
日韓関係改善へ

動く時

専門家の警鐘　な
ぜ真剣に向き合

わぬ
武田総務相　改
革を阻む言行不

一致

政権ど真ん中に
規制改革を置き

直せ

笹生選手の全米
女子V　新世代の
快挙たたえたい

半導体戦略　国
家事業として体制

立て直せ

Ｇ７と国際課税
最終合意へ議論

主導を

池田小事件２０年
天国の８人に誓い

たい
池田小事件２０年
子の安全確かな

ものに

パワハラ撲滅は
社長が先頭に

菅首相あす党首
討論　逃げの答弁

は許されない

笹生メジャーＶ
日本のレベルを世

界に示した

７５歳以上医療費
抜本改革へ対応

を急げ

半導体不足　安
定供給へ知恵集

めて
中国の人口　出
産の制限を全廃

せよ

韓国の言論弾圧
対北ビラ法の撤

回を迫れ

G7の法人税改革
案で国際合意を

急げ

急増する米国の
銃犯罪　負の連

鎖を断ち切らねば

国産ワクチン　政
府主導で早期に

実用化せよ

元教授拘束２年
中国は早期解放

すべきだ

女性のリーダー
文化・芸術だけで

なく
ワクチン開発　反
省踏まえ基盤固

めを

池田小事件２０年
反省が生かされ

ていない

「行政ゆがめた」
責任は重い

動き出す地銀再
編　地方経済支え

る青写真を

ネット融資仲介
高い利回りにはリ

スクも伴う

供給網のリスク
世界規模想定し

対策を

困窮世帯支援策
実情踏まえて練り

直せ
英ＴＰＰ交渉入り
日本の主導で加

盟実現を

WHOの迅速な改
革へ日米欧が協

力を

空襲被害者の救
済法　なぜ自民は

動かないのか

高齢者医療費
持続できる制度へ

改革続けよ

安保法違憲訴訟
判断を避けてはな

らぬ
世界文化遺産

縄文時代の輝き
を未来へ

高齢者医療の見
直し続けよ

コロナ禍とＷＨＯ
立て直しへ協調す

る時だ

趣味の撮影　マ
ナーを守るのが大

前提だ

デジタル賃金　安
全性の確保が大

前提
半導体支援策

経済合理性も見
極めよ

中国海警船の徘
徊　自衛隊と海保

の増強急げ

中国はまず3人産
める社会環境整

備を

総務省の接待問
題調査　行政ゆが
めた責任は重い

総務省接待調査
放送行政のゆが

みを生んだ

エア・ドゥ統合　経
営モデルに独自

色を

土地規制法案
懸念残して成立

急ぐな
ＮＨＫ経営委　議
事録隠しを続ける

愚

ミャンマー情勢
国軍は対話から

逃げるな

ドローンを社会課
題の解決に

天安門事件と香
港　歴史の継承
許さぬ弾圧だ

高校「情報」必修
専門教員不足の
解消が急務だ

総務省接待調査
さらなる検証が必

要だ

静岡県知事選　リ
ニア以外でも論争

を
米国の銃問題

命を守る政治はど
こに

ワクチンサミット
質と量伴う支援を

世界へ

出生率1.34の危
機克服にあらゆる

対策を

普賢岳の大火砕
流３０年　災害の
重い教訓忘れま

英ＴＰＰ交渉　早
期加盟へ日本が

牽引役に

五輪開催の判断
専門家の声に耳

傾けよ

天安門事件　香
港に強いる記憶

封印
線状降水帯　危
機感が伝わる発

信を

天安門事件３２年
二重の国家犯罪

を許すな

電力不足の解消
へ万全を期せ

米新政権の予算
教書　「大きな政
府」が試される

困窮者支援　安
全網の強化で暮

らしを守れ

コロナワクチン
途上国への供給

加速を

菅原氏議員辞職
政治の腐敗が目

に余る
雲仙・普賢岳　３０
年前の教訓をい

まに

政治とカネ　歳費
返還へ法改正を

急げ

ワクチン戦略で今
度こそ有言実行

せよ

五輪のリスク評価
分科会の意見聞く

べきだ

航空会社再編　コ
ロナ禍を耐え抜く

有効策に

道内の人口減少
暮らしの糧支える

策を

雲仙火砕流３０年
火山大国の課題

今なお
土地規制法案

懸念に応える審
議を

武漢の研究所
徹底した再調査

が必要だ

東証時間延長だ
けで終わるな

菅原議員が辞職
願　長期政権のお

ごりの末に

大坂全仏棄権　よ
り良い競技へ対

話が大切だ

菅原氏辞職へ
遅きに失し説明も

欠く

里見女流王位
失意をはねのけ

新記録
電力不足予想

需給の安定へ抜
本策を

ワクチン支援　い
ち早く台湾に提供

せよ

価格メカニズム生
かし鉄道利用の

分散を

ワクチンの長期戦
略　投資と人材育

成を着実に

ＷＨＯ総会　体制
強化へ日本の役

割は重い

土地規制法案
国会軽視の衆院

通過だ

ヘイト法５年　続く
差別に対抗せね

ば
菅原氏辞職へ

自民の無反省に
驚く

大坂の全仏棄権
復帰へ周囲の支

えを願う

選挙に絡む不祥
事の根を断て

公立病院とコロナ
禍　再編方針は
見直すべきだ

線状降水帯　新
情報で豪雨被害

を防ぎたい

ハンセン病政策
差別解消へ十分

でない

女性の生理　痛
みをくみ取る社会

に
トイレ制限判決

性自認　尊重する
職場に

ストーカー規制法
真に被害者を守

る改正を

脱炭素に備え希
少金属の確保を

多面的に

脱炭素目標の法
制化　官民が発
想変える契機に

尖閣諸島警備
切れ目のない体
制で領域守れ

香港の選挙変更
「中国化」認めら

れない
最低法人税率

減税競争に終止
符を

露の日本漁船連
行　全乗組員を即

時解放せよ

デジタル時代の教
科書とは

米中の通商協議
再開　世界経済
の回復に責任を

日本芸術院　存
在意義高める改

革が必要だ

わいせつ教員　新
法運用へ態勢強

化を
温暖化対策法

実質ゼロの歩み
加速を

孔子学院　国は
情報公開義務付

けを

ワクチン普及へア
ストラ製も適切に

使え

米国社会と差別
克服への努力を

粘り強く

中国の人口問題
足元の安定を維

持できるのか

ＬＧＢＴ法案　成立
断念は納得でき

ぬ

国産ワクチン　命
を守る態勢の強

化を
契約の電子化

消費者保護に逆
行する

改正少年法　玉
虫色の決着に反

省促す

採用ミスマッチ防
ぐ対話を

教員の性暴力防
ぐ新法　実効性あ
る運用が不可欠

電力不足予想
供給増やす効果

的な対策を

銀行の業務拡大
地域支える役割

第一に

こども庁構想　器
だけに終わらぬよ

う
わいせつ教員　法
の厳格運用で子

供守れ

出生の反転増加
へ若者らを全力で

支えよ

土地利用の規制
法案　私権制限
の歯止め足りぬ

デジタル教科書
学習効果と課題を

見極めたい

ベラルーシ　国家
的犯罪の強制着

陸
強制着陸　ベラ
ルーシの暴挙許

すな

高速道は永久有
料にすべきか

米当局がアマゾン
提訴　透明性向
上が求められる

東証時間延長
世界の投資を呼

び込みやすく

緊急事態宣言
現行策の継続で

十分か
教員の性暴力

子の被害広げぬ
ために

法改正バネに温
暖化ガスの削減

加速を

緊急事態延長　ワ
クチン接種に全力

を挙げよ

緊急事態宣言延
長　局面打開へ

抜本対策を

香港国安法１年
真綿で首を絞める

よう
宣言再延長　難

局乗り切る戦略示
せ

介護保険料の上
昇を抑えたい

児相職員逮捕
保護した少女の
信頼裏切った

改正少年法　更
生図る理念忘れ

ずに

緊急宣言再延長
強いる「我慢」に

報いよ
ベラルーシ　空の
安全を脅かす暴

挙

今度こそ効果実
感できる感染防止

策を

ダムに依存しない
治水　住民の合
意形成が課題だ

介護保険料上昇
持続可能な制度
へ見直し急げ

自民１．５億円支
出　責任逃れは

言語道断だ

ミャンマー情勢
「軍政」の定着許

すな
ストーカー規制
加害者対策にも

本腰を

日欧連携を地域
安定に生かせ

アフガン情勢の緊
迫化　米国は和
平の立て直しを

新たな世界遺産
保全と活用をとも

に進めたい

「縄文」世界遺産
価値伝える工夫

が重要

改正少年法　「立
ち直り」の原則守

れ
代替イージス　議
論の土台を伏せ

るな

電力需給の逼迫
安定電源の確保

が急務だ

市場の力を脱炭
素社会への移行

に生かせ

ＬＧＢＴ法案と自民
党　差別を禁止す

るのが当然

東京五輪　開催
へ感染防止策を

徹底せよ

代替イージス艦
巨費負担　理屈に

合わぬ

ガザ停戦合意　米
国は中東和平再

建を
日米韓の結束

民主連合の価値
自覚を

安保理５大国　平
和への責任を自

覚せよ

有機農業の普及
へ具体策を

「宇宙強国」目指
す中国　成果に伴
う責任の自覚を

旅客機強制着陸
空の安全脅かす
国家の暴挙だ

石勝線事故１０年
技術革新で安全

確立を

わいせつ教員　再
発防ぐ退場やむ

なし
ＷＨＯの台湾排除
露骨な中国傾斜

をやめよ

ソニー復活が示す
ビジョンの大切さ

コロナ死者最多の
大阪　医療崩壊
の重すぎる教訓

改正少年法　更
生と処罰の両立

どう図るか

東北新社調査
総務省との癒着

解明を

電力不足見通し
安定供給へ連携

強化を
緩むスポーツ界
使命感持って行

動管理を

更生促す改正少
年法の運用を

強制着陸で記者
拘束　常軌逸した

国家的犯罪だ

水素エネルギー
割高なコストの低

減が課題だ

農業白書　「攻
め」偏重の脱却必

要

デジタル関連法
個人情報保護の

後退だ
ガザ停戦合意　和
平交渉の足がか

りに

全米プロゴルフ
大歓声を復活させ

たのは

日本銀行は気候
変動問題にも目

配りを

ワクチン接種の拡
大　目詰まりの解

消に全力を

大規模接種　ス
ピード重視で流行

を抑えよ

米の北朝鮮政策
非核化の具体的

戦略を

朝鮮半島非核化
北は交渉再開に

応じよ
大規模接種　自

治体と並行し着実
に

土地規制法案
骨抜きせず今国

会成立を

ユニクロと国際人
権リスク

バイデン・文会談
日米韓連携を固

め直す時

米韓首脳会談
北の非核化へ協
調が問われる

避難指示一本化
正確な情報提供

が肝心

ワクチン接種　混
乱回避に努め着

実に

震災の伝承　官と
民が手をつないで

入管法案見送り
長期収容の見直

し進めよ

「労働移動」に軸
足おく雇用安定策

を

米露外相会談
核軍縮を安定追

求の軸に

参院改革協議会
役割と権限の論
議を避けるな

コロナ下の教育
健康と学び、両立

急務だ

中国の高齢化
「未富先老」が現

実に

金融市場　点検と
警戒を十分に

国産ワクチン　国
際貢献視野に開

発促せ

記者拘束は国家
による犯罪だ

鉄道のラッシュ時
運賃　利用者本
位の議論が必要

上場企業決算
社会の変化捉え

新たな成長を

公文書法１０年
管理ずさん　体制

強化を

ＬＧＢＴ法案　「差
別禁止」は不可欠

だ
米韓首脳会談

「対北圧力」をな
ぜ言わぬ

大規模接種をワク
チン停滞の突破

口に

コロナの後遺症
若い世代も注意を

怠らぬよう

五輪開催の可否
冷静で合理的な

判断を
超満月の皆既食
基地建設の日も

遠くない

一刻も早い入管
行政の刷新を

児童養護施設
自立につながる
支援をしたい

「Ｋ字」決算　好業
績の還元が重要

だ
ミャンマー　国軍
は地域の合意守

れ

梅雨と防災　「水
害に備える日」新

設を

五輪への道筋を
示す明確な発信

を急げ

改正少年法の成
立　更生の原則
揺らがないか

わいせつ教員　厳
格な処罰で子供

たちを守れ

入院調整３千人
医療崩壊ではな

いのか

米の大きな政府
貧富の格差の是

正図れ

2021/6/8
池田小事件20年
教訓忘れず子ど

もを守れ

尾身氏の五輪発
言　政府は警鐘に

耳傾けよ

総務省接待調査
報告／首相長男
の役割　未解明だ

東京五輪　首相
は尾身発言に答
えよ　スポーツ界
の快挙見過ごす

な

2021/6/11 「弱者」救済へ対
策拡充を

　
場の風土から変

えよ
スク／具体的軽

減策　早急に示せ

2021/6/9
「過保護」を勧め
る訳　田中　敦子

最低法人税率Ｇ７
合意　国際連携で

税逃れ防げ

当選無効の議員
歳費／支給の在
り方　議論進めよ

2021/6/10
党首討論　国民
の疑問になぜ答

えぬ

２年ぶり党首討論
「丁々発止」促す

制度に

飲食店の感染対
策／自助努力報
われる仕組みを

2021/6/7
性的少数者　差
別解消へ法整備

進めよ

総務省接待の報
告書　許認可の
在り方見直せ

増える「在籍出
向」／雇用維持に

柔軟な対応を

2021/6/1
高齢医療負担増
公平で持続可能

な制度に

香港の選挙制度
見直し　高度の自
治、弾圧許せぬ

大切な命を守れる
のか　コロナ禍の

東京五輪

ＬＧＢＴ法案見送り
／差別解消に逆

行している

2021/6/2
普賢岳災害30年
火砕流の教訓を

語り継げ

電力需給の逼迫
安定供給へ最善

尽くせ

成人年齢引き下
げ／消費者被害
の追加対策急げ

2021/6/3
地銀の再編加速
地元の「宝」を掘

り起こせ

菅原前経産相辞
職へ　「説明抜き」

言語道断だ

「縄文」世界遺産
／保全と発信　万

全尽くそう

2021/6/4
福岡県教育委員
知事は人事の中

立性守れ

英のＴＰＰ加入交
渉　国内産業に影

響ないか

被災地での伴走
型支援／課題解
消へ制度化検討

を

2021/6/6
わいせつ教員　新
法を根絶への第

一歩に

大坂選手の「告
白」　心の健康、
理解の糸口に

変異株、追い詰め
るには　週のはじ

めに考える

農業分野の知的
財産／輸出拡大
の武器にしたい

７５歳医療費　将
来見据え改革加

速を

2021/6/5
政治とカネ　自民
党は緩みきってい

る

デジタル教科書
効果と課題を見極

めよ

災害時の氏名公
表／統一基準を
追求すべきだ

2021/5/30
旅客機強制着陸
独裁政権の許さ

れぬ暴挙

緊急事態延長
接種普及へ、戦

略を持て

「長っ尻」と民主主
義　週のはじめに

考える

公立学校教員の
確保策／理想と

現実　埋める努力
を

ＷＨＯ総会　中国
は台湾排除やめ

よ

2021/5/31
改正少年法　安
易な厳罰避ける

運用を

東北新社の接待
調査　行政ゆがめ

た疑念募る

「流域治水」関連
法成立／備えと
住み方　再考の

契機に

2021/5/28
電力ガス自由化
大手は競争拡大

妨げるな

ガザ停戦合意　和
平交渉再開の契

機に

わいせつ教員対
策法／性暴力根
絶につなげたい

東京五輪　開催
の努力あきらめる
な　菅首相は大会

の意義を語れ

2021/5/29
緊急事態延長

接種のスピードを
上げよ

地上イージス代替
案　疑問山積み、

白紙に戻せ

「緊急事態」長期
化／飲食店救済
医療の拡充急げ

緊急事態宣言の
再延長　五輪優
先の解除許され

ぬ

緊急宣言の延長
コロナ抑え込み加
速せよ　ワクチン
の打ち手確保を

急げ

米国の憎悪犯罪
人種差別の根絶

が急務だ
2021/5/27

ＬＧＢＴ法案　差別
許さぬ具体策こそ

まん延防止措置
／基準と意義　明

確にすべきだ

2021/5/22
ガザ停戦合意　国
際連携で和平構

ワクチン接種　供
給は見通し立った

「悪意の商標」排
除／ＲＣＥＰ機に

2021/5/24

2021/5/25
東京五輪・パラ

理解得られぬなら
中止を

生理の貧困　継
続的な負担軽減

策を

河井陣営への巨
額送金／真相解
明し説明責任果

たせ

【「全集中」し五輪
開催を】　藻谷浩

介さん

わいせつ教員　被
害根絶へ　手を尽

くせ

社会的養護の自
立支援／巣立ち
後も長く見守ろう

2021/5/23
介護保険料上昇
制度改革へ国民

的議論を

がん生存率調査
生活の質保てる

社会に

地域再生可能エ
ネ　週のはじめに

考える

食育推進基本計
画／生産現場を
見つめる機会に

東京五輪まで２カ
月　「安全・安心」

の根拠見えぬ

改正少年法　不
変の理念　沿う運

用を

2021/5/26
増える生活保護
コロナ禍に耐える

制度に

河井陣営への巨
費投入　安倍氏
の説明が必要だ

ガザ停戦合意／
和平交渉再開

糸口探ろう

夏の東京五輪
中止の決断を首

相に求める



コロナと子ども
社会全体で目を

配ろう

ワクチンの承認
打ち手確保へ対

応柔軟に

米韓同盟の強化
が必要な時だ

イスラエル・ハマ
ス停戦　合意順守
し和平の協議を

パレスチナ停戦
中東和平と向き合

う契機に

ガザの停戦合意
和平交渉　再開

が急務だ

ヤングケアラー
孤立させぬ支援を

早く
リコール不正　民
主主義への冒涜

だ

リコール署名偽造
正当な抗議歪め

る犯罪だ

地銀再編を広げ
サービス向上の

契機に

河井夫妻への１．
５億円　安倍氏が
説明をすべきだ

リコール不正　制
度の信頼を大きく

傷つけた

愛知の署名偽造
背景含め全容の

解明を

河井陣営に１．５
億　「関与せず」

通用しない
広島買収事件

根掘り葉掘り質さ
ねば

ユニクロ輸入停止
人権弾圧への姿

勢明確に

ガザ停戦を中東
和平につなげ

信楽鉄道事故３０
年　遺族の思い引

き継ぎたい

地熱発電　伸び悩
む現状を脱却でき

るか

デジタル課税　米
の歩み寄りを好機

に

自動運転　クルマ
との新しい関係

改正案廃案へ
入管の改革につ

なげよ

ワクチン架空予約
「報道の自由」に

値しない

米ロは首脳会談
を実現し安定に寄

与せよ

愛知リコール不正
事件　組織的関
与の解明が必須

地銀再編　経営
基盤を強化するモ

デルに

入管難民行政
人権重視へ根本

議論を

ＧＤＰ大幅下落
雇用への波及阻

みたい
欧州との連携　対
中　対話の努力

怠るな

国際機関トップ
日本人を送り込む

戦略を

コロナ禍で増す銀
行の責任

再びマイナス成長
に　悪循環脱却へ

政策転換を

入管法見送り　長
期収容の弊害是

正が必要だ

女性の政治参画
壁取り除く努力見

えぬ

リコール不正　稚
拙な犯行の罪は

深い
ＧＤＰ大幅減　感
染収束で本格回

復を

建設石綿判決
国は反省踏まえ

救済急げ

バランスの取れた
AIの活用ルール

を

ガザの武力衝突
激化　双方は攻
撃の即時停止を

ＧＤＰマイナス　好
調な企業は成長

への投資を

ＧＤＰマイナス　不
振業種に支援手

厚く

浜岡停止１０年
「脱原発」の先駆

けに
建設石綿被害

救済枠組みの確
立急げ

ＧＤＰ大幅減　格
差広げぬ経済下

支えを

北極海利用へ議
論を深めよ

入管法の改正見
送り　人権重視の

制度が必要だ

増える電柱　縦割
り排して地中化を

進めよ

ワクチン接種　速
やかな実施へ全

力を

入管法改正断念
人権軽視体質改

めねば
都倉新長官へ

文化の意義広く発
信を

中国の宇宙開発
責任なき強国化を

許すな

迅速なワクチン接
種が経済回復の

前提だ

建設石綿で最高
裁判決　幅広い救
済につなげたい

建設石綿判決
対策怠った国の

責任は重い

建設アスベスト最
高裁判決　救済
の仕組みを早急

アスベスト判決
命あるうちの救済

へ
変動鉄道運賃

導入の検討を前
向きに

大規模接種　自
衛隊に続く体制整

備を

石綿被害の救済
を急げ

大規模接種の予
約開始　見切り発
車の不備が露呈

パレスチナ衝突
地域紛争への拡

大を懸念する

東電新会長　安
全徹底し信頼回

復を

ワクチン予約　世
代超え幅広い協

力を
北極の利活用

観測体制の強化
が先だ

ＷＨＯ年次総会
中国の台湾外し

は不当だ

若者が働きやす
いテレワークの徹

底を

デジタル時代の終
活　引き継ぐ準備

を考えたい

買収目的会社
投資家保護の点
で問題が多い

終盤国会　問題
山積　幕引きでき

ぬ
経団連新会長

「社会の支持」得
るには

生命の安全教育
発達段階に応じた

指導を

個人情報の保護
体制を適正に

スコットランド独立
問題　信頼を醸成

し混乱回避を

地域の脱炭素
先進的取り組みを

全国規模に

土地規制法案
私権侵害の懸念

大きい
奄美など世界遺

産　生物多様性を
知る好機だ

企業は変革の手
を緩めず収益力

を高めよ

経団連のトップ交
代　社会的責任
果たす組織に

高齢者ワクチン
迅速な接種へ環

境を整えよ

奨学金過払い　返
還命令　常識的で

当然
五輪批判　選手
への攻撃は許せ

ない

ワクチン人材の確
保を急げ

入管法の改正案
一からの見直しが

必要だ

中国の不買運動
外国企業への卑

劣な圧力だ

デジタル法成立
監視社会の懸念

消えぬ
沖縄復帰４９年

アメとムチは通じ
ない

コロナ対策　「蔓
延防止」全国に適

用を

株価の乱高下に
備えリスク点検を

急げ

３道県に一転宣言
発令　政府の機
能不全あらわに

緊急事態拡大　ち
ぐはぐ対応で混乱

広げるな

緊急事態宣言
行政の信頼回復

を急げ

緊急宣言を追加
認識が甘くなかっ

たか
宣言一転拡大

専門知を生かす
転機に

がん１０年生存率
将来見据えた環

境整えよ

専門家と危機意
識の共有を

地方議会とオンラ
イン　本会議開催

の解禁検討を

スコットランド　英
国の一体性を揺

るがす民意

エア・ドゥ統合　地
域密着路線は維

持を

信楽事故３０年
教訓生かす組織

罰議論
浜岡停止１０年
災害念頭に脱原

発を

パレスチナ衝突
「全面戦争」回避

に努めよ

東芝は長期の成
長戦略で信頼回

復急げ

選手に向かう五輪
批判　根底に主催

者への不信感

サイバー攻撃　基
幹インフラをどう

守るか

コロナ後遺症　実
情把握し支援構

築を

ガザへの空爆　流
血阻止に力を尽く

せ
入管法改正案

採決強行は許さ
れない

日本医師会　コロ
ナ対応に全力を

注げ

ガザの武力衝突
は即時停止を

養護施設を出た
若者　自立支える

体制の構築を

避難計画　災害
弱者の逃げ遅れ

を防げ

弾圧続くロシア
強権統治は苦境

深める

ワクチン便宜　国
民裏切る不公平

だ
ガザ武力衝突　中
東の悲劇繰り返

すな

米の北朝鮮政策
完全非核化へ圧

力継続を

欧州と連携しイン
ド太平洋の安定

目指せ

デジタル関連法の
成立　個人情報
守る体制が急務

デジタル法成立
利便性を重視し改

革進めよ

中東情勢緊迫
報復の応酬、即

時停止を

インドのコロナ
日本の存在感が

薄い
ワクチン接種　国
が先頭で課題解

決を

デジタル庁発足へ
改革の全体像を

提示せよ

リスク直視した企
業監査を

奄美・沖縄、世界
遺産へ　自然との
共生学ぶ機会に

経団連新会長
国際課題への対
応が問われる

道産木材人気
販路増の好機に

したい

霞が関離れ　組
織の体質正す好

機に
五輪の可否　開
催ありき　破綻あ

らわ

経団連会長の交
代　改革路線の
継続が責務だ

日本社会をアップ
デートする基盤築

け

東京五輪と首相
答弁　国民の不
安募るばかりだ

インド変異型　水
際対策と監視を強

めたい

ワクチン接種　混
乱招く唐突な前倒

し

愛知に宣言拡大
東海地方も正念

場だ
日韓関係　首脳
自ら事態の打開

を

ワクチン接種　広
範な迅速化に全

集中を

人ごとでないイン
ド医療崩壊

高齢者のワクチン
接種　かけ声だけ

では混乱招く

五輪開催の賛否
選手を批判する
のは筋違いだ

経団連会長交代
経済の足元に目

配りを

国民投票法改正
改憲議論の環境

整わぬ
施設での感染　診
療所の役割をさら

に

雇用助成金の特
例　安全網の機
能縮小するな

ワクチン予約の混
乱を抑え円滑な接

種を

１０年で物価２％
未達　?かむりす
るのは無責任

東電新会長　社
員の意識を変革

できるか

赤木ファイル　真
相究明へ全面開

示を

入管収容で死亡
許されぬ人権軽

視だ
中国と宇宙　国際
協調に責務果た

せ

五輪にワクチン
「無償提供」を歓

迎したい

コロナ下のカスハ
ラ拡大防げ

参院の選挙制度
改革　また先送り

するつもりか

ロケット落下　中
国の安全軽視は

許されない

図書館利用情報
守るべきは内心

の自由

経団連会長交代
存在意義から問

い直せ
女性研究者　その
力　引き出す社会

に

オンライン授業
学びを止めない整

備急げ

サイバー攻撃の
対策を官民ともに

強化を

ウイグルの人権
問題　中国は調
査の受け入れを

国家公務員離れ
人材獲得へ総合
的検証が要る

Ｇ７外相会合　対
中結束し外交努

力を
半導体不足　自
動車会社は自省

を

露の反体制派収
監　人権と安保は

別物でない

十倉経団連は企
業の針路示せ

改正バリアフリー
法　実効性高め安

全な社会に

公衆電話　時代
の変化に応じた役

割を

孤独・孤立対策
民間との連携強

化必要
中国人学者の起
訴　恣意的な拘束

は許されぬ

デジタル課税の国
際合意へ一層の

努力を

コロナ禍と日本企
業　存在意義を問

い直す時だ

携帯販売店調査
顧客ニーズを踏ま

えた営業に

まん延防止適用
感染抑える効果

疑問だ
相続登記の義務
化　国民の意識
変える契機に

企業情報の海外
流出を防げ

学校での死亡事
故　調査の義務
付けが不可欠

廃虚を文化財に
地元の熱意で活

用は可能だ

ネット広告規制
透明性高める仕

組みに
緊急事態延長

迷走生んだ甘い
見通し

緊急宣言の延長
出口の基準を明

確に示せ

出生急減の克服
へ若者の将来不

安を拭え

緊急事態宣言の
延長　中途半端で

戦略見えない

緊急事態延長　ワ
クチン接種はなぜ

進まない

緊急事態延長
人の流れ抑制

不十分だ

緊急宣言を拡大
「我慢」無駄にせ

ぬよう
赤木ファイル　黒
塗りで事実を隠す

な

「赤木ファイル」
財務省は最大限

の開示を

ギグワーカーの保
護策を急げ

Ｇ７の結束と中露
緊張を解く対話の

努力も

中国の対外発信
品位欠く中傷は逆

効果になる

北本新送電網
道内を再生エネ

拠点に

赤木ファイル　国
側は全てを開示

せよ
米国と北朝鮮　非
核貫く堅実な交渉

を

Ｇ７外相会合　対
中結束の意味は

大きい

宣言延長で短期
決戦の失敗を繰り

返すな

森友の「赤木ファ
イル」　ごまかさず

に全面開示を

Ｇ７外相会議　対
中国の国際連携

を広げよ

国民投票法改正
成立合意　極めて

拙速だ
憲法審査会　合
意重視の原点忘

れず

国民投票法の改
正　本題の「憲法

改正」へ進め

日米韓は対北で
脅威の共有を

国民投票法改正
で合意　ＣＭ規制
先送りは疑問だ

日本人飛行士
宇宙開発担う人
材を育てたい

ネット中傷対策
不断の点検が欠

かせぬ
2021/5/6

サンマ資源　更な
る漁獲枠見直しを

G7の結束で国際
協調を力強く進め

よ

コロナ下のこども
の日　大人がもっ

と耳澄まそう

鉄道の変動運賃
丁寧な制度設計

が大前提だ

こどもの日　幸せ
な未来へ手だてを

こどもの日に　校
則見直しが問うも

の

憲法の中身の検
討を進めたい

皇位継承の議論
平行線のままでい

いのか

こどもの日　本に
親しみ語り合う機

会に

安倍氏の「復権」
負の遺産の説明

が先だ
女性議員増へ

衆院選　擁立に力
を注げ

英空母群が日本
へ　「自由の海」を

守る契機に

銀行振込手数料
割高感の解消で
利便性向上を

まん延防止措置
道の判断遅すぎ

ないか

流域治水　肝心な
のは住民参加だ

日本の科学力
安全保障の観点

で再建を

ハンセン病　差別
の歴史を風化させ

るな

辺野古と遺骨　戦
没者顧みぬ土砂

計画

2021/5/3
コロナ下の記念日
憲法の価値　生
かす努力こそ

憲法施行７４年
抑止力阻む９条

は不要だ　菅首相
は改正論議を加

非常時の病床確
保に強力な措置

を

コロナ下の自由と
安全　民主社会
の力を示したい

憲法記念日　新た
な時代へ課題を

直視せよ

きょう憲法記念日
生きる権利の支

柱として

憲法とコロナ／多
様な視点　対策の

検証に

人類の英知の結
晶ゆえ　憲法記念

日に考える

国民投票法改正
案　課題積み残し

許されぬ

コロナ禍と憲法
問われる民主主

義の真価

緊急宣言と文化
芸術の担い手を

守りたい

中国海上安全法
領海侵入の正当

化に使うのか

「こども庁」構想
形よりも中身が重

要だ
変異株の拡大

「今までと同じ」は
危うい

住宅の省エネ　温
暖化対策の身近

な取り組み

コロナ交付金　生
活支える支出が

基本
バイデン演説

「前進」どう実現す
るか

バイデン氏演説
日本は対中危機

感共有を

ばらつく世界経済
の回復を周到に

支えよ

米新政権１００日
対中競争の基盤

整えられるか

７０歳まで雇用
安心して働ける環

境を

2021/5/21

2021/5/22
　

際連携で和平構
築せよ

　
給は見通し立った

が
除／ＲＣＥＰ機に
日本が主導を

入管法改正断念
人権を守る抜本

改革こそ

リコール不正で逮
捕者　民意の捏
造、真相究明を

医療的ケア児法
案／学びの確保

十分な支援を

入管法改正見送
り／抜本的に見
直し再提出を

2021/5/16
コロナ対策迷走
失態を認め立て

直し急げ

細る若手キャリア
官僚　組織のゆが

み正さねば

米軍基地の跡地
に花を　沖縄復帰

から４９年

養育費の不払い
／子の利益第一
仕組み構築を

コロナと選挙　療
養者の権利守る

策を

2021/5/17

2021/5/18
豪雨への警戒

「長い梅雨」にも
備えよう

梅雨の季節　情
報生かして命守ろ

う

仙台・高齢者接種
／危機管理の真
価が問われる

デジタル改革法
個人情報の「活

用」に懸念

パレスチナ全土緊
迫　暴力の応酬、

即時停止を

そこに、働く人が
いる　週のはじめ

に考える

輸出用の日本酒
製造／新制度生
かし　需要取り込

め

2021/5/20
落ち込むGDP　ワ
クチンは景気にも

効く

ＧＤＰマイナス　感
染抑制が景気対

策だ

2021/5/19
「石綿」原告勝訴
国は幅広い救済

の制度を

建設石綿、最高
裁判決　国主導で

全面救済急げ

建設石綿　最高
裁判決／国は全
面解決に力尽くせ

開発進む自動運
転／「地域の足」
維持の助力に

2021/5/10
違憲判決20年

ハンセン病の教
訓、今こそ

入管難民法改正
案　これでは人権

守られぬ

巨大マネーは暴
走する　コロナの

時代に考える

ファッションと環境
／負荷軽減を意

識し行動を

2021/5/11
赤木ファイル　「森
友」解明へ全面開

示を

2021/5/14

2021/5/15
ガザ武力衝突　事
態収拾に米国は

行動を

コロナ禍の五輪
不安高める「開催

ありき」

広島・岡山に緊急
宣言　甘い見通
し、混乱招いた

瀬戸内法改正
持続可能な里海

目標に

３道県に緊急事態
宣言／解除の具
体的数値目標示

せ

ＷＨＯ総会／台湾
の排除　理念に反

する

2021/5/12
リコール不正　住
民意思ねじ曲げ

る暴挙

赤木ファイル　「黒
塗り」開示、許さ

れぬ

フェーズフリー／
備えを生活に組

み込もう

2021/5/13
ワクチンの混乱

円滑に接種できる
体制を

サイバー攻撃　官
民連携し被害を防

げ

休み

温室効果ガス４
６％削減／国際

公約　実現に具体
策を

コロナと専門知
対策に生かす体

制強化を

初期診療をこなす
家庭医を増やせ

2021/5/5
こどもの日　コロ
ナ禍から守り、育

む

普天間返還合意
２５年　即時閉鎖

へ仕切り直せ

風になれ、大人た
ち　こどもの日に

考える

コロナ下の子ども
／変異株拡大
警戒強めよう

こどもの日　全員
で協力し戦おう

ひとりぼっちでは
ない

2021/5/1
水俣病確認65年
「公害の原点」世

米大統領の議会
演説　中国との対

「エシカル」が問う
欲望　コロナの時

東京五輪　無観
客開催も／国民

解得 れる

混迷する東京五
輪準備　危機へ

対応 が

2021/5/2
広がる自転車　安
全守り暮らしに活

力を

ＡＳＥＡＮとミャン
マー　特使派遣
し、沈静化急げ

「緩・微・続」の新
しい旅　コロナの

時代に考える

国家公務員の志
望減／労働環

境、政官ゆがみ改
めよ

コロナ下の格差拡
大　支え合う社会

描き直そう

性暴力から子供
守る新法に

支局襲撃３４年
ＳＮＳを凶器にし

ない

2021/5/4
2％の物価上昇
日銀は達成に固

執するな

少年法の改正
更生の理念を忘

れるな

シビックテックの
挑戦　コロナの時

代に考える

2021/5/9
先細る若手官僚

本分は「全体の奉
仕者」だ

緊急事態宣言の
延長　ちぐはぐで

疲弊限界だ

「知らん顔」の果
てに　週のはじめ

に考える

コロナ下の観光経
営／大内宿の取

り組み参考に

育休法改正　「男
性も育児」の一歩

に

2021/5/7
原発の運転延長
40年ルール形骸

化するな

所有者不明土地
対策　効果見極め

負担軽減を

脱・都会という選
択肢　コロナの時

代に考える

「緊急事態」延長
へ／大型連休の
余波が心配だ

2021/5/8
福岡に緊急事態
九州全体に波及

させるな

広島でコロナ再拡
大　感染抑止へ
総力挙げよう

森友遺族訴訟／
赤木ファイル　全

面開示を

ネット広告規制
透明性、どう確保

するか

仙台・時短営業延
長／リバウンド阻

止へ正念場だ



東電新会長　古い
体質一掃に全力

を

東京五輪　「無観
客」の前に手を打

て

アジア系差別は
看過できない

慰安婦表記　「従
軍」の使用は避け

るべきだ

バイデン演説　分
断修復、問われる

手腕
五輪とコロナ　冷
静な目で現実見

る時

「従軍慰安婦」不
可　教科書の記
述是正を急げ

環境経営の裾野
の広がりに期待す

る

変わる米アカデ
ミー賞　多様性の
意義知る契機に

サイバー戦防護
自衛隊の能力向

上が急務だ

道の旅行助成
期間の延長は大

丈夫か
第４波と経済　感
染抑え着実な回

復を

アカデミー賞　異
形の国は慶事も

報ぜず

東電新会長は再
生の道筋描け

バイデン政権１０
０日　「トランプ決
別」後が肝要..

ワクチン証明書
往来活性化の切

り札となるか

カルテル疑い　電
力自由化根幹揺

らぐ
水俣病６５年　い

つまで放置するの
か

高経年原発の復
活　脱炭素社会
への先導役だ

期待と不安が交
錯するバイデン氏

の100日

宣言下も減らない
人出　協力得られ

る対策が急務

楽天に中国資本
情報流出の懸念

を拭えるか

老朽原発再稼動
福島事故の反省

見えぬ
接種センター　混
乱招かぬ取り組

みを

昭和の日　「一致
団結」思い起こそ

う

40年超原発動か
す責務は重い

４０年超の原発再
稼働　安易な例外

適用許されぬ

４０年超運転同意
既存原発を有効

に活用したい

緊急事態と経済
事業者支援が不

十分だ
夫婦別姓　矛盾
解消に国会は動

け

ＬＩＮＥに指導　徹
底して情報管理

強めよ

市場の声を持続
可能な経営の後

押しに

３選挙全敗と菅首
相　何を正すのか

が見えない

デジタル広告
「情報の質」劣化

を食い止めよ

並行在来線　住
民目線で存続協

議を

ＥＵ太平洋戦略
地域の緊張高め

ぬよう

老朽原発　再稼
働は認められない

ＡＳＥＡＮの仲介
国軍に遠慮が過

ぎないか

ケア担う子どもへ
の支援急げ

Ｂ型肝炎の最高
裁判決　幅広い救
済につなげたい

Ｂ型肝炎訴訟　患
者の救済範囲広

げた最高裁

ミャンマー情勢　Ａ
ＳＥＡＮ声明は重

い

地球温暖化　原
発依存は解になら

ぬ
コロナ支援策　財
政と金融使い万

全に

緊急事態宣言開
始　国民の胸に届

いていない

ワクチン接種は危
機意識を持って早

く

辺野古埋め立てと
遺骨　戦没者の
尊厳損なうのか

自民３選挙敗北
慢心を戒め政権
運営にあたれ

学術会議の声明
任命拒否放置許

されぬ

ワクチン確保　国
産開発へ教訓生

かせ
学術会議改革

存在意義　社会で
共有を

日独２プラス２　対
中抑止で一層の

連携を

脱エンジンに挑む
ホンダ

ＡＳＥＡＮとミャン
マー　地域安定の

責任果たす時

ＡＳＥＡＮ　ミャン
マー軍を抑えられ

るか

Ｂ型肝炎訴訟　不
平等の解消は当

然だ

線状降水帯　冷
静な対処こそ肝要

だ
米の人種差別

事件を機に改革を
前へ

自民党「３敗」　有
権者の厳しい声を

聞け

予見できないロシ
アの行動を憂慮

する

衆参３選挙で自民
全敗　政権半年
への厳しい審判

ヤングケアラー
子供の負担を放

置できない

介護保険料格差
国の主導で制度

再建を

衆参で自民３敗
政権批判と受け

止めよ
自民３戦全敗　政
権運営、反省の

時だ

日本学術会議
反省なき組織に

未来ない

ASEANは特使派
遣を急げ

情報公開制度２０
年　知る権利の基

盤が危うい

海賊版サイト　安
易な閲覧は出版

文化脅かす

自民３選挙全敗
政権への不信の

表れだ

河村名古屋市長
おごらず、地に足

つけ
菅政権は選挙全
敗を真摯に受け

止めよ

温室ガスの４６％
削減　目標達成
への戦略早急に

処理水海洋放出
国際社会に安全

性を訴えよ

道のコロナ対策
「まん延防止」で

十分か

小売りは危機に
強い経営を

ナワリヌイ氏の処
遇　ロシアの人権

感覚を疑う

企業統治指針
形式よりも実効性

が大事だ

ＲＣＥＰ承認案　農
業軽視の拙速な

審議
緊急事態宣言

「第４波」収束へ
具体策を示せ

温室ガス削減　十
分でない日本の

目標

３度目の宣言
「我慢」の出口示

さねば
温室ガス削減　目
標達成の道筋を

どう描くか

緊急事態３度目
一人一人が危機

意識を

学術会議改革
任命拒否撤回が

先決だ
五輪とコロナ　こ

れで開催できるの
か

電力カルテル容
疑　安定供給と競

争の両立を

3度目の宣言、強
い対策に覚悟が

いる

郵政の巨額買収
失敗　無責任体
質の検証が必要

高齢者ワクチン
接種の混乱回避

に工夫を急げ

慰安婦訴訟判決
日韓合意に立ち

返る時

ミャンマー情勢　Ａ
ＳＥＡＮは干渉せ

よ
慰安婦訴訟　判
決を機に本格対

話を

習近平氏の演説
「内政干渉だ」は

通用せぬ

暗号資産の透明
性向上を

ミャンマーで邦人
拘束　政府は早
期解放に全力を

大学生の困窮
中退防ぐ支援を
充実させたい

知事就任２年　課
題の解決に実行

力を

休業要請　手厚い
支援が前提だ

公務員法改正
官の信頼回復も

忘れず

ワクチン接種　前
例にとらわれぬ態

勢を

中国製EVが促す
構造変化に備え

よ

慰安婦訴訟の判
決　日韓合意踏ま

えて前進を

元慰安婦訴訟
国際法重視した
妥当な判決だ

緊急事態発令へ
必要性の説明を

丁寧に

元慰安婦訴訟
判決生かした救

済を
ミャンマー　地域
の危機防ぐ努力

を

「慰安婦」賠償却
下　文政権は正
気に戻る時だ

LINE問題を他山
の石に

７０歳雇用の努力
義務　支える環境

を国と企業で

サイバー攻撃　官
民一体で先端技

術を守れ

少年法改正案
健全育成への配

慮欠く

緊急事態宣言へ
感染抑える決意を

示せ
ケアを担う子　家
族任せにせず支

援を

緊急事態宣言
「感染抑止」へ先

手を打て

週休3日の議論は
企業の主体性重

視で

大阪府が緊急事
態要請　政府は
一日も早く発令を

最低法人税率
引き下げ競争は
限界を迎えた

がん検診大幅減
コロナの不安解消

急げ

香港の制度改悪
もはや「選挙」で

はない
緊急事態要請

広域で医療を支え
よ

サイバー攻撃摘
発　中国軍の電
脳侵略許すな

慰安婦判決生か
し日韓打開を

入管法改正案の
審議　与野党で抜

本的な修正を

子供の視力低下
デジタルの影響を

検証せよ

東芝の経営混乱
体制立て直しが

必要だ

新卒採用減少　コ
ロナ氷河期は回

避を
入管法改正案

国際標準から遠
いまま

２０３０年の脱炭
素　日本は技術
貢献に専心を

欠陥が多い「空箱
上場」の解禁は慎

重に

接触アプリの失敗
無責任の連鎖に

あきれる

アフガン情勢　米
軍撤収後の混乱

が心配だ

菅政権と五輪　思
惑排し冷静に判

断を

米アフガン撤兵
和平実現に国際

連携を
ワクチン詐欺　確
実な情報が抑止

力だ

「世界の記憶」改
革　新制度で反日

虚説許すな

イランは核の挑発
をやめよ

ブラック校則の見
直し　子どもの人

権守る視点で

無人運転　安全
確保の仕組み作

りを急げ

コメ過剰懸念　備
蓄増枠検討すべ

きだ

コロナと首相　状
況認識が甘くない

か
カルテル容疑　電
力自由化を妨げ

るな

ヤングケアラー
見過ごさず支援の

手厚く

COCOA失態を行
政電子化の教訓

に

米国とイラン核合
意　妥協点模索し

早期復帰を

国民投票法改正
いつまで足踏みを

続けるのか

熊本地震の教訓
想定外への構え

が必要
参院一票の格差
今度こそ抜本見

直しを

五輪選手の接種
安全開催に国民

は理解を

きめの細かい交
通ルールを

フジの外資規制
違反　なれ合い処

理に疑問募る

再生エネルギー
拡大には工夫と
新技術が要る

コロナ下の学生
困窮への支援多

角的に
コロナ困窮支援は
的を絞って効率的

に

菅・バイデン会談
問われる日本の

対中戦略

日米首脳会談
米中との間合いを

測れ

グラブ上場が意味
するもの

「こども庁」の新設
構想　組織ありき

では動かない

首相「防衛強化」
軍拡競争を危惧

する

「こども庁」　器作
りより政策遂行を

蔓延防止４県追
加　政府は戦いの

前面に立て

熊本地震から５年
災害弱者守る対

策さらに

「世界の記憶」
政治利用阻止の
仕組み整えた

アフガン撤収　治
安回復は米国の

責務

イラン巡る情勢
核合意復帰を妨

げるな
香港の自由　物
言えば厳罰の理

不尽

トリチウム水放出
中韓の非難は見

当違いだ

米軍アフガン完全
撤収　安定回復
への責任は重い

東芝社長辞任
経営の迷走を繰り

返すのか

道議会政活費
使い道の違法性

を正せ

消火設備で死亡
教訓が生きていな

い
アフガン撤兵　和
平努力が米の責

務だ

米軍アフガン撤収
対中シフトの決意

示した

上向く中国経済の
不安要因は米中

対立

大阪で「医療崩
壊」危機　政府が
前面に出なけれ

コロナ「第４波」
自粛を促すだけで

は不十分だ

国民投票法改正
論点は依然残っ

ている

原発の運転禁止
東電は変われる

のか
大阪の危機　命を
守る対策に全力

を

東芝の社長辞任
いつまで迷走続け

るのか

安定につなぐアフ
ガン撤収に

経営の迷走続く東
芝　統治の立て直

しが急務だ

ミャンマー情勢
国民を殺戮する

軍の異常さ

核ごみ対話の場
多くの矛盾が明ら

かだ

「重点措置」拡大
連休見据え引き

締めを
熊本地震５年　要
配慮者の支援多

様に

こども庁　施策明
確に焼け太り排せ

「子ども庁」は組
織論で終わらせる

な

ヤングケアラー
学びと生活の支

援が急務

こども庁創設　将
来見据え多角的

に議論せよ

コロナ解雇増加
支援縮小の時で

はない

東芝社長辞任
企業統治の混乱

収拾を
国会召集訴訟

内閣の無法　放
置するな

法人税改革　各
国が協調し合意を

急げ

国民投票法改正
を決着させよ

菅首相の米国訪
問　中国政策のす

り合わせを

熊本地震５年　記
憶をつなぎ今後の

教訓に

公務員定年延長
国民の理解得ら

れるか

熊本地震５年　災
禍続き復興の道

半ば
処理水の放出

納得と信頼欠けた
まま

日米首脳会談
同盟強化を具体

的に語れ

東芝は社長交代
で信任を回復でき

るか

原発処理水の海
洋放出　福島の

不信残したままだ

処理水海洋放出
円滑な実施へ風
評被害を防げ

処理水放出決定
福島の痛みは深

まった

普天間合意２５年
辺野古抜きの返

還探れ
フジ外資違反　放
送行政への不信

深く

熊本地震５年
「命を守る備え」再

検証を

疑問多いWHOの
中国調査

松山選手マスター
ズＶ　快挙を次代

につなげたい

中国漁船の集結
現状変更を図る
不当な威嚇だ

学術会議の改革
首相の任命拒否

が核心

原発汚染水　不
安は水に流せな

い
学術会議改革

任命問題の決着
が先だ

普天間合意２５年
辺野古移設の実

現を急げ

処理水の海洋放
出は地元の理解

重視で

高齢者の接種ス
タート　感染対策
を緩めず、着実に

コロナワクチン
人員確保して高
齢者接種急げ

核ごみ対話の場
議論の非公開は

疑問だ

マスターズ優勝
苦難の人々励ま

す快挙
ワクチン確保　中
長期見据えた戦

略を

松山の快挙　感
動を日常回復の

契機に

後継を選び直す
シンガポール

普天間合意から２
５年　沖縄に寄り

添ってきたか

松山メジャーＶ
卓越した技術で栄

冠つかんだ

半導体不足　国
内生産再起の戦

略を

コロナ失業１０万
生活支援に力を

尽くせ
2021/4/12

農産物の知財戦
略　優良品種の
流出防止図れ

東芝は買収提案
に公正で透明な

議論を

政府の孤独・孤立
対策　「まず自助」

では救えない

巨額経済対策
米国の再生につ

なげられるか

高齢者ワクチン
先行接種の知見

共有を
処理水の海洋放
出　「風評」に負け

てはならぬ

ワクチン記録に病
院の協力も

コロナ下の聖火リ
レー　感染拡大時

の対応明確に

ネット通信環境
利用増に応じた体

制が必要だ

法人税率に下限
不毛な国際競争

断つ時

2021/4/29
コロナ禍のGW
感染対策に「休

み」はない

学術会議の声明
即時任命で違法

解消を

民主主義は生き
残るか　コロナの

時代に考える

原発事故　宮城
への影響／地元
理解を忘れず道

筋探れ

2021/4/30
米アフガン撤兵
和平への道筋が

不可欠だ

Ｂ型肝炎最高裁
判決　全面的な救

済、国は急げ

支え合うという働
き方　コロナの時

代に考える

廃炉時代の立地
地域／将来像
自ら動く努力も

「重点措置」拡大
九州も先手先手

の備えを

コロナ変異株　強
い対策、必要な局

面だ

日米宣言に「台
湾」／新冷戦　緊
張緩和に努力を

2021/4/18
日米首脳会談

対中強硬と共存
どう描く

日米首脳会談
緊張解く対中戦略

描け

消防団員の処遇
改善／優先度を
上げ措置を急げ

日米首脳会談
緊張高めぬ対中

国外交を

日米首脳会談
「台湾」明記の意
義は重い　同盟の
抑止力高める行

動を

日米首脳会談
対中、主体的な戦

略を

日米首脳会談
強固な同盟で平
和と繁栄導け

2021/4/28
災害関連死　「助
かった命」を守り

抜け

コロナ死者１万人
超　助けられる
命、救うには

入管難民法改正
案／人権に配慮
し抜本的修正を

2021/4/26
東電の不祥事

原発の運転任せ
られるか

参院広島、宮口
氏が当選　「金

権」決別の第一歩
に

「７０歳就業法」／
働く意欲に応える

運用を

2021/4/25

衆院議員任期残
り半年／解散の

大義　選択肢はな
い

３度目の「緊急事
態」／失政のつけ

国民に回すな

2021/4/24
温室ガス削減　目
標達成へ早急に

行動を

米アフガン撤退
和平実現の責任

は残る

被災者支援１０年
／経験を地域福

祉に生かそう

入管法改正案
多文化共生の理

念どこに

３度目の緊急宣
言　実効力ある対

策を示せ

目線上げ、遠くを
見よ　週のはじめ

に考える

部活の行き過ぎ
指導／体罰と暴
言　断じて許すな

気候変動サミット
倍加した脱炭素

目標は重い

温室ガス削減　具
体策示して変革

促せ

「触れない」を超え
たい　週のはじめ

に考える

「こども庁」創設／
縦割り打破へ本

気度示せ

2021/4/20

休み

2021/4/11

2021/4/14

2021/4/27
三たび緊急事態
今度こそ失敗は

許されぬ

気候変動サミット
目標達成へ本気

度示せ

2021/4/23
「元慰安婦」判決
「日韓合意」土台

に前進を

老朽原発の運転
延長　なし崩し容

認できない

2021/4/15
原発処理水海へ
強行せずに説明

を尽くせ

「こども庁」構想
課題の洗い出し

が先だ

日米首脳会談／
対中戦略　共有

が不可欠だ

３回目の緊急事
態宣言　国民の

命を守る正念場だ

経済と両立する温
暖化ガス削減を

緊急事態宣言
危機意識を新た
にしたい　政府は
蛮勇を振るう覚悟

を

３度目の緊急事
態　危機直視し今

度こそ抑止を

自民、国政３選挙
全敗／国民の声
重く受け止めよ

2021/4/22
九州で聖火リレー
感染注視し柔軟

に変更を

出生前診断の新
制度　意思決定、

慎重に支えよ

2021/4/17
日米同盟の深化
で安定と発展を

国会召集訴訟
政権のご都合主

義許すな

熊本地震５年　関
連死ゼロへの備

えを

ヤングケアラー／
社会全体で関心

と支援を

2021/4/21
低下続く投票率
首長を選ぶ意義

考えたい

公務員６５歳定年
今なぜ「官」優遇

なのか

宮城「重点措置」
後半へ／若者の
行動が危機回避

の鍵

2021/4/19
女性参政権75年
不平等の解消は

政界から

デジタル化関連法
案　個人情報の

保護徹底を

2021/4/16
「こども庁」構想

組織新設ありきは
危うい

ヤングケアラー初
調査　いち早く発

見、孤立防げ

政治の男女格差
／放置せず　具体

的取り組みを

熊本地震5年　復
興と伝承へ次の

一歩を

米イラン協議　核
合意「再建」粘り

強く

デジタル改革法案
／懸念残る　個人

情報の保護

2021/4/13
福岡に新知事

県民に届く言葉と
政策を

高齢者のワクチン
接種　混乱招か
ぬ情報提供を

６５歳以上接種開
始／感染対策

緩めてはならない

デジタル法案　個
人情報を守れる

のか

デジタル化法案
「個人の権利」守

る熟議を

原発処理水、海
洋放出へ　ごり押
しは許されない

文芸家からの「贈
り物」　週のはじ

めに考える

熊本地震から５年
／手付かずの備

えをなくそう

2021/5/1 「公害の原点」世
界も注視

演説　中国との対
話も模索を

欲望　コロナの時
代に考える

　

の理解得られる
結論を

　
の対応力が足り

ぬ



普天間合意２５年
負担軽減の原点

に戻れ

政治でも経済でも
女性の活躍をもっ

と

学術会議の見直
し案　任命拒否問

題が未解決だ

変異ウイルス　急
拡大を踏まえ体制

立て直せ

コロナ「第４波」
まん延防止で足り

るか

まん延防止措置
変異株の拡大に

備えよ
デジタル払い　給
与での利用は疑

問だ

非正規の待遇を
公正・透明に

東京などに「まん
延防止」　感染爆
発の回避へ連携

放送局外資規制
総務省は違反の

監視を厳しく

ＪＲ巨額減収　長
期目標見直しが

必要

名古屋市長選
訴えの違いに耳

澄ませ
重点措置拡大

波の山抑える具
体策を

韓国与党大敗
対中傾斜に警戒

を強めよ

米国が押し上げる
世界経済に危うさ

も

広がるコロナ「第
４波」　まん延防
止で間に合うか

韓国与党惨敗
不公正への怒り

が噴出した

福島処理水放出
疑念と反発招くだ

けだ

ドイツの脱原発
国際的な輪を広

げたい
広島再選挙　自

民のけじめはどこ
に

東芝に買収提案
安保技術流出を

懸念する

厚労官僚の無自
覚にあきれる

半導体の供給不
安　世界の変化
見据え戦略を

みずほ障害報告
「顧客第一」を疎

かにするな

参院２選挙告示
政治とカネが問わ

れる

ネット上の中傷
人権守るための

知恵を
日米通商協議　Ｔ
ＰＰ復帰促す視点

で

変異株の検査
官民の連携で拡

充を急げ

機敏な対策でコロ
ナ感染の急拡大

防げ

衆参補選・再選挙
菅政権の半年が

問われる

中国の中東外交
「反人権」陣営を

つくるのか

五輪組織委抗議
表現の自由侵し

かねぬ

「地理」の必修化
防災の実践力を

育む
出生前検査　意
思決定支える制

度に

違法な中国建造
物　南シナ海をま

た乱すのか

限界近づく介護保
険料の上昇

国産ワクチンの遅
れ　中長期的な戦

略が必要だ

７０歳雇用　就労
継続に知恵を絞り

たい

英国の核増強
廃絶の機運に水

を差す

聖火リレー　感染
防止へ計画見直

せ
五輪組織委　市
民に顔向けて仕

事を

北の五輪不参加
政治利用の隙を

与えるな

菅政権の評価問
う選挙へ議論深

めよ

みずほ障害中間
報告　経営体質
の検証足りない

コロナ病床　逼迫
回避へ総力を挙

げる時だ

幌延追加掘削
必要性あるのか

疑問だ

世界保健デー　Ｗ
ＨＯは信頼回復急

げ
李鶴来さん死去
日本の正義問い

続けて

ワクチンはまだか
「救えるはずの

命」を守れ

困窮者支援を官
民で重層的に

橋田寿賀子さん
逝く　人間の本質

ドラマで問う

刑事司法ＩＴ化　情
報保護に配慮した

制度に

みずほ銀の障害
背水の陣で再発

防止を

安保区域を規制
私権侵害を危惧

する
デジタル市場　公
正さを全ての基礎

に

中韓外相会談
文政権は旗幟鮮

明にせよ

社会に実装してこ
そイノベーション

だ

池江選手が東京
五輪へ　不屈の
闘志に胸打たれ

電力需給　再び綱
渡りとならないよう

に

立憲の基本政策
さらなる具体化必

要だ

赤崎さん死去　荒
野にともした青い

光
日米韓の会合

非核化へ結束締
め直せ

池江の五輪決定
スポーツの力に感

謝する

官優遇の定年延
長では困る

米新政権と日韓
関係　対北朝鮮で

連携再構築を

道路陥没事故
地下開発の安全

を揺るがした

ヤングケアラー
実態把握し支援

早急に

官邸で派閥活動
公私混同気付か

ぬ鈍さ
若手官僚離れ　ゆ
がんだ政官への

警鐘

強権広がる中東
中露との共闘に

注意せよ

気候対策会議で
説得力ある道筋

を示せ

米軍ヘリの低空
飛行　国民の不
信招く危険行為

沖縄振興計画
国と協力して経済

の再生図れ

３国立大統合へ
強み集め魅力増

したい

英国が核増強へ
時代の流れに逆

行する
都構想と維新

「否決」の重み忘
れるな

核のごみ対話活
動　地域発展の
将来像を語れ

トヨタ・いすゞが挑
む課題

デジタル化推進法
案　個人情報の
保護が前提だ

保護司不足　幅
広い分野から担

い手確保を

ＷＨＯ武漢報告
中国は実態解明

協力を

皇位継承論議
新しい皇室像を視

野に
英の新国家戦略
「対中警戒」を共

有したい

日立1兆円買収、
デジタル化の模範

に

米国のアジア系
差別　深刻な分断

の克服急務だ

英国の安保政策
インド太平洋重視

を歓迎する

日米首脳会談へ
追従排して協力

深化を
わいせつ教員　復
帰させない法整備

急げ

主権者教育に新
教科書生かせ

出生前診断の新
制度　自己決定を

支える運用に

ルネサス火災　半
導体不足に拍車

をかけた

温室ガス削減　知
事の指導力が必

要だ
エネルギー企業
脱炭素へ率先し

て動け

スエズ座礁　海上
輸送路の多様化

図れ

日本も人権外交
で欧米と共に一歩

前に

２年ぶりセンバツ
閉幕　感染防ぐ知

恵共有したい

ＷＨＯ報告書　中
国の介入許し信

頼を損ねた

道内変異株急増
早期発見へ検査

拡充を

男性の育休促進
休める職場の実

現こそ
土地規制法案

乱用の恐れがぬ
ぐえぬ

ウイグル人の悲
鳴　中国は「デマ」

で通すのか

「影の銀行」の監
視を強めよ

男女格差縮まぬ
日本　総選挙で各

党が問われる

ネット通販　運営
会社の責任も問

われる

デジタル化法案
個人情報保護が

足りぬ

ウイグル族弾圧
「内政干渉」は通

用せぬ
コロナとＷＨＯ　政
治を排し体制強化

を

ＷＨＯ報告書　中
国に利用されただ

けだ

ガバナンス改革の
加速で経済活性

化を

３府県にまん延防
止　「第４波」想定

した戦略を

まん延防止措置
「第４波」の回避に

全力挙げよ

まん延防止措置
科学的根拠なぜ

示さぬ

ＤＶと中絶同意
自己決定権も考

えたい
まん延防止措置
「第４波」への対

策急げ

蔓延防止措置
緊急事態とどう違

うのか

土地取引、安保
の懸念ぬぐえ

武田氏の不信任
案否決　与党は
今後も任せる気

日銀短観改善
積極投資で苦境

を打開したい

プラごみ新法案
排出減に向け実

効性を

ブラック校則　各
校で開かれた対

話を
ネット通販新法

市場の信頼どう育
てる

香港の選挙制度
民主化への「死亡

宣告」だ

コロナまん延防止
措置は実効性が

大切

新しい高校教科
書　探究支える体

制づくりを

香港の選挙制度
もはや民意は反

映されない

政府予算　コロナ
対策　拡充急務だ

ミャンマー情勢
国軍の暴挙を止

めよ

男女格差　政治に
平等の思想を

楽天と中国企業
経済安保上の懸

念消えぬ

景気の下方リスク
に注意を

コロナ下の就職活
動　変わる社会見

すえ選ぼう

ネット中傷　出演
者守る番組作りに

努めよ

乳価据え置き　経
営安定へ支援拡

充を

消費税総額表示
柔軟対応で混乱

避けよ
災害と消防団　担
い手増やす工夫

を

高校教科書の検
定　「従軍慰安
婦」削除必要だ

日本も半導体産
業の再興に動くと

きだ

厚労省職員の宴
会　立場忘れた非

常識に驚く

高校教科書検定
主体的に学ぶ授
業への転換を

相次ぐ法案ミス
官僚機構の構造

問題だ

法案ミス続出　与
党も責任を免れな

い
高校教科書　多

様な視点　育む検
定に

厚労職員の会食
省内一丸でコロナ

対策を

「わきまえない新
人」目指せ

テラハは「倫理上
問題」　悲劇くり返

さない対策を

困窮者対策　支
援強化で生活不

安和らげよ

高校教科書検定
学び深める態勢

が急務

コロナ病床　自治
体は確保に全力

を
ミャンマー　国際
社会は介入強め

よ

消費税の総額表
示　丁寧な説明で

混乱避けよ

これで所有者不
明の土地は減る

のか

ミャンマー国軍の
弾圧　市民の殺り

く即刻やめよ

土地規制法案
実効性ある監視
体制作り急げ

ミャンマー情勢
弾圧阻止へ国際

圧力を

スエズ座礁　供給
網の寸断を憂える

国の観光支援
感染防止妨げぬ

制度に

新出生前診断
国は母体保護法

の尊重を

海上物流のリスク
再認識を

コロナと法人税
大企業に負担求

める時代

アルコール販売
飲み過ぎ防止は

グラム表示で

生活保護費判決
生存権軽視容認

できぬ

名張事件６０年
証拠開示の法制

化を
ミャンマーの弾圧
国際社会が介入

する時だ

70歳就業は年金・
労働市場改革と

一体で

土地規制と安保
恣意的運用の懸

念大きい

デジタルと教材
使い方と効果の
検証を慎重に

安保法施行５年
違憲の疑い放置

するな
土地規制法案

危うい骨抜きを懸
念する

ミャンマーへの圧
力で協調を

高齢者のワクチン
接種　混乱招か
ぬ指針の提示を

ウイグル族弾圧
中国は国際的調
査受け入れよ

直下地震の備え
避難者の動き踏

まえて
和食文化の継承
内外で魅力の発

信強化を

東電の再建計画
は現実を見据え

描き直せ

広がるコロナ変異
株　なぜ検査が増

えないのか

東証再発防止策
訓練重ね障害の

復旧に万全を

消費税総額表示
丁寧な説明欠か

せない
東電に是正命令
原発テロ対策の

責任重い

スプーン有料化で
意識改革を

消費税込みの価
格表示　分かりや
すさが最優先だ

携帯新プラン　値
下げの恩恵は行

き渡るのか

福島ＰＣＢ処理
安全性の説明が

先決だ

コロナと地価　影
響の深度、注視を

コロナ病床の確保
再度の医療崩壊

を許すな

公正で効果的な
国境炭素調整へ

議論を

通常国会後半へ
不信と不安募る法

案ミス

新年度予算成立
感染抑止の論戦

が足りない

総務省の疑惑
国会はさらなる究

明を

人種差別解消へ
努力を　米国の憎

悪犯罪
デジタル教科書
導入に向け環境

整えよ

公示地価の下落
実体経済への影

響注視を

中ロが迫った英安
保方針転換

コロナ下の地価下
落　変化踏まえた

街づくりを

柏崎刈羽原発　テ
ロ対策の軽視が

甚だしい

コロナ対策再び
緩み防ぐ手立て

が必要

「安月給」競争で
はなく　名古屋市

長選
北朝鮮の挑発

同じ愚を繰り返す
のか

河井被告辞職へ
これが「他山の

石」なのか

予算成立後の財
政運営はより慎重

に

聖火リレー始まる
安全最優先が希

望つなぐ

北ミサイル発射
日米韓の連携が

問われている

道新幹線５年　利
用低迷に危機意

識を

北ミサイル発射
挑発で未来は開

けない
時短協力金　不
合理な支給を改

めよ

北のミサイル発射
敵基地攻撃能力

が必要だ

やる気あるのかマ
イナ保険証

北朝鮮がミサイル
発射　挑発では状

況変えられぬ

プロ野球開幕　迫
力あるプレーを堪

能したい

北朝鮮ミサイル
挑発で得る利益

はない

暴露禁止条例
差別意識なくす一

助に
帰宅困難者　次

への備え　企業も
人も

対中人権制裁
日本の不在は恥

ずかしい

日韓は米国交え
協力体制の再構

築急げ

武田総務相の国
会発言　不真面

目にもほどがある

河井元法相公判
議員の辞職は遅

きに失する

土地規制法案
安保名目の強化

危うい

大阪府市一元化
民意を無視でいい

のか
ＬＩＮＥの情報　利
用者に説明を尽く

せ

聖火リレー　世界
再生の一歩とした

い

多様な技術集め
感染対策を

日銀の金融緩和
策点検　一層強
まった手詰まり感

研究費透明化
中国への先端技
術流出を防げ

スポーツ観戦　感
染防止対策を万

全に

国会召集訴訟
憲法上の義務の

はずが
柏崎刈羽原発

東電に運転資格
はない

全柔連の山下氏
会長として本当に

適任か

コロナ医療の再構
築に知事は責任

果たせ

皇位継承の有識
者会議　国民的
議論が欠かせな

有識者初会合
安定的な皇位継
承へ議論急げ

いじめ自殺認定
コロナ禍の考慮も

重要

ＬＩＮＥ問題　情報
管理が甘過ぎる

河井議員公判
真相解明はこれ

からだ

クリミア併合７年
奪還へ国際的共

闘強めよ

時代に合った皇
室へ議論を

河井議員が辞職
表明　買収の全
容説明すべきだ

公示地価　一極
集中の是正につ

ながるか

河井議員辞職へ
買収の実態全て

説明を

河井被告辞職へ
買収の原資に迫

らねば
コロナ禍と春闘
賃上げで回復の

基盤を

拉致と米国務長
官　同盟強化が
解決の道筋だ

コロナがもたらす
地価の変調を注

視せよ

米中外交トップ会
談　対立制御し新

冷戦回避を

五輪海外客断念
安全の追求が開
催国の責務だ

ＬＩＮＥ　個人情報
の管理が甘い

北陸新幹線延伸
雨降って地固まる

なら
ビキニ核実験　船
員が憂えた未来

の命

春闘回答　賃上げ
の流れを止めるな

河井買収事件 自
民にも責任

ＬＩＮＥの個人情報
ずさんな管理、解

明が必要

自民党大会　謙
虚な姿勢で懸案

に取り組め

皇位継承の議論
偏り避け透明性

確保を

海外客見送り　五
輪何のため、説明

を
日銀政策点検

「コロナ後」は再議
論を

ＬＩＮＥ情報管理
中国流出のリスク

解明を

コロナ下の五輪を
選手第一のモデ

ルに

英国の核戦力増
強計画　軍拡競
争の愚を犯すの

北方領土問題
原点踏まえ戦略
的に交渉せよ

自民党大会　多
様な民意くむ体制

を

働く人に再び一体
感を　春闘集中回

答
自民党大会　責

任政党と胸張れる
か

五輪海外客断念
新たな大会の姿

発信せよ

車載用半導体の
復旧を早く

大阪府市の一元
化条例　民意否
定するごり押しだ

ＬＩＮＥデータ　海
外委託の危うさが

露呈した

ワクチン接種　混
乱避ける支援が

必要

共栄の道はある
はずだ　八丁味噌

の登録

2021/4/6
地震動予測地図
発生確率を備え

の指標に

世界貿易機関の
新体制　紛争処

理機能、回復急げ

子どもの自殺増
加／コロナの影響

対策に生かせ

2021/4/4

2021/4/5

後半国会　政治
の責任　果たせる

か

香港の選挙制度
「愛国」で民意封

じる暴挙

男女格差報告
「政治の風景」変

えねば

情報の真偽を見
極める　週のはじ

めに考える

ワクチン安全保障
／国産製造促す

取り組みを

2021/4/7
コロナとWHO

「健康格差」解消
が急務だ

蔓延防止措置拡
大　「第４波」を全

力で抑えよ

高校の新科目
地域と世界、結ぶ

ために

監護者の指定／
子ども最優先の

法整備を

2021/3/23
東海原発判決

実効性のある避
難計画に

五輪海外客断念
失われた意義、ど

う補う

香港の選挙制度
変更／抑圧的な
施策見直すべき

だ

2021/3/28
国会折り返し

「政府の劣化」が
目に余る

柏崎刈羽「運転禁
止」／東電への信
頼は地に落ちた

プロ野球開幕　コ
ロナ共存へ試金

石だ

同性婚を「容認」
社会の変化踏ま

えた判決

原発テロ対策「最
悪」　東電いまだ

反省なしか

東日本大震災１０
年／原発事故賠
償　救済を確実に

デジタル教科書
導入までに課題

の解消を

ミャンマー情勢悪
化　「不服従」に
銃、許されぬ

違憲性を問い続
けねば　安保法施

行５年

震災関連死／事
例分析通じ防止

策構築を

若者の力と社会
課題　大震災後
の潮流を育みた

い

ＬＩＮＥと個人情報
管理　社会インフ

ラの自覚を

聖火リレースター
ト／「希望のあか
り」つながるか

五輪聖火リレー
安全な大会への

第一歩だ

克行被告辞職表
明　買収の全容、

説明尽くせ

日銀の政策点検
行き詰まりは明ら

かだ

三本指がさすとこ
ろ　週のはじめに

考える

日銀の政策修正
／物価上昇目標
の達成はいつ

大臣規範　抜本
見直しで実効性を

宮城でコロナ感染
急増／「最後の手
段」は打てたのか

2021/3/27
北ミサイル発射
挑発で苦境は打

開できぬ

皇位継承問題
先送りせず議論

進めよ

米中の対立／世
界経済の復調へ

共存図れ

2021/3/26
河井議員辞職へ
自民党も責任を

自覚せよ

ウイグル族への
弾圧　人権外交、

日本も強めよ

宮城にまん延防
止措置／小出し

の策　決定打にな
らず

第4波の懸念　教
訓生かし医療の

整備を

2021/4/2
「まん防」初適用
仕組み周知し混

乱回避を

2021/4/3
明豊甲子園準V
高校生躍動の舞

台 実現を

７０歳まで就業
処遇の改善も忘

れるな

プラ資源の循環
促進／使い捨て
の習慣　見直そう

2021/4/1
厚労省深夜会食
国民への重大な

裏切りだ

コロナ感染再拡大
まん延防止、何が

できる

新年度予算の成
立／コロナ対応は

早めの支出を

2021/3/31
ミャンマー弾圧

国軍の蛮行阻止
に全力を

消費税込みの価
格表示　店頭での
混乱、避けたい

2021/3/22

2021/3/24

2021/3/25
公示地価　地方

はコロナ後に備え
よ

2021/3/29

ミャンマー国軍の
弾圧／暴力停止
へ日本が動く時だ

土地利用規制法
案　私権制限の

不安消えぬ

皇位継承策／も
はや先送りは許さ

れない

2021/3/30
ラインの情報管理
利用者の不安を

解消せよ

子どもの自殺増
加　ＳＯＳ、どう察

知するか

不祥事続きの菅
政権／国民は疲
弊、砂上の支持

率

2021/4/9
かんぽ営業再開
顧客本位を徹底

できるか

参院広島再選挙
告示　金権決別
へ本気度競え

原発処理水海洋
放出へ／実効性
のある風評対策

を

2021/4/8
「緊急事態」1年

場当たり対策から
脱却を

ＷＨＯ武漢調査
感染起源の解明

欠かせぬ

コロナ発生源／徹
底解明こそＷＨＯ

の責務

2021/4/10
高齢者にワクチン
不安解消に着実

な接種を

コロナ解雇１０万
人　生活支援、拡

充が急務だ

法人税の最低税
率／不毛な競争

終止符打とう



日銀の政策修正
副作用減じ機動

的に動け

LINEのデータ管
理不備は看過で

きぬ

五輪関係者と人
権　差別と気づか

ない深刻さ

新型コロナ提言
長期戦を見据え
医療体制築け

波乱の米中会談
対話重ねて緊張

緩和を
米中アラスカ会談
「世界の懸念」突

き付けた

避難を重くみた東
海原発判決

賃上げ鈍化の春
闘　人への投資
は成長の礎だ

米中高官協議
対立の根深さが

鮮明になった

五輪海外客断念
開催可否の指標

が必要
東海第二判決

実効性ある避難
計画を

タレント侮辱　五
輪開催の意味問

い直せ

米国は同盟重視
で中国との接点を

探れ

春のセンバツ開
幕　選手の安全
支える大会に

日銀政策見直し
副作用抑えて経
済の下支えを

日銀の政策修正
弥縫策で副作用

消えぬ

原発訴訟　疑わし
きは動かさず

五輪の混迷　大
会の理念思い起

こせ

黒川氏を略式起
訴　信頼回復へ
何をすべきか

みずほは統治不
全を改めよ

東海第２原発差し
止め　住民避難の

「虚構」を指弾

同性婚訴訟判決
「違憲」判断には

疑問が残る

東電対テロ不備
原発再稼働の資

格ない

総務相への接待
疑惑招かぬという

詭弁
伊方と東海第２
司法の揺れは混

乱を招く

日銀は柔軟でわ
かりやすい政策運

営を

緊急事態解除　リ
バウンド回避へ警

戒怠るな

緊急事態解除
感染再拡大　不

安大きい

緊急宣言を解除
感染再拡大を懸

念する
緊急事態の解除
変異株把握に全

力挙げよ

同性婚を巡る議
論を深めたい

原発裁判　司法
判断に翻弄される

再稼働

「東海第２」判決
運転差し止めは

当然だ

黒川氏略式起訴
市民の良識が動

かした

同性婚判決　「違
憲」の解消を急げ

同性婚否定「違
憲」　婚姻制度理

解せず不当だ

緊急事態の全面
解除後も万全の

対策を

同性婚否定は「違
憲」　人権尊重し
た画期的判断

春闘集中回答
賃上げの失速は

今回限りに

同性婚訴訟　時
代が求めた違憲

判決

柏崎刈羽原発
再稼働の「資格」

なし
英国の核戦力

時代錯誤の軍拡
撤回を

皇位継承の会議
正統守る安定策

の検討を

東芝は株主と信
頼関係を築け

ずさんな東電テロ
対策　原発を扱う

資格あるのか

ミャンマー情勢
軍の暴挙抑える
介入が必要だ

春闘集中回答
消費回復には力

不足だ

同性婚判決　社
会意識の変化捉

えた

日米２＋２　対決
より共存の土台に

日米２プラス２　対
中抑止へ防衛力

増強を

生産性高める改
革で賃金上昇に

道筋を

菅内閣発足から
半年　遠のく「当
たり前」の政治

日米２プラス２　中
国の軍拡に同盟

の力高めよ

日米安保協議
緊張高めぬ対中

政策を

名古屋市長選　リ
コール不正も焦点

だ
世論調査不正

説明責任果たさ
ぬまま

変異株拡大　蔓
延前提に態勢を

整えよ

あきれた東電の
原発テロ対策

日米２プラス２　同
盟を地域安定の

てこに

消費税総額表示
丁寧な説明で浸

透させたい

核ごみ反対条例
生活への不安は

当然だ

米国の中国戦略
対抗しつつ共存を

図れ
外資規制違反

異なる説明　深ま
る不信

京都保護司宣言
世界に誇る制度

充実図れ

アジア安定へ日
米同盟の一層の

深化を

接待問題で２社長
招致　疑惑は解
消されていない

総務省接待問題
なれ合い生んだ
可能性ないか

総務省接待問題
疑惑解明にはほ

ど遠い

デジタル法案　個
人情報保護が先

決だ
日米豪印会合

安定を支える枠組
みに

総務省の接待問
題　疑念晴らす明

確な説明を

総額表示で消費
を冷やすな

大震災１０年　トモ
ダチ作戦　地域の
災害救援モデル

ワクチン詐欺　不
安につけ込む卑

劣な犯罪だ

先住民族と表現
歴史への理解深

めねば

ＮＴＴ接待問題
疑惑の払拭には

程遠い
2021/3/15

日医工に業務停
止　後発薬の信
頼を取り戻せ

通信・放送行政の
疑念拭う徹底調

査を

東北新社認定取
り消し　なぜ不正
が見逃されたか

日米豪印会談
地域の安定へ首
脳合意生かせ

炭素排出に価格
本格導入へ早期

決断を
日米豪印首脳会
合　対中抑止へ
積極的活用を

社会人が学び直
せる大学に

香港選挙制度の
改変　民主社会
押し潰す「愛国」

車載用電池　開
発と原材料の確

保に全力を

愛知の署名偽造
地方自治揺るが

す不正
香港の選挙　理
不尽な制度改変

だ

土地規制法案
公明党は足を

引っ張るな

日米豪印を国際
協調の裾野広げ

る土台に

国際機関トップ
日本の存在感向
上へ戦略描け

総務省の疑惑
国会での究明急

がれる

総務省と電波　ふ
さわしい担い手か

リコール不正　不
信深める無責任

ぶり

中国全人代の決
定　香港の危機に

声をあげよ

米国は中東の安
定に責任を

災害医療チーム
感染症への対応

力も高めたい

７空港一体管理
初期投資への支

援必要

福岡５歳餓死　特
異な事件で済ます

な
金融機関は本人
のための認知症

対応を

ワクチン接種　的
確な情報提供で

混乱避けよ

変異株初確認
早期把握へ検査

強化を

総務省接待問題
国会の場で調査

尽くせ

経団連は「殻」を
抜け出せるか

バリアフリー　共
生社会へハードも

ソフトも

中国全人代　強
権政治　正当化で

きぬ

コロナと障害者
課題に取り組む

機会に

2021/3/11
津波被災地の１０
年　「主役は住

民」の理念新たに

東日本大震災１０
年　風化に抗い風

評を絶とう

注視したい米大型
対策の影響

大震災１０年　福
島の再生　ともに
歩む決意を新た

大震災１０年　惨
禍の教訓を次代

につなごう

東日本大震災か
ら１０年　目に余る
原発回帰の動き

東日本大震災１０
年／復興格差、
心のひずみに目

影をこそ伝えたい
３・１１から１０年

福島事故後の日
本　「夢」から早く

覚めねば

原発政策　事故
の教訓未来に生

かせ
所有者不明地

問題の重さを共有
して

中国外相の強弁
非を改めるのは

習政権だ

みずほ障害続発
これ以上の失態
は許されない

大企業の減資
中小企業の基準

見直せ

露大統領報道官
産経新聞を「読む

な」とは

孤独・孤立対策
不安に寄り添う社

会にしたい
総務省接待　調
査態勢を立て直

せ

総務省の接待問
題　首相が綱紀
粛正の先頭に

改正会社法の下
で企業統治の質

を高めよ

谷脇総務審議官
を更迭　もはや内
部調査は限界だ

参院集中審議
接待が行政を歪

めていないか
わいせつ教員　子
どもを守る知恵絞

れ

震災とスポーツ
日常取り戻す力を

今こそ

不正出品は通販
運営者も責任

ウーバー的な働き
方　実態踏まえ
ルール整備を

大震災１０年　最
悪想定し準備と訓

練怠るな
デジタル教科書

検証しないで飛び
つくな

国際女性デーと
日本　「おじさん政

治」と決別を

大震災１０年　東
北の魅力を生か

す産業に

国際女性デー　差
別解消への動き

鈍い

孤独・孤立対策
一人一人に寄り

添って
日本とＮＡＴＯ　対
中国で共同歩調

をとれ

バイデン氏の中
東外交　現実的
思考が欠かせな

「北」の金融犯罪
国際連携でサイ
バー攻撃防げ

コロナ下の財政
信頼が置ける再

建策を

ジェンダー平等
政策の中心に据

えねば
米安保戦略指針
「対中融和」の懸

念残った

ミャンマーでの弾
圧激化　国軍止め
る国際的圧力を

認知症と預金　安
全な管理と利便

性の両立を

コロナ集中対策
終了後も気を緩め

ずに
急宣言の再延長
２週間後は大丈

夫なのか

広がる銀行口座
手数料　サービス
向上が大前提だ

サンマ漁獲規制
合意の履行には
監視が必要だ

国立大学法人法
改正案は十分で

はない
宣言再延長　確
実に抑え込む期

間に

中国全人代が開
幕　「強軍思想」
の暴走許すな

中国2035計画が
生む摩擦に警戒

を

五輪海外客見送
りへ　今後も安全

優先の判断を

緊急事態再延長
感染対策徹底さ

せる２週間に

ミャンマー国軍
市民攻撃を即中

止せよ

ミャンマー情勢
国際圧力で暴挙

止めよ
英ＴＰＰ申請　加
盟へ前向きに交

渉を

全柔連のパワハ
ラ　山下会長の責

任免れない

出生激減に対策
総動員急げ

中国全人代の開
幕　自制なき拡大

は協調崩す

中国全人代開幕
強硬路線が自ら
の利益損なう

ＮＴＴ高額接待
泥沼の癒着　全て

解明を

緊急宣言を延長
国民への説明は

十分か
総務官僚接待

徹底した調査が
必要だ

緊急事態宣言
延長期間で何を

変えるか

緊急事態の継続
は説明尽くし効果

的に

ＮＴＴも総務官僚
接待　根深い癒着

構造の解明を

緊急事態延長へ
解除の先の感染
抑止策を急げ

緊急事態延長へ
抑止へ具体策欠

かせぬ

ＩＳ再興の兆し　封
じ込めへ国際協

調を
ミャンマー　蛮行
止める国際圧力

を

ミャンマー軍　血
の弾圧を直ちに

やめよ

政府は違法接待
の全容解明を

４都県の宣言延
長へ　点検と対策

の強化が必要

大震災１０年　原
発の将来像をどう

描くのか

核ごみ住民投票
ただちに実施すべ

きだ

相次ぐ接待発覚
全省庁対象に調

査せよ
記者殺害報告

サウジの責任は
重大だ

ゴーン被告　破廉
恥な逃亡劇の解

明を

国際機関のポスト
を日本が占めるに

は

コロナ禍と文化芸
術　豊かさ守る支

援足りない

尖閣領海侵入
中国による「常態

化」を許すな

公立高入試延期
混乱のないよう実

施を

英ＢＢＣを禁止
中国の不当な報

復だ

自殺対策　連携
強化し孤立を防ぐ

韓国大統領の演
説　具体策なき言

葉は無用だ

社会を挙げて孤
立を防げ

全柔連のパワハ
ラ問題　山下会長
の責任は重大だ

花粉症とコロナ
紛らわしい症状に

注意したい

ＩＲと地域振興　カ
ジノ頼み脱却の時

だ

思いやり予算　日
米安保検証の機

会に
日韓「歴史」対立
融和へ果断な行

動を

宣言解除と地方
拡散抑止は政府

の責任だ

国産ワクチン実現
へ国は民間を支

えよ

菅首相の政権運
営　官邸の機能
不全が心配だ

ミャンマー情勢
国際圧力で軍に
暴力停止迫れ

予算案参院へ
暮らし見据えた審

議を

みずほ銀行障害
再発防止こそ最

優先だ
みずほトラブル

信頼を取り戻せる
のか

内閣広報官の辞
職　信頼回復に全

力を尽くせ

文政権時代に日
韓で果実を

世界経済とＧ２０
復興に向け協調

再構築を

ＮＨＫ受信料　徴
収強化より先に値

下げを

核ごみ交付金　分
断の中の予算化

疑問

文大統領演説
日韓対話再開の

契機に
柔道パワハラ　山
下会長の見識を

問う

聖火リレー　国民
と五輪をつなぐ橋

に

ミャンマー国軍は
市民に銃口を向

けるな

山田内閣広報官
が辞職　対応はま
た後手に回った

文大統領演説
日韓の信頼回復

につながるか

山田広報官辞職
首相の任命責任

は重い

山田広報官辞職
疑問に答えぬ不

誠実
総務官僚接待

幹部留任で深ま
る不信

みずほＡＴＭ障害
社会基盤担う覚

悟見えぬ

ヤフー・LINEへの
注文

みずほ銀システム
障害　ずさんな危

機管理に驚く

みずほ銀ＡＴＭ　ト
ラブルへの対応

がお粗末だ

プルサーマル　唐
突な北電の凍結

撤回

ミャンマー情勢
日本は軍諭す役

割を
中国海警法　海
洋の緊張を高め

るな

サンマ枠の削減
国・地域別の設定

を急げ

行政への不信高
める政官の緩み

猛省を

コロナ下の出生数
減少　産みたいと

思える社会に

出生数減少　結
婚支援へ有効な

施策が要る

衆院予算委論戦
解明すべき問題

山積だ

海自潜水艦事故
教育訓練も調査

対象に
共通テスト　指摘
受け止めて改善

を

３・１１を前に　「揺
れたら避難」の実

践を

みずほは失敗を
繰り返すな

ジョブ型の働き方
会社の都合優先

せぬよう

ＣＯ２再利用　日
本の技術力を生

かせるか

地方国立大定員
増やすなら議論

丁寧に

バイデン外交　懐
の深い指導力発

揮を

原発被災地の１０
年　再出発の歩

み、粘り強く

2021/3/21
コロナ下の就活

ウェブ面接上手に
使って

緊急事態宣言、
解除へ　リバウン

ド対策万全に

自然の略奪から
脱して　週のはじ

めに考える

米中協議　健全な
共存描く対話を

2021/3/20

2021/3/19

2021/3/18

2021/3/16

2021/3/17

福岡沖地震16年
日本海側にも津

波は来る

東海第２原発差し
止め　安全な避難

できるのか

官僚の接待／倫
理法見直し新たな

規範を

接待問題の国会
質疑　「茶番」まだ

続けるのか

東日本大震災１０
年／被災前を知
り、次に備えを

夫婦別姓の反対
文書　地方の声、

封殺は許せぬ

「接待」問題質疑
国民の疑念深ま

るばかり

日米の対中政策
国際ルールの順

守求めよ

東日本大震災１０
年－－福島／風
評払拭へイメージ

転換を

４都県の宣言解
除へ　懸念を拭う

対策が必要だ

「緊急事態」再延
長へ／解除の基
準を明確に示せ

市場の不条理に
抗う　週のはじめ

に考える

東日本大震災１０
年　「福島」の教
訓、問い直せ

東日本大震災１０
年／なりわい再生

支援策検証を

半世紀先を見据
え廃炉の道筋描

け

震災１０年、福島
原発事故　廃炉

遠く復興見通せず

分からぬものに備
える　３・１１から１

０年

東日本大震災１０
年－岩手／防災
力の向上と高台

避難

東日本大震災か
ら１０年　「想定

外」に備える政治
を

「力の信奉者」の
片思い　週のはじ

めに考える

東日本大震災１０
年－宮城／海辺
の歴史遺産生か

そう

福島の事故から１
０年　いま再び脱

原発の決意を

ミャンマー情勢
軍政はデモの弾

圧やめよ

持続性高める復
興へ平時から備

えを

コロナ変異株／素
早い対応で広がり

防ごう

被災地の再生
「三つの逆風」乗

り越えて

ミャンマー軍政
武力行使は即刻

やめよ

生活保護訴訟判
決／客観性欠く減

額への戒めだ

予算衆院通過
接待疑惑は残っ

たままだ

コロナ　少子化急
加速／社会の根
幹揺るがす危機

だ

サウジ記者殺害
の真相　「現場の
暴走」ありえぬ

避難者の支援
多様な悩み官民

の「輪」で

緊急事態宣言の
延長　対策の検
証と修正急げ

「孤独・孤立」問題
対策　自己責任
論まず脱せよ

福岡県知事選
地域の将来像を

聞きたい

2021/3/6

東日本大震災か
ら１０年　ふるさと
再生なお途上だ

2021/3/14

中国全人代　国
際協調損ねる強

硬路線

震災１０年、まち
の復興　課題検
証しモデル描け

震災復興１０年の
教訓　「制度」見
直しに踏み込む

時

外国人と防災
「文化の壁」越え

る工夫を

同性婚訴訟で違
憲判決／法整備
へ議論を始める

時だ

展望みえぬ宣言
解除　再拡大阻

止に全力をあげよ

同性婚否定は「違
憲」　多様な家
族、認める国に

2021/3/13

2021/3/7

2021/3/2

2021/3/3
ネット広告　消費
者保護にルール

を

首都圏宣言延長
コロナ封じへの正

念場だ

中国全人代開幕
国際社会の懸念

を拭え

ＮＴＴからも接待／
利権の構造にメス

入れよ

2021/3/4

2021/3/5

2021/3/9

2021/3/8

2021/3/10

2021/3/12

2021/3/1

東日本大震災１０
年／危機回避の
鍵は分散にあり

嫡出推定の見直
し／家族観を反映

した制度に

九州の備え　「想
定外」減らし続け

よう

根深い官業癒着
総務省はうみを出

し切れ

休み

究極の判断迫ら
ぬ世に　３・１１か

ら１０年

東日本大震災１０
年／廃炉　本音
の対話が必要だ

入管法の改正案
難民認定の見直

しこそ

道半ばの復興
問われ続ける日

本の底力

中国の国防費
軍拡が不信の連

鎖招く

大震災１０年　国
の復興政策　ハー
ド偏重の限界見え

た

巨大地震からも命
を守る減災の国

へ

大震災１０年　あ
の時の思い　再確
認し行動を広げた

い

加速する少子化
未来揺るがす危

機的状況

香港の選挙制度
民意封じる許せぬ

強権

ネット広告　利用
者情報の乱用改

めよ

総務省「接待」問
題　癒着、根こそ

ぎ解明せよ

東日本大震災１０
年　福島／再エネ
普及で原発ゼロ

へ

大震災１０年　原
発のこれから　現
実直視し政策の

転換を

福島事故１０年
廃炉前進に国は

全力挙げよ

震災１０年、災害
列島　復興に一区

切りはない

東日本大震災１０
年－宮城／農業
の可能性を探る

好機だ

災害時の避難　コ
ロナ対策の徹底

を図れ

総額表示義務化
／痛税感薄れる

恐れもはらむ

緊急事態解除へ
安心できる状況で

はない

英国の核兵器増
強　軍拡競争再

燃許されぬ

「緊急事態」解除
へ／有名無実の
宣言　再構築せよ



香港の制度見直
し　立法会を全人

代化するな

「値下げ」の先を
見据えた携帯市

場改革を

ミャンマー軍のデ
モ鎮圧　民意の封
殺は許されない

大震災１０年　生
活の再建支え孤

立防ぎたい

サンマ国際規制
実効性には疑問

が残る
ワクチンの配分
自治体任せでは

混乱招く

テキサス大停電
に潜む課題

テレワークのあり
方　働き手本位の

環境作りを

障害児支援　制
度悪用した不正を

見逃すな

イラン核合意　米
国復帰へ対話再

開を
イラン核合意　緊
張を抑えて再起動

を

山林火災の火種
結果の重大性を

認識せよ

自動車は産業の
垣根越えた提携

を急げ

首都圏以外で宣
言解除　緩み招き
かねぬ首相対応

６府県宣言解除
段階的緩和で感
染再拡大防げ

宣言の一部解除
コロナ再拡大招く

恐れ

中部など解除へ
ここで緩んではな

らぬ
６府県先行解除
再拡大防止を最

優先に

６府県の宣言解
除　ウイルスへの

警戒怠るな

就活生に丁寧な
情報提供を

相次ぐ官僚の接
待問題　すさまじ
いモラル崩壊だ

デジタル給与　安
全性の確保に懸

念がある

時短要請終了へ
生活守る対策が

必要だ

メルケル氏後継
人権と自由重視

の人を
孔子廟判決　政
教分離の意義を

胸に

５８カ国の宣言
中国は恣意的拘

束やめよ

金利高・株安への
警戒を怠れない

世界

生活保護で違法
判決　社会の命
綱軽視への警鐘

コロナワクチン
国産体制へ支援

を加速せよ

官僚の接待問題
癒着の実態解明

が必要

総務官僚の接待
処分で幕引き許さ

ない
総務官僚接待

首相の政治責任
は重い

接待官僚の処分
「国民の奉仕者」

胸に刻め

宣言解除後の感
染再拡大防げ

愛知リコール強制
捜査　組織的関
与の疑惑解明を

エネルギー計画
脱炭素に原発の
役割は大きい

学長の解任請求
旭医大は審査の

徹底を

鈴木修会長退任
「脱カリスマ」へ結

束を
生活保護判決

政治的削減への
警告だ

那覇の孔子廟判
決　「違憲」の独り

歩き避けよ

農政の信頼傷つ
けた幹部処分

総務省接待問題
で処分　これで幕
引きとはいかぬ

デジタル教科書
普及よりも課題の

検証が先だ

入管法改正案
人権軽視は許さ

れない

孔子廟に「違憲」
文化を萎縮させぬ

よう
辺野古の工事

県民の心踏みに
じるな

パラまで半年　大
会開催は社会の

希望だ

インターネット広
告の透明化に全

力を

孔子廟用地提供
は「違憲」　政教
分離への厳格な

米軍駐留経費
同盟強化へ日本
の防衛努力も

巨大ＩＴ規制法
ネット広告も監視

必要

生活保護判決
削減のための削

減か
コロナ変異株　監
視と封じ込め強化

を

人権理への米復
帰　抜本的な組織

改革を急げ

放送行政に疑念
招いた責任は極

めて重い

巨大ＩＴとネット広
告　個人情報乱
用に歯止めを

所有者不明土地
登記義務化の前

に説明尽くせ

三笠２ダム事業
甘い見通し徹底

検証を

調布陥没の波紋
リニア工事は大丈

夫か

ミャンマー　国軍
の退場が民意だ

温対法改正案
追随型の脱炭素

は危うい

無戸籍生まない
嫡出推定に

カーボンプライシ
ング　導入へ仕組

み作り早急に

地方行政とＡＩ　職
員減克服のカギと

なるか

生活保護費訴訟
国の手法に疑義

示した

老朽原発　新しい
未来図描く時

Ｇ７の協調　コロ
ナ対応が試金石

だ

総務省接待問題
混乱招いた愚を

猛省せよ

企業は今こそ「攻
め」のデジタル変

革を

総務省幹部ら処
分へ　解明の責
任は首相にある

総務省接待調査
放送行政の公正
に疑念深めた

総務省接待調査
処分で幕引きはで

きぬ

入管法改正案
人権への配慮を

欠く
総務官僚接待

疑念の解消には
程遠い

天皇誕生日　令
和の「行幸」国民

の力に

米イランは歩み寄
りを探れ

Ｇ７のワクチン合
意　多国間主義
復権の試金石

竹島の日　対外
発信と領土教育

の両輪で

ミャンマー政変
流血の弾圧　即

刻やめよ

総務官僚の接待
許認可への影響

究明を

生活保護　使いや
すい「安全網」に

竹島の日　国は
返還要求の意思

示せ

成長分野への就
業に役立つ職業

訓練に

自殺遺族への賠
償請求　重い負担
減らす仕組みを

デジタル広告　取
引先と個人情報を

保護せよ

子どもの自殺　心
のＳＯＳを見逃す

な

三重大病院汚職
高い倫理観を見

失うな
米軍駐留経費

地域の安定を見
据えて

大坂の全豪優勝
大会成功を五輪

につなげ

航空機エンジン損
壊の解明を

新体制のＷＴＯ
貿易の秩序立て

直す時だ

非正規休業補償
企業規模問わず

適切な支援を

ＷＴＯ新体制　機
能回復へ改革急

務だ

福島原発判決
「万が一」をかみし

めて
曙ブレーキ不正

日本の信頼損なう
行為だ

領海警備、法の
隙間封じる議論を

進めよ

入管法の改正案
人権感覚の欠如

が深刻だ

コロナワクチン
「囲い込み」の過

熱を懸念する

米軍駐留費交渉
巨額負担の検証

必要だ
Ｇ７と菅首相　中
国に「モノ言う」実

践を

信頼される入管行
政の実現を

米軍駐留経費の
負担　幅広く両国

の役割議論を

偽版画大量流通
美術市場揺るが
す背信行為だ

留萌線存続協議
道の主導が欠か

せない
国際化と国籍　時
代に沿った見直し

を

孤独担当相　国
民へ強いメッセー

ジを

G7が結束し国際
協調体制を立て

直せ

総務省幹部の更
迭　疑惑の解明
はこれからだ

総務省接待　事
実を公表して疑惑

に答えよ

道予算案　コロナ
対策が不十分だ

中国の台湾威嚇
対話呼びかけに

応えよ
首相長男接待

放送行政の信頼
揺らぐ

コロナワクチン
国産の開発と生

産を急げ

駐留経費は同盟
深化と一体で

バイデン氏の対
中外交　同盟国と
の調整を綿密に

ＷＴＯ新トップ　機
能不全状態を打

開できるか

バイデン外交　中
国と対話も欠かせ

ぬ

総務官僚の接待
虚偽答弁は許さ

ない
議員の夜飲食

自民の規律が問
われる

橋本新会長　五
輪の開催へ強い

姿勢を

米のパリ協定復
帰で気候対策に

弾みを

五輪組織委会長
に橋本氏　国民が
納得できる運営を

橋本五輪新会長
混乱収拾し準備

に最善尽くせ

橋本組織委会長
政治との距離問

われる

リコール不正　到
底納得できぬ説

明だ
橋本新会長　課

題山積、厳しい船
出

ウイグル人弾圧
日本は究明の先

頭に立て

NATOは亀裂修復
を急げ

後絶たぬコロナ差
別　「許さない」発

信粘り強く

３５人学級へ　教
員の質をいかに

確保するか

総務省接待問題
癒着の疑惑が拭

えない

橋本氏新会長に
信頼回復へ透明

化急げ
老朽原発延命

無責任の上塗り
やめよ

ミャンマー情勢
スー・チー氏を解

放せよ

新会長に望む現
実踏まえた五輪

の準備

菅首相長男と総
務省　特別扱いの

疑い強まった

ワクチン接種　情
報公開で不安解

消に努めよ

デジタル化法案
個人情報保護を

万全に

ＷＴＯ人事　新た
なトップ支えねば

地下工事で穴　過
信を排し安全確保

を

ＷＴＯ新トップ
ルール再構築を

最優先に

SNSのリスクに留
意を

社外取締役の活
用　数合わせに終

わらぬよう

嫡出推定見直し
無戸籍防ぐ法改

正を急ぎたい

頭髪指導訴訟
子供の多様性認

めたい

夜の酒場通い　議
員を辞職すべきだ

株価３万円台　ゆ
がみの蓄積に注

意を

トランプ氏無罪
政治の迷走終わ

りにせよ

マイナンバーで
フェアな介護保険

料に

ワクチンの接種開
始　不安拭う説明

と体制必要

株価３万円台　経
済の実態を反映し

ていない

ワクチン接種　情
報開示の徹底不

可欠

トランプ氏無罪
それでも責任は重

い
米の弾劾裁判　ト
ランプ流と決別の

時

ワクチン接種へ
史上最大の作戦

に全力を

総務省接待の実
態解明を急げ

トランプ氏に無罪
評決　信頼回復に

は真相究明を

米国の対中政策
同盟強化で国際

秩序を守れ

株価３万円台に
実態映さぬ高騰

危うい

「危険罪」認めず
法を見直すしかな

い
ワクチン接種　難
題着実に解決し

前へ

福島県沖地震
「揺れへの備え」

再確認を

ワクチン接種は安
全かつスムーズ

に

福島・宮城で震度
６強　不安に寄り

添う目配りを

福島・宮城地震
余震とコロナに万

全の備えを

プーチン氏発言
返還拒否は認め

られぬ

ワクチン接種　正
確な情報を迅速

に
福島県沖地震

二次被害防止に
全力を

ＧＤＰと株価　経
済悪化の対応を

万全に

問われる共和党
の脱トランプ

コロナ下の株価３
万円　景気映さぬ

カネ余り相場

トランプ氏無罪
民主主義汚した
責任は消えぬ

福島沖地震　冬
期の避難に備え

たい

福島沖の地震
日ごろから備えて

こそ
2021/2/15

中国の海警法
国際法違反は看

過できぬ

30年ぶり株高の
果実が家計に及

ぶ流れを

潜水艦衝突　一
歩間違えば大惨

事だった

コロナ対策強化
丁寧な説明欠か

せない
温暖化国際交渉
目標値の呪縛か

ら脱却を

震災10年で起き
たM7級余震

児童虐待最多
見守りの方法に
工夫が必要だ

確定申告　納税
者本位の態勢必

要
米中首脳協議

対話による緊張
緩和を

苦境の新電力
救済は自由化に

逆行する

企業は利益の上
振れを次の変革

の糧に

五輪会長辞任
森氏の決断遅れ
が混乱広げた

改正特措法施行
私権制限は極力

慎重に

森氏後任人事
社会の在り方変え

ねば

森会長辞任　目を
覆うばかりの混迷

米中首脳電話会
談　覇権追求「誤

解」ではない

アンモニア燃料の
普及促せ

ワクチン承認へ
緊密な連携で接

種を滞りなく

泊再稼働審査
断層以外も課題

は多い

コロナ法施行　人
権への配慮を怠

るな
コロナ下の春闘
賃上げ基調の維

持を

森会長の辞意
心機一転の奇貨

としたい

新体制でWTOの
再建急げ

米ＳＮＳ投資家の
乱　ウォール街不

信も背景に

巨大ＩＴ規制法　公
正な取引の実現

に努めよ

電力の逼迫　安
定供給へ基盤強

化を

コロナ通知来ず
「お粗末」では済

まない

ＷＴＯ新体制　法
の支配を取り戻せ

ＷＨＯの武漢調査
「起源解明」には

ほど遠い

森五輪会長の辞
任を旧弊改める

契機に

「石綿」で建材会
社敗訴　救済の

仕組み作り直ちに

施設の集団感染
検査の徹底で高

齢者守りたい

森会長辞任へ
五輪態勢　立て直

し急務

森会長辞任へ
遅きに失した判断

だ

ミャンマー　流血
を避け民意尊重を

宣言解除への課
題　経済活動再
開の指針示せ

企業は人権の侵
害なくす取り組み

を

「嫡出推定」の見
直し　無戸籍児生

まない制度に

ＷＨＯ武漢調査
中国の主張追認

に失望した

嫡出推定見直し
無戸籍者生まぬ

制度に

森発言と菅政権
深刻さ理解してい

るか
五輪組織委　混
迷打開に刷新を

急げ

建国記念の日
「国民を守る日

本」であれ

EV化が迫る車の
部品再編

新ＳＴＡＲＴ延長
核軍縮が後退し

ないよう

小林化工処分
不正の数々にあ

ぜんとする

米国の弾劾裁判
トランプ流　決別

の時だ

ＷＨＯ武漢調査
李医師の言葉胸

に刻め
皮膚病薬の被害
業界あげ信頼取

り戻せ

告発医師死去１
年　露骨な隠蔽の

正体をみよ

給与デジタル払い
を技術革新の弾

みに

首相長男問題の
質疑　官僚の答
弁拒否も忖度か

デジタル法案　便
利さが実感できる

改革を

核ごみ文献調査
国は離脱への道

筋示せ

介護報酬増額
利用者の安心支

えねば
原発不正入室

東電の「資格」再
審査を

沖縄振興計画
現実に即した政策

立案を

市場みすえ農産
物輸出拡大を

海自潜水艦の衝
突　あってはなら

ない事故だ

韓国の対北政策
日米と足並みを揃

えられるか

中国海警法　尖
閣の現状変更許

すな

コロナワクチン
公平分配へ国際

協力を
炭素に「値段」　導
入前提に議論を

急げ

バイデン氏の演
説　「対中抑止」
最優先で進め

モラルハザード防
ぎ持続的な休業

支援に

ＮＨＫ経営委員長
人事　再任では公

共性守れない

中国海警法　国
際秩序への挑戦

を許すな

英ＴＰＰ申請　加
盟国増の判断慎

重に

中部空港の拡張
視界広げて議論

せ
教員の不人気

工夫重ねて人材
確保を

施設クラスター
宿泊療養使い生

活分離を

銀行は資金支援
の先を描け

森会長の続投論
「仕方がない」は、

やめよう

悪質シッター　子
供を安心して託せ

る制度に

接触確認アプリ　Ｉ
Ｔ頼みの危うさ露

呈

株価急上昇　バブ
ルへの警戒怠る

な
ＮＨＫ経営委　委
員長再任に反対

する

韓国の米中外交
同盟分断の思惑

に乗るな

ワクチンの接種管
理を信頼回復の

糸口に

コロナ下の事業者
支援　打撃に応じ

た制度整備を

個人投資家の乱
米国社会の格差

を映す異変だ

小学に教科担任
人材の確保を最

優先に

生活保護は権利
利用妨げる壁取り

除け

接待問題の官僚
処分　解明なき幕

引き許せぬ

洋上風力発電／
地域の理解得る

努力が必要

辺野古に陸自部
隊　民意無視の

「上塗り」だ

公共施設の削減
方針／平成の大
合併　検証が必

要

「孤独相」の新設
希望を生む本腰

の対策を

農水次官ら処分
癒着の解明には

程遠い

思い出すのでは
なく　週のはじめ

に考える

ワクチン接種　明
確なスケジュール

示せ

海自潜水艦の衝
突　なぜ教訓に学

ばぬのか

森会長の後任迷
走／透明な人選
で体制立て直せ

東北で震度6強
「10年」で終わりで

はない

2021/2/17

森友遺族訴訟
赤木ファイルを隠

すな

携帯の新料金
大手3社の寡占を

許すな

首相長男の接待
問題　公平損なう

忖度またか

首相長男の接待
／「更迭」は当然

徹底解明を

改正コロナ法施
行　運用を厳しく

監視したい

ワクチン接種ス
タート　現場の不
安解消、早急に

要配慮者の避難
支援／共に助か
る工夫と準備を

G7首脳会議　多
国間主義の歩み

着実に

黒染め強要、賠償
判決　人権守る議

論広げよう

孔子廟用地提供
は違憲　政教分
離に現実的な判

断

総務省の違法接
待／なれ合いに
けじめを付けよ

小学校35人学級
教員の拡充が欠

かせない

ワクチン格差　貧
しい国を放置でき

ない

株価３万円台　反
落リスク警戒怠る

な

森氏辞任とジェン
ダー／社会全体

で問題意識　共有
を

2021/2/19

2021/2/21

総務省接待問題
第三者機関で徹

底解明を

新会長に橋本氏
「開かれた五輪」

へ改革を

歴史探偵が残し
た言葉　週のはじ

めに考える

野党第１党の責
任／存在感示し、

信頼度向上を

コロナの改正法施
行　私権制限の
乱用許されぬ

風力発電拡大
適切な環境アセス

こそ

2021/2/16

Jリーグ開幕へ
地域貢献の波、

九州全県に

五輪組織委会長
に橋本氏　官邸主
導の印象拭えぬ

組織委新会長に
橋本氏／山積す
る課題、丁寧に対

応を

カネミ油症調査
次世代の被害掘

り起こせ

原発事故「国にも
責任」　高裁判決

の重さ自覚を

福島移住に２００
万円／最後の避
難者まで支援を

2021/2/28

早期に「第３の独
立」を　週のはじ

めに考える

ワクチン接種開始
／先行き早く示し

不安解消を

英国のＴＰＰ加盟
／国内農業の
ガード維持して

入管法改正案　こ
れでは理解得ら

れぬ

緊急事態の解除
警戒はまだ緩め

られない

2021/2/26

2021/2/27

接触アプリの不具
合　政府の本気

度疑われる

宮城県美術館の
未来／市民の声
を改修に生かそう

九州経済白書
DX軸に変革へ踏

首相長男の官僚
接待　政権の体

コロナ禍の花粉症
／感染リスク増大

2021/2/9

福島・宮城で震度
６強　「複合災害」

に備え急げ

震度６強の余震
／収まらぬ地下
変動に要注意

2021/2/14
ウイグル族弾圧

人権踏みにじる同
化政策

生活保護　迷わず
使える仕組みに

森会長辞任へ
五輪への信頼を

取り戻せ

女性の自殺急増
命の支援網広げ

連鎖断て

森会長が辞意
組織委は信頼回

復急げ

森会長辞任へ／
世論に鈍く遅すぎ

た決断だ

コロナワクチン
円滑な接種の準

備を急げ

広島県・市の予算
案　コロナの「先」

も着実に

女性蔑視発言の
混乱／政府の統
治力欠如も深刻

だ

電力需給切迫
安定供給の使命

忘れるな

愛知のリコール不
正　許されぬ、卑

劣な行為だ

コロナ禍　支援の
拡充／損失補償
を打ち出すべきだ

首相長男の接待
「別人格」では通

用しない

2021/2/23

2021/2/22

2021/2/24
生活保護費判決
算定基準の見直

し急げ

中国海警法施行
／尖閣の現状変

更を許すな

2021/2/25

2021/2/8

2021/2/10

2021/2/11

2021/2/12

2021/2/13
森会長辞任と後

継人事　旧弊を改
めていく契機に

2021/2/20

銀行の認知症対
応　実情即した配

慮必要だ

株価３万円突破
／経済の実力
過信は禁物だ

2021/2/18



ＣＯＣＯＡ　協力裏
切る不具合放置

ワクチン安定供給
日米主導で協調

実現せよ

許されぬリコール
署名の不正

愛知リコール署名
不正　まずは実態

解明の徹底だ

携帯料金改革
格安会社にも目

配りが要る

携帯大手新料金
寡占の固定化が

心配だ

新ＳＴＡＲＴ　中国
も核軍縮に参画を

安定供給支える
健全な電力取引

市場に

コロナのワクチン
争奪　国際協調
が試される時だ

接触確認アプリ
政府は不具合放

置を猛省せよ

北方領土の日
返還交渉後退さ

せるな

病院長解任にみ
る統治の不全

中国の台湾への
圧力　力の誇示こ

そ新冷戦招く

文化産業の力　メ
ガヒットをどう生み

出すか

強制不妊判決
門前払いは冷淡

過ぎる
長男の官僚接待
菅首相　人ごとで

はない

ココア不具合　あ
まりにも杜撰な運

用だ

米巨大IT企業の
事業領域拡大に

注視を

読書感想文コン
クール　孤独和ら
げる本との対話

森氏の女性発言
五輪会長として不

見識すぎる

森喜朗氏の発言
五輪トップに不適

格だ

総務省接待問題
隠蔽、改竄しない

よう
リコール署名　無
軌道の責任明ら

かに

森氏の問題発言
組織委もＪＯＣも

猛省を

体制安定を優先し
たベトナム

接触アプリの不具
合　感染抑止へ
の姿勢を疑う

露反体制派拘束
人権無視の露骨
な政治弾圧だ

首相長男の接待
疑惑にふたは通

らない

雇用シェア　事業
創造の好機にも

米ロの核軍縮　延
長を基に新枠組

みを

日英２プラス２　空
母群の派遣を歓

迎する

中国海警法への
対処で重要な国

際連携

森会長の女性蔑
視発言　五輪責

任者として失格だ

車の半導体不足
「産業のコメ」確保

に知恵絞れ

コロナワクチン
途上国供給　国

際協調を

森氏女性蔑視
五輪の顔として適

任か
女性差別発言

森会長の辞任を
求める

長男の接待疑惑
首相が自ら説明

を尽くせ

プーチン政権の弾
圧に圧力を

首相長男の総務
省接待　「知らな
い」では済まない

河井案里氏辞職
説明なしで幕引き

を図るのか

道内景気低迷
事業再構築の支

援必要

ベトナム書記長
長期独裁にならぬ

よう
コロナ法成立　運
用監視し再見直し

も

案里議員辞職
克行被告にも進

退を迫れ

あまりにお粗末な
森五輪会長の女

性発言

コロナ関連法の改
正　罰則でなく支

援を前面に

改正特措法成立
罰則頼らず国民
の理解求めよ

コロナ法改正　責
任転嫁の罰則強

化だ

案里議員辞職
政権の関与も究

明せよ
案里議員辞職

目に余るモラルの
低下

コロナ特措法改正
協力に十分な支

援必要だ

機能する接触確
認アプリに

河井案里議員が
辞職　説明なき退

場許されない

技術情報流出
競争力の源泉守
る対策が急務

案里議員辞職
説明放棄は許さ

れない

改正コロナ法　こ
れで協力得られる

か
「緊急宣言」延長
気を緩めず対策

を講じよ

改正法の下で飲
食ルールの効果

検証せよ

緊急事態宣言の
延長　もう１周頑
張れる説明を

緊急事態延長　コ
ロナ禍収束へ道

筋付けよう

緊急事態延長
検証せずに収束

できぬ

リコール不正　誰
が、なぜ、を究明

せよ
露のデモ弾圧　体
制の軋みに耳を

澄ませ

英の参加でTPP
の飛躍を

英国のＴＰＰ加盟
申請　自由貿易
再建への弾みに

ミャンマー政変
国際連携で平和

解決を促せ

旭川医大の内紛
公平公正な調査

必要だ

緊急宣言を延長
早期解除へ追加

対策を
ミャンマー　民主
化覆す軍の暴挙

だ

ミャンマー情勢
軍はただちに兵舎

へ帰れ

緊急事態の解除
は感染状況を見

極めて

ミャンマーでクー
デター　民主化の
成果を壊す暴挙

英ＴＰＰ申請　自
由貿易推進の弾

みにしたい

ミャンマー政変
孤立を招く軍の暴

挙だ

公明議員は辞職
自民の処分甘くな

いか
立憲党大会　政
権の選択肢へ正

念場

英国のＴＰＰ申請
「自由」広げる好

機とせよ

SNS悪用の投機
に歯止めを

コロナ下での会食
不祥事　政権全
体で猛省が必要

テレワーク　労使
とも安心できる働

き方に

道州制特区延長
政治主導で権限

移譲を

ミャンマー政変
民主化台無しの

暴挙だ
ＩＴ規制の施行　実
態に応じ強化の

検討を

許されぬミャン
マー国軍のクーデ

ター

教科担任制の導
入　人材確保の
仕組み構築を

がんの不妊対策
治療後も見据え
長期的支援を

ＳＴＡＲＴ延長　核
軍縮　新たな枠組

みを

中国海警法　武
器使用強く危惧す

る
核兵器禁止条約
「署名せず」が日

本を守る

自粛せずに自粛
を求めるな

図書館のサービ
ス拡大　出版文化
守る配慮が必要

通信制高校
チェック強化で質

を確保せよ

高齢者虐待　重
層的な防止策が

必要

震災と協同労働
新たな働き方にな

るか
田中の楽天復帰
野球の力を再確

認したい

公平で実効性を
伴う巨大IT規制に

「無給医」に是正
勧告　時代遅れ
の慣行見直しを

デジタル教科書
紙と活字が人間
形成の基本だ

立憲民主党　政
権担う実行力見え

ぬ
感染者の生活

手厚く支えて命を
守ろう

国会「質問取り」
是正さらに

養育費の不払い
対策　実効性ある

仕組み早急に

企業の脱炭素
技術革新の後押

しを投融資で

除雪事故多発
高齢者支援の拡

充必要
雪の事故多発

情報を活用して防
ごう

コロナワクチン
接種に向け丁寧

な説明を

コロナ下の財政見
通し　現実に向き

合わぬ無責任

米露核軍縮延長
新たな枠組み構
築への一歩に

修正コロナ法案
罰則より補償の明

記を

刑事罰の削除
実効性になお疑

問残る
ワクチン態勢　自
治体との連携を密

に

旭川医大問題
患者不在の「白い

巨塔」か

センバツ出場校
が決定　感染対

策に万全期したい

コロナ下の寄付
多様な手段で善

意を届けよう

核ごみ対話の場
中立性は確保で

きるか

日米首脳協議
国際協調へ連携

深めよ
コロナ修正合意
疑問や課題がな

お残る

日米首脳電話会
談　なぜ「中国」を

発信しない

米経済再生へ新
政権のもと連携せ

よ

コロナ法改正の審
議　不安を拭う更

なる修正を

日米電話会談
同盟深化へ意思
疎通重ねたい

核ごみ対話の場
中立性は確保で

きるか

中国で感染再燃
武漢と同じ轍を踏

むな
日米首脳協議

国際協調　共に立
て直せ

子供の体力　外
遊びの楽しさ伝え

たい

生殖医療の包括
的な法整備を

新政権下の日米
関係　地域の安
定を築く同盟に

コロナワクチン
円滑に接種できる

態勢整えよ

３次補正成立　感
染対策が置き去り

だ

議員クラブ訪問
国民の苦悩なぜ

届かぬ
介護報酬改定

職員の待遇改善
優先に

コロナ緊急事態
宣言延長へ早期

の決断を

コロナ対応の与野
党合意を次に生

かせ

１１年ぶりに自殺
者増加　コロナ下
こそ届く支援を

政府の財政試算
甘い見通しでは信

頼が揺らぐ

道のＪＲ支援　設
備投資の関与拡

充も

ロシア政治弾圧
民の怒りと向き合

え
ＮＨＫ値下げ　政
治の影に疑念が

残る

米露の延長合意
中国なき核軍縮

は疑問だ

農業は成長のさら
なる追求を

反プーチン派大量
拘束　暴力による

弾圧許されぬ

ゲノム編集食品
消費者の理解得

る努力続けよ

ロシアの弾圧　強
権政治は孤立を

招く

福島原発判決
残念な「国に責任

なし」
再宣言と経済　中
長期にらみ着実

に

春闘スタート　雇
用と賃上げの両

立図れ

米ロは新START
超える枠組み目

指せ

菅首相の予算委
答弁　これでは議

論が進まない

中国の台湾威嚇
米新政権を試す
露骨な挑発だ

旭川医大の混乱
一方的な解任は

疑問だ
五輪の行方　現
実踏まえた対応

急げ

米の対中政策
戦略的忍耐では

生ぬるい

天下りの復活は
許されない

コロナ下の春闘
労使で課題克服

の道筋を

農水産物輸出
重点品目を効果
的に売り込め

コロナ下の春闘
賃上げの流れ続

けたい
コロナの法改正
懸念拭えぬ政府

の説明

中国の台湾威嚇
日米同盟で「抑

止」を図れ

国際協調は中国
がまず範を示す

べきだ

コロナと生活困窮
者　孤立させぬ支

援と情報を

衆院予算委員会
感染抑止への真

摯な議論を

予算委首相答弁
反省なく国民に届

かぬ

古田知事が５選
コロナ後こそ正念

場
財政の悪化　健
全化めざすため

には

わいせつ教員　教
壇に立たせぬ法

改正を

資生堂に見る攻
めのリストラ

異次元緩和策の
点検　長期化の
弊害直視が必要

コロナと自殺増
きめ細かい支援
で孤立を防げ

ワクチン接種　国
の責任で備え万

全に

ＧｏＴｏ事業費　補
正組み替えが必

要だ
ロシアの強権　政
治的弾圧が目に

余る

露反体制派拘束
抑圧は反発と孤

立を招く

半導体不足が映
す自動車産業の

未来

東京五輪まで半
年　現実見据えた

議論足りぬ

中国の宇宙開発
「囲い込み」の発

想は脅威だ

道予算案編成　コ
ロナ対策が最重

要だ

五輪まで半年　開
催の可否問い直

せ
医療の逼迫　病
床確保へ調整が

急務

テレワークの普及
中小企業への支

援充実を

東南ア高速鉄道
は計画精査を

ワクチンの接種体
制　正しい情報提

供が不可欠

高齢者介護　施
設職員の虐待増

加を止めよ

待機児童の解消
多面的な政策の

実施を

業務継続計画
次の備えに生か

そう
コロナ変異種　国
主導で市中感染

対策を

通帳有料化なら
サービス向上に

努めよ

コロナ関連法の改
正案　失政覆い隠

す罰則偏重だ

慰安婦問題　日
本の努力を幅広く

伝えたい

東京五輪半年前
着地点探る議論

が必要
案里被告に有罪
議員辞職を強く勧

告せよ

メルケル後の変
化に備えを

案里議員に有罪
判決　反省なき自

民の無責任さ

献血者の減少
制度維持に必要
な共助の精神

河井議員有罪
政治とカネにけじ

めを
コロナの法改正
疑問が尽きない

政府案

武漢封鎖から１年
発生源の徹底究

明を急げ

財政悪化の現実
を直視できないの

か

参院選買収有罪
問われる河井案
里議員の進退

コロナ法改正　罰
則の必要性ある

のか

案里議員に有罪
選挙の公正破る

罪深さ
案里議員有罪

不信の解消はる
か遠く

五輪まで半年　臆
測に惑わされず

準備を

文氏の対日発言
を具体化せよ

コロナ自費検査
陽性の結果は行

政と共有せよ

核禁止条約発効
参加が被爆国の

責務だ

核禁条約発効
理想に一歩近づ

いた
入院拒否への刑
事罰は厳しすぎな

鳥インフル　教訓
生かし対策万全

NHKはもっと迅速
な改革を

バイデン大統領
協調と融和へ指

農水省の癒着構
造　政府は進んで

実態解明を

米新政権と連携し
て国際秩序の再

建を

政府の脱炭素化
戦略　大変革に見

合う対策必要

代表質問　コロナ
禍克服への方策

論じよ

外国人往来停止
実習生頼みから

脱却を

春闘経営側方針
賃上げの流れ止

めるな

代表質問　協力し
て危機を乗り切れ

進退問われる参
院選有罪判決

コロナ下の代表質
問　論戦を対策に

生かさねば

経団連春闘方針
賃上げの流れを

止めたくない

国会代表質問　ま
たも疑問は素通り

か

代表質問始まる
党派超え危機克

服せよ
文大統領会見

解決へ実効的な
行動を

文大統領の会見
言葉ではなく行動

で示せ

ワクチン接種は国
主導で万全の体

制に

医療体制の逼迫
崩壊防止は政治

の責任だ

トランプ氏退任
「負の遺産」はあ

まりに大きい

金氏が総書記に
非核化以外に道

はない

入院拒否に罰則
対策の優先順位

が違う
ＳＮＳの規制　事
業者の責任は重

大だ

米のパリ協定復
帰　日本の国益
守り存在感を

孤立招くロシア反
対派拘束

「メルケル後」のド
イツ　対話と協調

の政治継続を

電力不足　幅広い
連携で安定供給

を図れ

冬イベント中止
経済的影響抑え

る策を

大雨特別警報
避難情報との混

乱防げ
米軍低空飛行

無軌道に歯止め
かけよ

ワクチン接種は国
主導で万全の体

制に

菅首相の施政方
針演説　不安に全

く応えていない

施政方針演説
医療体制の現実

に目を向けよ

首相の施政方針
コロナ対策　方向

見えぬ

巨大ＩＴ企業　言論
規制委ねていい

か

民主主義の復元
力　週のはじめに

考える

象牙の国内取引
／市場閉鎖に向

け準備急げ

北方領土の日
プーチン氏と交渉
やめよ　「ソ連崩
壊３０年」で新戦

略を

コロナと経済　必
要な支援を細や

かに

森氏の蔑視発言
根深い性差別の

解消図れ

森会長発言の波
紋　「五輪の顔」

の資格なし

森会長の女性蔑
視発言／五輪の
妨げ　早急に辞任

を

DX軸に変革へ踏
み出せ

接待　政権の体
質こそ問題だ

／感染リスク増大
一層注意を

2021/1/24
西スポ賞　2人の
「走り」が心動か

す

米バイデン新政
権　国際協調の

乱れ修復を

鬼哭の聞こえぬ
社会に　週のはじ

めに考える

医療崩壊迫る／
コロナ病院設け集

中させよ

コロナ対策　衆知
結集　首相が先

頭に

選択的夫婦別姓
多様な「家族」尊

重したい

ワクチン接種　医
師・会場、確保で

きるか

案里議員に有罪
判決／控訴より議

員辞職が先だ
2021/1/25

2021/1/26

2021/1/27
医療崩壊の危機
病床確保に民間

と連携を

「カジノ」整備基本
方針　いま一度是

非を考えよ

2021/1/28
ハンセン病法廷

「真相」を葬ってよ
いのか

コロナ禍と春闘
賃上げの流れ、止

めるな

ロシア反体制派
弾圧／強権政治
は国際的孤立招く

病院間の連携進
めねば　医療態勢

の逼迫

遠山議員辞職
「国民の代表」は

襟を正せ

ミャンマーでクー
デター　民意踏み

にじる暴挙だ

ミャンマー軍、政
権掌握／民主化
台無しにする暴挙

だ

米ロ核条約延長
現状維持で終わ

らせるな

震災被災地の高
台移転／持続可
能な地域をつくろ

う

「脱炭素元年」の
世界　危機克服
へ変革を急がね

ば

ロシア抗議デモ
弾圧やめ「声」に

耳傾けよ

案里議員辞職
政治の責任で疑

惑解明を

2021/1/19

2021/1/20

2021/1/21

2021/1/22

2021/1/23
核兵器禁止条約
と日本　被爆者の
思い継ぐ関与を

バイデン新政権
まずは民主主義

の再生だ

案里被告に有罪
判決　「金権」断ち

切る契機に

米国の再建がか
かる　バイデン政

権発足

バイデン大統領
就任／分断克服
へ団結の光とな

れ

バイデン氏就任
米国の結束と底
力が試される

バイデン大統領
就任　米国の結
束どう取り戻す

コロナ法改正案
罰則導入の根拠

が曖昧だ

コロナ禍と女性の
苦境　さらなる支

援が必要だ

原発処理水処分
方針／コロナ禍切
迫　先送りが妥当

バイデン新大統
領　自由世界の

団結主導を　中国
への厳しい姿勢

核兵器禁止条約
の発効　廃絶元

年、新たな歩みを
前へ

核禁条約発効へ
日本も一歩踏み

出す時だ

コロナ対策で刑事
罰　強制より協力

促す策を

コロナ下の春闘／
賃上げと雇用　最

大限努力を

新型コロナ関連法
恣意的運用許さ

れない

中国「海警法」施
行　不測の事態、

防ぐ対処を

首相施政方針
「安心と希望」に

首相の施政方針
演説　国民に言葉

トランプ氏弾劾訴
追／自省なしに威

コロナ国会　特措
法改正を最優先

　非常時 さ

案里被告に有罪
「金権選挙」が断

罪された

核兵器禁止条約
と日本　橋渡し役

でなく主役に

核兵器禁止条約
発効／保有国に
放棄促す圧力に

バイデン米政権
の発足　新思考で
国際秩序の再生

を

３次補正予算案
喫緊の感染対策

優先を

続落する内閣支
持率／進路を示
し、誠実に説明を

2021/1/29

2021/1/30

2021/1/31
深刻な鳥獣被害
駆除と共に「すみ

分け」も

中教審答申　公
費増額なぜ求め

ない

後ろには夢がない
週のはじめに考え

る

ワクチン接種／市
町村と共に備え怠

りなく

ＧｏＴｏ事業　予算
ありきの再開懸念

コロナ法の改正
疑問や不安さらに

議論を

広島県のＰＣＲ検
査　今なぜ必要、

説明尽くせ

コロナ１億人感染
／ワクチン公平配

布で収束を

「ワクチン外交」は
国際協調を軸に

コロナ下の春闘
雇用を守りつつ賃

上げも

ロシア反政権デモ
弾圧では不満消

えない

コロナ対策に罰則
／強権的手法に
効果は望めぬ

岩手の防災体制
／防潮堤過信せ

ず避難しよう

国会コロナ論戦
党派超えて危機

に対応を

新ＳＴＡＲＴ延長合
意／さらなる核軍

縮の踏み台に

改正コロナ法　議
論生煮え行政に

丸投げ

案里被告の議員
辞職　金権政治
決別の一歩に

ネット中傷への対
応／規制強化が
抜本策ではない

緊急事態宣言の
延長　戦略と信頼
再構築欠かせぬ

ミャンマー政変
民主化を逆行さ

せる暴挙

コロナ自粛と国会
議員　立場を分
かっているのか

2021/2/2

2021/2/1

2021/2/3

2021/2/4

2021/2/5

2021/2/6

2021/2/7

2021/2/8

緊急事態宣言の
延長／政権の危
機感欠如も原因

だ

脱炭素の取り組
み　世界の動きに

遅れるな



施政方針演説
首相の覚悟が見

えない

孤立招くロシア反
対派拘束

文大統領会見と
日韓　関係改善に

は行動が必要

東証市場再編
企業の成長意欲

高める改革に

教育とデジタル
学習の可能性広

げたい

首相施政方針
危機克服の決意

見えぬ
電力の逼迫　需
給安定への教訓

に

医療崩壊　官民
の総力で病床確

保を

首相はもっとわか
りやすく針路を示

せ

ＳＮＳとトランプ氏
言論空間のあり

方議論を

ＮＨＫ受信料　値
下げの具体策を

早期に示せ

変異ウイルス　感
染拡大へ備え十

分に
図書館サービス
ネット時代の姿

探って

中国で邦人に実
刑　人権侵害やめ

て釈放せよ

まだ楽観できない
中国経済

アフガンの女子教
育　タリバン軟化

見極めたい

湾岸戦争３０年
安保環境の変化

を直視したい

緊急事態と経済
生活と雇用守る支

援を
米大統領とＳＮＳ
排除理由の丁寧

な説明を

医療や介護と縁
遠く長生きを楽し

むには

安倍氏の「桜」前
夜祭　国会の場で

疑惑の解明を

インド太平洋　欧
州の関与を安定

につなげよ
阪神大震災２６年
思いを新たにする

節目に

中国はコロナ調査
に協力を

香港の民主派弾
圧　司法の「中国

化」を憂える

阪神大震災２６年
長期化が物語る

復興の難しさ
コロナの法改正
罰則が先行する

危うさ

ＮＨＫの値下げ
組織統治の改革

を怠るな

太く効果的なサス
テナブル金融にし

よう

吉川元農相を在
宅起訴　公判で癒
着の全容解明を

特措法改正案
罰則は感染抑止

につながるか

強制不妊判決
時の壁適用は理

不尽だ

吉川元農相起訴
政治腐敗見逃さ

ぬよう
元農相の起訴

信頼回復　首相
が先頭に

金氏が総書記に
対北圧力を強め

るときだ

疑問拭えぬ大学
支援ファンド

ＮＨＫの経営計画
視聴者本位の改

革なのか

元農相収賄起訴
根深い癒着の全
容を解明せよ

吉川前議員起訴
現金授受の背景

解明を

いじめ自殺提訴
訴えを重く受け止

めよ
検察の「刷新」　う
やむやでは済ま

ない

トランプ氏弾劾
党派対立にのめ

り込むな

元農相の起訴で
問われる農政の

透明性

トランプ氏、弾劾
再訴追　民主政
治損ねた重い責

トランプ氏弾劾
もう公職に就くべ

きではない

コロナ対策延長
道内はなお危機

的状況

北朝鮮党大会
非核化の意思見

えない
米大統領弾劾

民主大国の復元
力を

コロナの水際対策
なすべきことはま

だある

今年は核保有国
が動く番だ

「緊急事態」と大
学入試　不安除く
最大限の配慮を

大学共通テスト
感染対策と混乱
回避に努めよ

元慰安婦訴訟
日韓合意踏まえ

解決を

防衛費最大に　敵
基地攻撃を先取り

か
「春」後の中東

人道危機を脱す
る年に

2度の訴追が印象
づける異様な米

政権

「緊急事態」７府
県追加　首相が

頭を切り替えねば

緊急事態拡大
今まで以上の危
機感が必要だ

緊急事態拡大
危機認識あまりに

甘い

大学共通テスト
試練の春を支え

たい
宣言地域拡大

態勢の立て直しを
急げ

フリーランス保護
は多面的に

激動期の日本外
交　政府の構想
力が試される

北朝鮮党大会
軍事偏重をなぜ
改めないのか

空港民営化１年
魅力づくり図る好

機に

緊急宣言拡大
切り札になってい

るか

党首討論　今年こ
そは定期開催を

電力需給の逼迫
政府の節電要請

が必要だ

緊急事態宣言の
拡大を機に対策

素早く

コロナ対策と罰則
不安にあおられぬ

議論を

香港の一斉逮捕
なりふり構わぬ民

主派潰しだ

脱炭素成長戦略
問われる政府の

本気度

緊急宣言拡大へ
強い危機感共有

したい
大川小の教訓

子供を守る決意と
もに

宣言地域拡大へ
首相の覚悟が意

識変える

電力の供給体制
を万全に

金正恩氏が党総
書記に　「核」頼み
で道は開けない

氷河期世代　就
労支援に知恵を

絞りたい

女性の社会進出
実効性ある対策

を急げ

コロナと暮らし　公
的支援足りている

か
変異ウイルス　流
行を想定して備え

よ

SNS発信のあり方
問うトランプ氏追

放

男女共同参画の
実現　政治が先
頭に立つべきだ

不妊治療　保険
適用の制度設計

を丁寧に

長引く再審　迅速
化へルール整備

を

元慰安婦訴訟
外交通じた問題

解決を
共通テスト　コロ

ナ下　万全の対応
を

北朝鮮再建の道
は非核化のみ

「鬼滅の刃」人気
苦境の今に響く前

向く力

海外の隠し財産
国際的な監視網

を強化せよ

ＴＰＰ発効２年　拡
大より課題解決が

先

コロナと性暴力
多様な対策で防

ぎたい

成人の日　コロナ
禍でも前向いて

コロナと店名公表
私刑誘発の姑息

な悪手だ

投票所の減少
棄権を防ぐ手立て

が大切だ

香港民主派排除
異論封殺の恐怖

政治だ
北朝鮮党大会

対話には自制が
必要だ

成人の日　世代
協力し未来を築こ

う

成人の日　難局に
ひるまず前を向こ

う

旭医大学長発言
説明尽くし信頼回

復を
バイデン次期政
権　「自由の海」
へ決意を示せ

香港の一斉逮捕
暴挙に国会は非

難決議を
慰安婦判決　合
意を礎に解決模

索を

「慰安婦」賠償命
令　歴史歪める判

決を許すな

韓国の元慰安婦
訴訟　対立深刻
化させる判決だ

元慰安婦訴訟
「主権免除」認め
ぬ不当判決だ

緊急事態宣言
事業者支援が不

十分だ

米議会へ乱入
民主主義の大き

な汚点だ

個人情報ルール
一本化　信頼得ら
れる仕組み必要

米議事堂占拠
民主主義の先導

役の名が泣く
再び緊急事態　感
染抑止に総力あ

げよ

国際慣例に反し
理解しがたい慰安

婦判決

４都県に緊急事態
宣言　沈静化まで

対策の徹底を

緊急事態再発令
実効性高い施策

尽くせ
米議事堂騒乱

民主主義の無残
な凋落

イランは核の緊張
を高めるな

トランプ派の議会
乱入　民主大国
の歴史的汚点だ

米議会騒乱　トラ
ンプ氏の罪　重大

だ
東京一極集中　コ
ロナ機に是正に

動け

ＷＨＯの調査拒絶
誰が中国を増長さ

せたか

緊急事態に合わ
せコロナ即応医療

態勢を

菅外交の課題
自由で開放的な
秩序を目指せ

工芸館の開館
文化も一極集中

解消を
大学ファンド　裾
野の拡大にも活

用を

ＧＩＧＡスクール
ソフト面の万全な

準備を

米政権の円滑な
移行を望む

地方議会の審議
オンライン参加の

課題検証を

岐阜知事選告示
「主役」示す投票

率に

2021/1/6
「選択の年」の政
治　国民との回路

結び直さねば

東京五輪　今こそ
「聖火灯す」覚悟
を　後世の指針と
なる足跡残そう

企業は3つの変革
で成長力の強化

を

臨む’２１　コロナ
と経済　格差是正
こそ再建の基盤

世界経済　保護
主義脱却する節

目の年に

コロナの先へ　４
持続可能な地球

へ協調を

時代遅れの校則
／必要性を見極

め、見直しを

民主主義が死ぬ
前に　年のはじめ

に考える

景気の行方　回
復への道筋描け

るか

国際協調を再び
人道の「凧」を高く

掲げて

米国とロシア　核
大国の重責再認

識を

緊急宣言発令へ
「一点突破」では

不十分だ
宣言再発出へ

対策の全体像速
やかに

ＮＡＴＯ報告書　結
束して中露に向き

合え
緊急事態宣言で

急所つく感染防止
対中交渉に要る
EU・米の連携

保護法改正　幅
広く文化財を守り

「政治主導の時
代」を踏まえた選

陛下メッセージ
コロナ禍で結束を

脱炭素を飛躍の
チャンスにしよう

2021/1/2

2021/1/1
核・気候・コロナ
文明への問いの

波頭に立つ

【年のはじめに】
中国共産党をもう
助けるな　論説委

員長・乾正人

2021年を再起動
の年にしよう

臨む’２１　コロナ
下の民主政治

再生の可能性に
かける時

平和で活力ある
社会築きたい

コロナの先へ１
人と人の連帯を強

めたい

コロナ禍の新年／
共助広げ、苦難克

服しよう

コロナ港から船が
出る　年のはじめ

に考える

コロナ禍の年初に
足元から政治変

えよう

コロナ禍を越えて
一隅にも光が届く

社会に

2021/1/19

2021/1/18
再生可能エネ　導
入目標に天井設

けるな

東京五輪　中止も
想定すべきでは

私たちの星を守り
たい　「脱炭素」を

考える

コロナ国会開会／
３次補正の組み

替え検討を

2021/1/9

2021/1/10

2021/1/11

2021/1/12
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デジタル庁の基本
方針　格差生まぬ

よう配慮を

変わるマンション
管理／法改正生
かし、価値の維持

を

香港一斉逮捕
民主派つぶしの

暴挙だ

コロナ医療支援／
現場に合わせ使

いやすく

睡眠導入剤混入
命預かる責任、自

覚せよ

３５人学級拡大／
最善の教育環境

さらに探れ

米国の次期政権
国内外の分断、

修復急げ

香港一斉逮捕
民意封じ込めの

弾圧だ

臨む’２１　コロナ
下の震災１０年

新たな課題を見つ
めたい

息の長い地方分
散に取り組もう

縮む時代の九州
「循環」で自立と

活性化を

北朝鮮党大会
核依存で経済再

建できぬ

元農相在宅起訴
菅首相の政治責

任も重い

「元慰安婦」判決
日韓合意の原点

に回帰を

福岡も緊急事態
九州が一体で感

染対策を

おとなの階段、の
ぼる　成人の日に

考える

コロナ禍と温暖化
環境と経済の両

立図れ

「完璧な防災」で
なくても　年のはじ

めに考える

コロナ特措法改正
／私権とのバラン

スに配慮を

民主主義の試練
と世界　弱者への

視点を強みに

コロナの先へ　７
デジタル化　影も

見据えよ

オンラインで人材
力を高めよう

納得と共感得られ
るか　緊急事態を

再宣言

「安心と希望」に
は程遠い

演説　国民に言葉
が響いたか

追／自省なしに威
信回復はない

　

で　非常時にふさ
わしい論戦を

吉川元農相在宅
起訴／国会は農
政のゆがみ検証

を

北朝鮮の「核」回
帰　日米韓の結

束欠かせぬ

首都圏に再び緊
急宣言　危機感
共有できるのか

政治資金収支報
告書／節穴いつ

まで放置するのか

米議会へ暴徒乱
入　トランプ氏の

罪、明白だ

香港の民主派大
量逮捕／議会を
無力化する暴挙

だ

座間事件とＳＮＳ
命守る仕組み築

かねば

女性の自殺者急
増／弱者救済の
アクセルを踏め

「地層処分元年」
原子力発電を持

続可能に　脱炭素
社会構築に至る

道だ

災害を考える年
「いつ起きても」の

備えを

再び頭を上げるた
めに　週のはじめ

に考える

大震災１０年　自
立への歩み着実

に進めたい

臨む’２１　持続性
ある地方　「新結
合」で活力の再生

を

コロナ禍と罰則
まず失政認め責

任果たせ

新成人のきみへ
いつかは絆を「守

る側」に

トランプ流の４年
間　米国の民主
主義傷つけた

コロナ下の大学入
試　受験生の不

安、取り除け

元慰安婦訴訟判
決／日韓合意に
立ち戻り解決を

緊急事態、７府県
追加　甘い見通し

許されない

コロナ禍事業者支
援／規模に即した

制度に改めよ

米議事堂乱入
民主政治を揺る

がす汚点

トランプ政権終焉
民主主義をむしば

んだ

コロナの先へ　６
地方分散型社会

の構築を

多様な家族の力
を生かせる社会

に

緊急事態再び
感染拡大止めら

れるのか

緊急事態再発令
病院間の連携強
化が不可欠だ

日本経済再生
構造の転換に全

力で取り組め

臨む’２１　これか
らの国際社会　協
調の秩序取り戻

す時だ

緊急事態宣言
首相は早期発令
の決断を　ワクチ
ンの接種開始も

緊急事態宣言
再び危機感持ち

抑え込め　雇用不
安の回避に全力

挙げよ

コロナ禍と憲法
今こそ理念生か

す国政を

コロナの先へ　５
他者への想像力

高めたい

臨む’２１　デジタ
ル化する世界　大
変革に対応した議

論を

緊急事態宣言へ
九州でも危機感

の共有を

首都圏に緊急宣
言へ　なぜ早く決

断できない

心に響く誠実な言
葉で　緊急事態再

宣言へ

緊急事態、再発
令へ／国は自治
体と一体で収束を

首都圏に緊急事
態宣言へ　迷わず
感染抑止に全力

を

緊急事態宣言へ
危機感の共有で
感染症抑えよ

首相が緊急事態
宣言へ　もっと明
確なメッセージを

極なき世界で新秩
序を築くには

労働者協同組合
法成立／地域課
題対応へ積極活

用を

コロナと防災　命
と暮らしを守り抜
こう　大震災の記
憶と教訓忘れるな

コロナ禍と経済格
差　支え合う仕組

みの再構築を

政権選択選挙へ
民意で政治を立

て直そう

コロナの先へ　２
危機が問う指導

者の真価

コロナ禍と世界
国際協調体制を
立て直す時だ

臨む’２１　コロナ
と科学　感染症に
強い社会めざし

経済大変革　荒
波を成長につな

げよう

被爆地の役割
「警告」強く発し続

けよ

不公平も拡大して
いる　年のはじめ

に考える

頼りない中央政権
／地方の時代を

引き寄せよう

コロナの先へ　３
地域で回す経済

に軸足を

元農相在宅起訴
癒着の実態、徹

底解明を

震災復興は人の
心から　週のはじ

めに考える

阪神大震災２６年
／揺れへの備え

再確認しよう
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